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【目　次】
基本政策１　未来の希望が輝くまちをつくる
№ 政策名 № 施策名 № 主要事業名 担当課 ページ

1 婚活支援事業（蓮田で家族になろう。事業） 政策調整課、商工課、子ども支援課 10
2 不妊治療費助成事業 子ども支援課 10
3 母子保健推進事業 子ども支援課 10
4 ワーク・ライフ・バランスの推進事業 庶務課、商工課、子ども支援課 11
5 乳幼児とのふれあいの推進事業 学校教育課、保育課 12
6 定住・子育て応援促進サイトの運営事業 政策調整課、広報広聴課 12
7 子育て世代包括支援センター整備推進事業 子ども支援課 12
8 予防接種事業 子ども支援課 13
9 乳幼児健康診査事業 子ども支援課 13
10 小児救急医療体制の充実 健康増進課 13

11 食育の推進事業
健康増進課、学校教育課
子ども支援課、社会教育課

14

3 母子保健推進事業（再掲） 子ども支援課 15
12 子どものための教育・保育給付事業 保育課 16

13
ブックスタート事業（はすぴぃのふれあい子育て「はじめての
絵本」）

子ども支援課、社会教育課 16

14 子ども読書支援センター（多世代交流サロン）整備事業 社会教育課 16
(1) 子育て支援 15 子ども・子育て支援事業計画の推進 子ども支援課 17

16 こども医療費助成事業 子ども支援課 18
17 保育料の経済的負担の軽減 保育課 18
18 多子世帯応援事業 子ども支援課、保育課 18
19 幼稚園就園奨励費の補助 保育課 18
20 待機児童対策の推進事業 子ども支援課、保育課 19
21 保育サービスの充実 子ども支援課、保育課 20
22 民間事業者等による放課後児童健全育成事業 保育課 20
23 ファミリー・サポート・センター事業の推進 子ども支援課 21
24 家庭保育室の支援事業 保育課 21
25 病児・病後児保育事業 子ども支援課、保育課 22
26 保育士、学童保育所指導員等の研修の充実 保育課 22
27 発達や個性に応じた保育内容の充実 保育課 22
28 公園整備事業 みどり環境課 23
29 子育てにやさしい公共施設などの整備事業 庶務課 23
30 子育て情報誌発行事業 子ども支援課 23
31 公開型地理情報システム整備事業 都市計画課 23
32 子ども110番の家推進事業 学校教育課 24
33 子育て世帯向け防災訓練事業 危機管理課 24

34 公共施設の安全対策の充実
教育総務課、学校教育課
子ども支援課、保育課

25

35 児童虐待防止対策事業 子ども支援課 26

36 子どもの貧困対策事業
福祉課、教育総務課
子ども支援課

26

(4)
子どもと出かけられる環境の整
備

(5) 安心・安全

1
結婚～乳幼児の
子育て支援

(1)
結婚、出産、子育ての切れ目の
ない支援

(2) 子どもの健康

(3) 幼児教育の充実促進

(6) 子どもの権利の保障

2
子育て環境の整
備

(2) 子育ての負担軽減

(3) 保育環境の充実
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【目　次】
№ 政策名 № 施策名 № 主要事業名 担当課 ページ

37 青少年健全育成支援事業 子ども支援課 27
38 公民館などを利用した子ども向け講座の開催 社会教育課 27
39 学校施設の活用 社会教育課、文化スポーツ課 28
40 放課後子供教室の実施 社会教育課 28
41 地域子育て支援拠点施設の充実 学校教育課、子ども支援課、保育課 29
42 地域で支える子育て支援事業 保育課 29
7 子育て世代包括支援センター整備推進事業（再掲） 子ども支援課 30
43 子育てサークルの育成支援事業 子ども支援課、保育課、社会教育課 31
44 子育て活動促進事業 子ども支援課、社会教育課 32
45 母子愛育会活動支援事業 子ども支援課 33
46 家庭教育支援事業 子ども支援課 33
47 地域交流機会の創出 社会教育課、文化スポーツ課 33
48 小・中学校人権教育推進事業 学校教育課 34
49 心の教育・教育相談体制づくり事業 学校教育課 34
50 発達支援センター推進事業 学校教育課 34
51 特別支援教育推進事業 学校教育課 34
52 健康教育推進事業 学校教育課 35
53 小・中学校水泳指導民間連携事業 教育総務課 35
54 退職教員による定期的補充学習推進事業 学校教育課 35
55 はすだっ子ペンの達人！事業 学校教育課 35
56 理科支援員の全校配置 学校教育課 35
57 少人数学級の学年拡大 教育総務課,学校教育課 36
58 中学校部活動推進事業 学校教育課 36
59 外国語指導助手招致事業 学校教育課 36
60 外国語指導助手小学校配置推進事業 学校教育課 37
61 小・中学校英語教育推進事業 学校教育課 37
62 中学校国際親善訪問団派遣事業 学校教育課 37
63 小・中学校大規模改修事業 教育総務課 38
64 小・中学校校庭整備事業 教育総務課 38
65 学校給食の充実 教育総務課 38
66 小・中一貫教育モデル校指定事業 学校教育課 39
67 情報化推進事業 学校教育課 39
68 就学援助費の支給事業 子ども支援課 39
69 地域ぐるみの子ども安全推進事業 学校教育課 39
70 交通指導員の配置事業 自治振興課 40
71 開かれた学校づくり 学校教育課 41
72 コミュニティ・スクール導入事業 学校教育課 41
73 教職員の資質向上 学校教育課 41

(4) 環境教育の推進 74 農地や林などを活用した環境教育推進事業 学校教育課 42

4 学校教育の充実

(1) 教育内容の充実

(2) 教育環境の充実

(3) 学校の教育力の向上

3
地域や家庭にお
ける子育て支援

(1) 健全育成

(2)
子育て支援拠点施設の整備・利
用促進

(3)
地域の関係機関と連携した子育
て支援
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【目　次】
基本政策２　健康で安心して暮らせるまちをつくる
№ 政策名 № 施策名 № 主要事業名 担当課 ページ

75 意識啓発・広報活動推進事業
庶務課、商工課
福祉課、社会教育課

43

76 福祉教育の推進・福祉意識の醸成事業 学校教育課、社会教育課 44
77 地域交流機会の提供事業 長寿支援課、保育課 45
78 多世代交流の促進事業 学校教育課、保育課 45
79 自治会の活動支援事業 自治振興課 46
42 地域で支える子育て支援事業（再掲） 保育課 46
80 社会福祉協議会との連携強化による福祉サービスの充実 福祉課 47
81 地域活動・ボランティア活動の推進事業 福祉課、健康増進課、長寿支援課 47
82 地域活動の担い手の育成事業 福祉課、長寿支援課,学校教育課 48
44 子育て活動促進事業（再掲） 子ども支援課、社会教育課 48
83 障がい者支援体制の確立（自立支援給付事業） 福祉課 49
84 障がい者支援体制の確立（地域生活支援事業） 福祉課 49
85 蓮田市障がい者就労支援事業 福祉課 50
86 障がい者作業所等運営支援事業 福祉課 50
87 はなみずき作業所及び複合施設整備事業 福祉課 50
88 高齢者の生きがい支援事業 長寿支援課 51
89 シルバー人材センター支援事業 長寿支援課 51
90 高齢者の総合相談・権利擁護事業 在宅医療介護課 52
91 高齢者見守り支援ネットワーク事業 在宅医療介護課 52
92 在宅医療・介護の連携体制の充実 在宅医療介護課 53
93 公共交通整備事業 都市計画課 53
94 高齢者援護・措置事業 長寿支援課 54
95 介護保険事業（介護保険運営事業） 長寿支援課 55
96 介護保険事業（地域支援事業） 長寿支援課、在宅医療介護課 55
97 介護予防・日常生活支援総合事業（地域支援事業） 在宅医療介護課 56
98 心の健康相談事業 健康増進課 57
99 がん検診事業 健康増進課 57
100 特定健康診査、特定保健指導事業 健康増進課 58

(2) 地域の健康づくりの推進 101 健康づくり推進事業 健康増進課 59
102 地域救急医療体制の充実 健康増進課 60
92 在宅医療・介護の連携体制の充実（再掲） 在宅医療介護課 60

(1) 国民健康保険制度の適正な運営 103 国民健康保険の適正な運営 国保年金課 61

(2)
後期高齢者医療制度の適正な運
営

104 後期高齢者医療広域連合との連携 国保年金課 62

(3) 国民年金事務の円滑な運営 105 国民年金事務 国保年金課 63
(4) 生活困窮者支援（生活保護） 106 生活保護制度の適正な運営と自立支援 福祉課 64

2 障がい者支援

(1) 自立支援体制

(2) 社会参加に向けた環境整備

1
地域でともに支
え合う福祉の推
進

(1) 相互扶助意識の高揚

(2) 地域福祉環境の整備

(3) 地域福祉活動の充実

4
健康づくりの支
援

(1) 心と体の健康づくり

(3) 地域保健医療体制の整備

3 高齢者支援

(1)
生きがいづくり・社会参加の促
進

(2)
生活（自立）支援・権利擁護の
充実

(3)
介護保険制度の適正な運営と推
進

5
各種社会保障制
度の適正な運営
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【目　次】
№ 政策名 № 施策名 № 主要事業名 担当課 ページ

(1) 地域における防犯対策の推進 107 防犯対策推進事業 危機管理課 65
(2) 防犯体制の充実 108 警察署の誘致 危機管理課 66
(3) 防犯対策の推進 109 街路灯整備推進事業 自治振興課 67

110 防災備蓄倉庫及び防災資機材の整備事業 危機管理課 68
111 自主防災組織育成事業 危機管理課 68
112 公共建築物の耐震補強整備事業 庶務課、建築指導課 69
113 木造住宅耐震診断・耐震改修補助事業 建築指導課 69
114 老朽管更新事業 水道課 69
115 公共下水道整備事業 下水道課 70
116 消防施設整備事業 消防課 70
117 排水路施設等整備事業 農政課、道路課 71
118 地域防災計画の改定と各種マニュアル整備事業 危機管理課 72
119 遠隔地自治体との災害支援体制の充実 危機管理課 72
120 情報伝達体制整備事業 危機管理課 73
121 情報セキュリティ対策の整備 電算課 73
122 新型インフルエンザ等対策の整備 健康増進課 74
123 消防設備整備事業 消防課 75
116 消防施設整備事業（再掲） 消防課 75

(2) 救急体制の充実 124 救急体制の強化 消防課 76
125 消防団の活性化推進事業 消防課 77
126 消防訓練等実施事業 消防課 77
127 交通安全施設等整備事業 自治振興課 78
128 放置自転車対策の推進事業 自治振興課 78
129 交通安全啓発事業 自治振興課 79
130 通学路の安全確保事業 自治振興課、道路課、学校教育課 79
131 消費生活相談事業 商工課 80
132 消費者教育推進事業 商工課 80

基本政策３　学び合い、豊かな心を育むまちをつくる
№ 政策名 № 施策名 № 主要事業名 担当課 ページ

133 生涯学習推進事業 社会教育課 81
134 生きがいづくりと社会参加推進事業 社会教育課 81
88 高齢者の生きがい支援事業（再掲） 長寿支援課 81
135 図書館システムの最適化及び学校図書館資源共有化推進事業 社会教育課 82
136 図書館機能・サービスの充実 社会教育課 82
137 総合文化会館運営事業 文化スポーツ課 83
138 ハストピアサポーターズ事業 文化スポーツ課 83
139 文化財啓発事業 学校教育課、社会教育課 84
140 国指定史跡黒浜貝塚整備・活用事業 社会教育課 84
141 市内貝塚群国指定史跡化推進事業 社会教育課 84
142 埋蔵文化財保存事業 社会教育課 85
143 市指定文化財保存修復事業 社会教育課 85

(1) 防災対策の推進

(2) 災害に強いまちづくりの推進

(3) 危機管理体制の確立

6 防犯対策の推進

7
防災対策・危機
管理体制の充実

9
交通安全対策の
推進

(1) 交通安全対策の充実

10 消費生活保護 (1) 消費生活の安全確保

8
消防・救急体制
の充実

(1) 消防体制の充実

(3) 地域における消防力の充実

2
地域に根差した
文化の継承と活
用

(1) 芸術・文化活動の振興

(2) 歴史・文化の保全と活用

1
生涯学習を通し
た生きる力の育
成

(1) 生涯学習体制の充実

(2) 学習環境の充実
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【目　次】
№ 政策名 № 施策名 № 主要事業名 担当課 ページ

144 国際交流推進事業 自治振興課、学校教育課 86
59 外国語指導助手招致事業（再掲） 学校教育課 86
60 外国語指導助手小学校配置推進事業（再掲） 学校教育課 86
61 小・中学校英語教育推進事業（再掲） 学校教育課 87
62 中学校国際親善訪問団派遣事業（再掲） 学校教育課 87
145 スポーツ団体育成・支援事業 文化スポーツ課 88
146 スポーツ・レクリエーション普及事業 文化スポーツ課 88
147 スポーツ・レクリエーション指導者の育成 文化スポーツ課 88
58 中学校部活動推進事業（再掲） 学校教育課 88

(2) スポーツ施設整備の促進 148 スポーツ施設整備事業 文化スポーツ課 89
149 人権教育・啓発推進事業 庶務課、社会教育課 90
150 いじめ防止対策推進事業 庶務課、学校教育課 90

6 平和行政の推進 (1) 平和意識の高揚 151 平和行政推進事業 庶務課 91
152 男女共同参画への意識づくり 庶務課 92
4 ワーク・ライフ・バランスの推進事業（再掲） 庶務課、商工課、子ども支援課 92

(2) 相談体制等の充実 153 男女間のあらゆる暴力のない社会づくり 庶務課、子ども支援課 93

基本政策４　地域の資源が活
い

きるまちをつくる
№ 政策名 № 施策名 № 主要事業名 担当課 ページ

(1) 企業立地促進 154 産業基盤整備事業
農政課、商工課、都市計画課
産業団地整備課、建築指導課

94

(2) 創業支援 155 創業支援事業 商工課 95
156 中心市街地の活性化推進事業 商工課 96
157 商工会との連携支援事業 商工課 96
158 商業団体活性化推進事業 商工課 96
159 新サービスエリア活用事業 農政課、商工課、都市計画課 97

160 あらゆる世代の就業支援事業
商工課、福祉課
長寿支援課、子ども支援課

98

155 創業支援事業（再掲） 商工課 98
161 地域資源の活用による蓮田ブランドの発掘・活用 広報広聴課、農政課、商工課 99
162 はすだFutureプロジェクト支援事業 商工課 99
163 特産品振興事業 農政課、商工課 100
164 産業振興支援事業 農政課 100
165 道の駅「はすだ」推進事業 農政課、商工課、道路課 101

5
人権教育・啓発
の推進

(1) 人権意識の高揚

7
男女共同参画の
推進

(1) 男女共同参画の促進

3
国際交流・多文
化共生

(1) 地域交流・多文化交流の促進

4
スポーツ・レク
リエーションの
振興

(1)
スポーツ・レクリエーション活
動の促進

1 産業の創出支援

2 産業育成・支援

(1) 産業振興・経営基盤の強化

(2) 就労支援

(3) 地域資源の活用
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【目　次】
№ 政策名 № 施策名 № 主要事業名 担当課 ページ

166 土地改良基盤整備推進事業 農政課 102
167 環境にやさしい農業への取組 農政課 102
168 地産地消の推進事業 農政課 102
169 農産物直売所の整備事業 農政課 102
170 ふれあい農園管理運営事業 農政課 103
171 交流ふれあい支援事業 農政課 103
172 新規就農総合支援事業 農政課 103
173 梨農家担い手確保事業 農政課 103
174 貸農園事業 農政課 104
175 農業経営の法人化事業 農政課 104

基本政策５　潤いのある快適なまちをつくる
№ 政策名 № 施策名 № 主要事業名 担当課 ページ

(1) 地球温暖化対策の推進 176 自然エネルギー活用システム設置費補助金交付事業 みどり環境課 105
177 花と緑のまちづくり事業 自治振興課、みどり環境課 106
178 自然環境保全支援事業 みどり環境課 106
179 黒浜沼周辺整備事業 みどり環境課 106
180 山ノ神沼周辺整備事業 みどり環境課、農政課 106
181 環境教育・環境学習推進事業 みどり環境課 107
74 農地や林などを活用した環境教育推進事業（再掲） 学校教育課 107

(1) 循環型社会の推進 182 資源リサイクル奨励金交付制度 みどり環境課 108
183 蓮田白岡衛生組合運営事業 みどり環境課 109
184 農業集落排水整備事業 下水道課 109
185 合併処理浄化槽設置整備事業 下水道課 109
115 公共下水道整備事業（再掲） 下水道課 109
186 環境衛生支援事業 みどり環境課 110
187 環境美化推進事業 みどり環境課 110

(1) 空き家等対策の推進 188 空き家等対策事業
危機管理課、みどり環境課
建築指導課

111

189 放射線測定事業
みどり環境課、学校教育課
保育課、消防課

112

190 給食用食材の放射性物質検査事業 教育総務課、保育課 113
191 土地利用計画の見直し 都市計画課 114
192 地区計画の策定 都市計画課 114

193 西口再開発ビル整備推進事業
庶務課、市民課、
子ども支援課、保育課

115

194 拠点地域づくりの推進
政策調整課、みどり環境課
都市計画課、総合窓口管理課
文化スポーツ課

115

2 環境衛生の推進
(2) ごみ・し尿処理体制の充実

(3) 環境美化活動の充実

3 農業の振興 (1) 都市型農業の振興

1 環境保全の推進
(2) 環境地域活動の充実

(3) 環境教育の充実

3
安心・安全な生
活環境

(2) 放射線対策の推進

4
魅力あるまちづ
くりの整備

(1)
快適で暮らしやすいまちづくり
の推進

(2) 魅力ある拠点づくりの推進
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【目　次】
№ 政策名 № 施策名 № 主要事業名 担当課 ページ

195 スマートＩＣ整備推進事業 都市計画課、道路課 116
196 幹線道路の整備推進 都市計画課、道路課 116
197 橋りょう整備事業 道路課 117
198 生活道路整備事業 道路課 117
199 道路補修・排水整備事業 道路課 117
117 排水路施設等整備事業（再掲） 農政課、道路課 118
165 道の駅「はすだ」推進事業（再掲） 農政課、商工課、道路課 119
200 ＪＲ宇都宮線利便性向上事業 都市計画課 120
93 公共交通整備事業（再掲） 都市計画課 120
201 健全な上水道事業の経営 水道課 121
114 老朽管更新事業（再掲） 水道課 121
115 公共下水道整備事業（再掲） 下水道課 122
184 農業集落排水整備事業（再掲） 下水道課 122
185 合併処理浄化槽設置整備事業（再掲） 下水道課 122
202 公園リノベーション事業 みどり環境課 123
203 キッズパークはすだ事業 みどり環境課 123
28 公園整備事業（再掲） みどり環境課 123
177 花と緑のまちづくり事業（再掲） 自治振興課、みどり環境課 124
179 黒浜沼周辺整備事業（再掲） みどり環境課 124
180 山ノ神沼周辺整備事業（再掲） みどり環境課、農政課 124
166 土地改良基盤整備推進事業（再掲） 農政課 125
170 ふれあい農園管理運営事業（再掲） 農政課 125
171 交流ふれあい支援事業（再掲） 農政課 125
174 貸農園事業（再掲） 農政課 125

基本政策６　地域活動が活性化されたまちをつくる
№ 政策名 № 施策名 № 主要事業名 担当課 ページ

204 コミュニティ活動への支援事業 自治振興課 126
79 自治会の活動支援事業（再掲） 自治振興課 126
205 ＮＰＯ・市民活動支援事業 自治振興課 127
206 市民協働推進事業 自治振興課 127
207 市民イベント等支援事業 政策調整課 127
42 地域で支える子育て支援事業（再掲） 保育課 128
43 子育てサークルの育成支援事業（再掲） 子ども支援課、保育課、社会教育課 128
44 子育て活動促進事業（再掲） 子ども支援課、社会教育課 129
45 母子愛育会活動支援事業（再掲） 子ども支援課 129
47 地域交流機会の創出（再掲） 社会教育課、文化スポーツ課 129
69 地域ぐるみの子ども安全推進事業（再掲） 学校教育課 130
81 地域活動・ボランティア活動の推進事業（再掲） 福祉課、健康増進課、長寿支援課 130
82 地域活動の担い手の育成事業（再掲） 福祉課、長寿支援課,学校教育課 131
138 ハストピアサポーターズ事業（再掲） 文化スポーツ課 131
146 スポーツ・レクリエーション普及事業（再掲） 文化スポーツ課 132
162 はすだFutureプロジェクト支援事業（再掲） 商工課 132
177 花と緑のまちづくり事業（再掲） 自治振興課、みどり環境課 132

5
道路・交通網の
整備

(1) 道路・橋りょう等の整備

(2) 公共交通の利便性の向上

7
公園の整備と緑
地の保全

(1) 魅力ある公園の整備

(2) 農地・緑地の保全と創造

6
上水道の安定供
給と下水処理の
推進

(1) 上水道の整備・充実

(2) 下水道の整備・充実

1 市民協働の推進

(1) 地域コミュニティの活性化

(2) 市民活動・NPO活動の支援
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【目　次】
№ 政策名 № 施策名 № 主要事業名 担当課 ページ

208 情報公開制度の充実 庶務課 133
121 情報セキュリティ対策の整備（再掲） 電算課 133
209 蓮田市都市計画図基本図作成事業 都市計画課 134
31 公開型地理情報システム整備事業（再掲） 都市計画課 134
67 情報化推進事業（再掲） 学校教育課 134
120 情報伝達体制整備事業（再掲） 危機管理課 134
210 シティセールスの推進 政策調整課、広報広聴課 135

211
マスコットキャラクターや広報大使を活用したシティセールス
推進事業

広報広聴課、商工課 135

212 パブリックコメント制度の充実 広報広聴課 136
6 定住・子育て応援促進サイトの運営事業（再掲） 政策調整課、広報広聴課 136
213 行政改革推進事業 政策調整課、関係各課 137
214 人材育成推進事業 秘書課 137
215 財政健全化事業 財政課 138
216 総合行政システム整備事業 電算課 138

(2) 施設の計画的な管理 217 インフラ維持管理の効率的なマネジメントの実施 庶務課、関係各課 139
218 中央公民館パーキングシステム導入・活用事業 社会教育課 140
53 小・中学校水泳指導民間連携事業（再掲） 教育総務課 140

(4) 行政組織の効率化・人材育成 219
蓮田市定員適正化計画及び蓮田市特定事業主行動計画の進行管
理

政策調整課、秘書課 141

220 近隣市町連携事業 政策調整課、広報広聴課 142
221 長野県松川町（遠隔地自治体）等との友好交流 広報広聴課、学校教育課 142
84 障がい者支援体制の確立（地域生活支援事業）（再掲） 福祉課 143
92 在宅医療・介護の連携体制の充実（再掲） 在宅医療介護課 143
183 蓮田白岡衛生組合運営事業（再掲） みどり環境課 143
222 彩の国ロードサポート制度の推進 道路課 144
223 教育機関等連携事業 政策調整課、関係各課 144
224 民間企業等連携事業 政策調整課、関係各課 145
225 東埼玉病院周辺の活用の検討 政策調整課、関係各課 146
53 小・中学校水泳指導民間連携事業（再掲） 教育総務課 146

80
社会福祉協議会との連携強化による福祉サービスの充実（再
掲）

福祉課 146

2
情報共有・情報
発信

(1)
情報公開の充実・個人情報の保
護

(2) 地域情報化の推進

(3) 広聴・広報の充実

4
関係自治体・関
係機関との連携

(1) 関係自治体との連携

(2) 関係機関との連携

3
健全・効果的な
行財政運営

(1) 計画的・効率的な行財政運営

(3) 民間活力の導入
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未来の希望が輝くまちをつくる
政策１．結婚～乳幼児の子育て支援

施策（１）結婚、出産子育ての切れ目のない支援

主要事業名 内容（R3年度） 担当課 課別

政策調整課 ※子ども支援課、商工課にて実施 b 一部達成 ※子ども支援課、商工課にて実施 0 0

商工課
　新型コロナウイルス感染症拡大の状況が見
通せないことから、婚活イベントの実施はで
きませんでした。

c 未達成
　婚活事業については、新型コロナウイ
ルス感染症の状況を見ながら、実施に向
けた検討を行っていきます。

200 0

子ども支援
課

　埼玉県で実施している「SAITAMA出会いサ
ポートセンター運営協議会」へ加入し、ス
ケールメリットを生かした支援を行いまし
た。
　また、蓮田駅西口行政センターにおいて初
めて出張登録会を開催しました。

a 達成

　SAITAMA出会いサポートセンターに登録
する市民を増やすため、引き続き埼玉県
と連携し、SAITAMA出会いサポートセン
ターの出張登録会を市内で開催します。

54 54

不妊治療費
助成事業

　高額の治療費がかかる不妊治療
について、経済的負担の軽減を図
るため、治療費を一部助成する。
また、夫婦そろって不妊検査を実
施した時の検査費の一部助成・不
育症検査費の一部助成を行う。

子ども支援
課

　R3年度は不妊治療費は延べ38件、不妊検査
費は延べ28件、不育症検査費は1件の助成を
行いました。

a 達成

　R4年4月から不妊治療費の一部が保険適
用となり、埼玉県不妊治療費助成事業制
度が変更されます。わかりやすく制度を
周知し、制度を利用していただけるよう
に努めていきます。

3,775 3,445

※再掲の事業は網掛けとなっています。

進行管理シート≪主要事業≫の見方

2

R3年度
当初予算額
（千円）

R3年度
決算額
（千円）

第５次総合振興計画

1

婚活支援事
業（蓮田で
家族になろ
う。事業）

　出会いの場を提供するために、
関係団体と連携しながら市内の地
域資源を活用した婚活イベントを
実施する。イベント参加者に蓮田
市の魅力を発信し、愛着をもって
もらう。また、新しく家族になろ
うとする世帯が蓮田市に住んでも
らえるよう働きかける。

基本政策１

主要事業
№

ＰＬＡＮ

ＤＯ
（R3年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

令和３年度に実施すべき

内容を記載しています。

令和３年度中に実施し

た内容に対する評価を

記載しています。

評価は、

・ａ達成

・ｂ一部達成

・ｃ未達成

・ｄその他

の4段階です。

令和３年度中に実施した

内容を課ごとに記載して

います。
今後実施する内容

を記載しています。

各事業の令和３年度の当初

予算額と決算額を課ごとに

記載しています。
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未来の希望が輝くまちをつくる
政策１．結婚～乳幼児の子育て支援

施策（１）結婚、出産子育ての切れ目のない支援

主要事業名 内容（R3年度） 担当課 課別

政策調整課 ※子ども支援課、商工課にて実施 b 一部達成 ※子ども支援課、商工課にて実施 0 0

商工課
　新型コロナウイルス感染症拡大の状況が見
通せないことから、婚活イベントの実施はで
きませんでした。

c 未達成
　婚活事業については、新型コロナウイ
ルス感染症の状況を見ながら、実施に向
けた検討を行っていきます。

200 0

子ども支援
課

　埼玉県で実施している「SAITAMA出会いサ
ポートセンター運営協議会」へ加入し、ス
ケールメリットを生かした支援を行いまし
た。
　また、蓮田駅西口行政センターにおいて初
めて出張登録会を開催しました。

a 達成

　SAITAMA出会いサポートセンターに登録
する市民を増やすため、引き続き埼玉県
と連携し、SAITAMA出会いサポートセン
ターの出張登録会を市内で開催します。

54 54

不妊治療費
助成事業

　高額の治療費がかかる不妊治療
について、経済的負担の軽減を図
るため、治療費を一部助成する。
また、夫婦そろって不妊検査を実
施した時の検査費の一部助成・不
育症検査費の一部助成を行う。

子ども支援
課

　R3年度は不妊治療費は延べ38件、不妊検査
費は延べ28件、不育症検査費は1件の助成を
行いました。

a 達成

　R4年4月から不妊治療費の一部が保険適
用となり、埼玉県不妊治療費助成事業制
度が変更されます。わかりやすく制度を
周知し、制度を利用していただけるよう
に努めていきます。

3,775 3,445

母子保健推
進事業

　妊娠、出産その後の育児を安心
して行えるようにするため、妊産
婦の健康診査や育児相談、訪問指
導を実施するとともに、両親学級
の開催等子育てに関する学習機会
の充実を図る。

子ども支援
課

　母子保健推進員の訪問活動や愛育会の活動
に関する相談に対し、各地区担当保健師がき
め細やかに対応しました。
　母子健康手帳交付時に一緒に交付する妊婦
健康診査助成券について、市役所での交付時
には必ず面接し、妊婦健康診査の必要性につ
いて説明しました。

a 達成

　母子保健推進員の活動、愛育会の活動
に各地区担当保健師が丁寧に対応してい
きます。
　妊婦健康診査助成券に加え、R4年度か
ら産婦健康診査助成制度が始まります。
これまで以上に安心安全な妊娠生活を送
れるようにサポートしていきます。

55,763 43,743

R3年度
決算額
（千円）

2

3

1

婚活支援事
業（蓮田で
家族になろ
う。事業）

　出会いの場を提供するために、
関係団体と連携しながら市内の地
域資源を活用した婚活イベントを
実施する。イベント参加者に蓮田
市の魅力を発信し、愛着をもって
もらう。また、新しく家族になろ
うとする世帯が蓮田市に住んでも
らえるよう働きかける。

R3年度
当初予算額
（千円）

基本政策１

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

第５次総合振興計画 ＤＯ
（R3年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価）主要事業

№

ＰＬＡＮ
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未来の希望が輝くまちをつくる
政策１．結婚～乳幼児の子育て支援

施策（１）結婚、出産子育ての切れ目のない支援

主要事業名 内容（R3年度） 担当課 課別

R3年度
決算額
（千円）

R3年度
当初予算額
（千円）

基本政策１

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

第５次総合振興計画 ＤＯ
（R3年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価）主要事業

№

ＰＬＡＮ

庶務課

　「はすだ男女共生プラン2025」のR2年度実
施分の進行管理を行いました。
　女性活躍推進セミナーについては、3月12
日に予定していたが、まん延防止等重点措置
の期間延長に伴い開催を中止としました。

b 一部達成

　「はすだ男女共生プラン2025」に基づ
き、各課で所管された事業が具体的に実
施されるよう進行管理を行うとともに、
男女共同参画推進に向けたセミナーを開
催します。

386 234

商工課

　11月8日、埼玉県・白岡市との共催によ
り、女性対象の在宅ワーカー育成セミナーを
開催しました。
　国・県などで行われるセミナーの開催案
内、制度に関する情報を健康福祉部、生涯学
習部、学校教育部の関係各課へ提供しまし
た。

a 達成

　引き続き国・県などで行われるセミ
ナーの開催案内、制度に関する情報提供
などを行っていきます。
　庶務課と共同で、男女共同参画をテー
マとしたセミナーの実施について検討し
ていきます。

0 0

子ども支援
課

　新型コロナウイルスの流行が長期化する中
で、対面による助産師からの沐浴等のアドバ
イスを希望する人が増えています。このこと
から、従来の集団で行う両親学級に加え、毎
月1回個別に行うプレママパパ講座を開始し
ました。

a 達成

　プレママパパ講座が好評だったことか
ら、引き続き実施し、コロナ禍の中でも
できる男性の子育て参加促進策を検討し
ます。

48 48

4

ワーク・ラ
イフ・バラ
ンスの推進
事業

　仕事と子育ての両立ができる働
きやすい環境づくりの推進のた
め、母子健康手帳交付時等におい
て支援制度の周知に努めるほか、
両親学級において父親の役割等の
講話を実施するなど男性の子育て
参加の促進を図る。
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未来の希望が輝くまちをつくる
政策１．結婚～乳幼児の子育て支援

施策（１）結婚、出産子育ての切れ目のない支援

主要事業名 内容（R3年度） 担当課 課別

R3年度
決算額
（千円）

R3年度
当初予算額
（千円）

基本政策１

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

第５次総合振興計画 ＤＯ
（R3年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価）主要事業

№

ＰＬＡＮ

学校教育課

　新型コロナウイルス感染症の影響で、中学
生による社会体験チャレンジでの幼稚園や保
育園での活動ができませんでしたが、中学校
3年生の家庭科の学習では、保育の分野を学
習しました。

b 一部達成
　新型コロナウイルス感染症防止対策を
十分考慮しながら実施できる方法につい
て検討を進めていきます。

0 0

保育課
　新型コロナウイルス感染症拡大防止のた
め、今年度は事業の実施を見合わせました。

c 未達成
　新型コロナウイルス感染症防止対策を
十分考慮しながら実施できる方法につい
て検討を進めていきます。

0 0

政策調整課 ※広報広聴課にて実施 b 一部達成 ※広報広聴課にて実施 0 0

広報広聴課

　定住の促進及び子育てを応援することにつ
ながるホームページ内の各種事業を当サイト
において発見しやすいよう内容の更新、情報
提供を行いました。

b 一部達成

　当サイトについて、各種事業の進捗状
況に合わせた内容や興味を引くようなレ
イアウトの変更など、臨機応変に構築可
能なサイトとなるよう、次期契約(R5年
度)に向けて検討します。

1,652 1,652

子育て世代
包括支援セ
ンター整備
推進事業

　妊産婦や母親の孤立感、負担が
高まる中、妊娠期から子育て期に
わたる切れ目のない支援を行うた
めに、子育て世代包括支援セン
ター事業を推進する。市役所及び
プレックス・キッズ内の２か所で
事業を推進する。

子ども支援
課

　子育て世代包括支援センターでは妊娠届出
時に、必ず保健師等が面接を行い母子健康手
帳の発行をしているため、ハイリスクのかた
の早期発見、早期フォローに繋げられるよう
努めました。
　また、R3年4月から、2か所目となる蓮田駅
西口子育て世代包括支援センターを開所し、
土日の相談にも対応できるようになりまし
た。

a 達成

　病院や子ども家庭総合支援拠点との連
携を密にし、妊娠期・出産後のフォロー
体制を充実させていきます。
　また、相談を受ける保健師等の専門技
術の向上を図ります。

6,800 4,9297

5

　公式ホームページについて、次
期システムの検討、構築を行う。
並行して、定住促進サイト「ちょ
うどいい蓮田」について、アクセ
ス数の増加を図るため、内容を充
実させていく。

定住・子育
て応援促進
サイトの運
営事業

6

乳幼児との
ふれあいの
推進事業

　授業の一環として行う中学生社
会体験チャレンジ事業などを通じ
て、子育てに関する知識を習得で
きる機会を小・中学生に提供し、
子育てなどの意義に関する普及啓
発を図る。
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未来の希望が輝くまちをつくる
政策１．結婚～乳幼児の子育て支援

施策（２）子どもの健康

主要事業名 内容（R3年度） 担当課 課別

予防接種事
業

　予防接種法に基づき、感染の恐
れがある疾病の発生及びまん延を
予防するために予防接種を行い、
公衆衛生の向上及び市民の健康の
保持に寄与していく。
　また、予防接種のお知らせや市
の子育て情報等をメールで配信す
るサービスを継続していく。

子ども支援
課

　各予防接種とも例年通り実施しました。県
外での予防接種費の助成(償還払い)は、10件
の助成を実施しました。
　子育て情報メールサービスの登録人数は3
月末時点で4,197人です。R3年度から、アプ
リ版を提供することで、より使いやすくなり
ました。

a 達成

　定期予防接種償還払い制度のPRに努め
ていきます。
　子育て情報メールサービスについて
も、機会を捉えてPRを継続していきま
す。
　R4年4月から子宮頸がん予防接種ワクチ
ンの勧奨が再開し、同時に、勧奨を行っ
ていなかったときに対象年齢だった方を
対象に公費でワクチンを接種することが
できる救済措置制度（キャッチアップ）
が始まりました。医療機関と連携し、適
切に実施していきます。

130,929 99,489

乳幼児健康
診査事業

　乳幼児が心身ともに健康に発育
できるようにするため、乳幼児の
成長段階に応じて健康診査を実施
し、病気や異常の早期発見や保護
者への保健指導・療育支援につな
げる。

子ども支援
課

　新型コロナウイルス感染予防のため、消毒
や喚起等を徹底して実施しました。また、ア
フターコロナを見据え、徐々に本来の健診に
戻していくために、スタッフのレベルアップ
講習を行いました。各健診の受診率は、3～4
か月児健診96.7％、9～10か月児健診
95.4％、1歳6か月児健診97.3％、3歳児健診
93.2％でした。

a 達成

　引き続き受診率の向上に努めるととも
に、3歳児健診において新たに屈折検査機
器を導入し、視覚異常の早期発見に取り
組みます。

6,455 6,202

小児救急医
療体制の充
実

　子どもが必要な時に必要な保健
医療サービスを受けられるよう、
休日等における急病者の医療を確
保する。
　利根保健医療圏医療連携推進協
議会（とねっと）による地域医療
ネットワークシステムの管理・運
営を支援するとともに、病院及び
有床診療所が輪番制で救急患者の
診療を行う東部北地区の病院群輪
番制病院運営事業や小児救急医療
支援事業の運営に対して支援す
る。

健康増進課
　小児救急医療拠点病院運営事業により、休
日及び夜間の診療体制の確保を予定通り行い
ました。

a 達成

  市民がいつでも安心して医療サービス
を受けられるように、引き続き「東部北
地区第二次救急の病院群輪番制病院運営
事業等」において、構成市町との連携を
強化し、事業運営を行っていきます。
  また、蓮田市医師会、南埼玉郡市医師
会との協力体制の整備及び幸手、加須保
健所との連携を図ります。

2,171 2,152

R3年度
決算額
（千円）

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

8

9

ＤＯ
（R3年度中に実施したこと）

R3年度
当初予算額
（千円）

ＣＨＥＣＫ
（評価）

基本政策１

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

10
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未来の希望が輝くまちをつくる
政策１．結婚～乳幼児の子育て支援

施策（２）子どもの健康

主要事業名 内容（R3年度） 担当課 課別

R3年度
決算額
（千円）

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

ＤＯ
（R3年度中に実施したこと）

R3年度
当初予算額
（千円）

ＣＨＥＣＫ
（評価）

基本政策１

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

健康増進課

　年間5回予定していた食育推進員連絡会議
は、新型コロナウイルス感染症の拡大を受
け、3回の実施となりました。会議では、地
域の食生活支援のための情報共有や団体ごと
に食育推進の取組について検討しました。ま
た、会議の一環として講演会を2回実施し、
食育推進員の資質の向上に努めました。
 食育推進員が中心となり作成したレシピ集
を団体の活動を通して配布しました。また、
広く市民の方に活用していただけるよう、市
ホームページに毎月新しいレシピを掲載しま
した。

a 達成

　食育推進員連絡会議を開催し、食育推
進員の資質の向上、食に関する情報の共
有を図ります。また、食育推進員が中心
となり作成したレシピ集を活用し、あら
ゆる機会をとらえて食育推進を図りま
す。
　蓮田市食育推進計画（第2次）策定に向
けた市民健康実態調査を実施します。

52 45

学校教育課

　新型コロナウイルス感染症の影響で、県主
催の「食育推進リーダー研修会」が昨年度に
引き続き中止となりました。
　市内の学校に配置している栄養教諭や栄養
技師から児童・生徒に対して、栄養面等に関
する食育の授業を実施しました。

b 一部達成

　食育推進リーダー研修会を周知し、参
加者の増加を目指します。加えて、多く
の教職員が食育について興味を持ち、自
己研修できるよう、研修会の内容や県の
食育に関するリーフレットを周知すると
ともに、研修に活用するよう連絡しま
す。

0 0

子ども支援
課

　R3年度に実施した両親学級の栄養講話受講
者は19人でした。
  乳幼児相談での栄養相談者は延べ35人でし
た。乳幼児健診での栄養相談は、3～4か月児
健診が延べ89人、9～10か月児健診が延べ101
人、1歳6か月児健診が延べ51人、3歳児健診
が延べ18人でした。
　また、離乳食教室の受講者は70人でした。

a 達成
　食育の必要性を乳幼児健診や両親学級
等の様々な機会を捉えてPRしていきま
す。

0 0

社会教育課

　4校の学校歴史講座において、縄文時代の
食生活について解説を行った。、8月から開
催する市民ボランティア学芸員企画展示「縄
文時代の植物」のなかで、縄文人の「食」に
ついて紹介しました。
　公民館では、日本薬科大学に依頼した「薬
膳料理教室」および、人間総合科学大学に依
頼した「子ども料理教室」飾り寿司等の動画
について、配信の準備を行いました。

b 一部達成

　公民館では、引き続き新型コロナウイ
ルス感染症対策を考慮しながら、大学と
連携し、子どもが食に関心を持てるよう
な事業の充実を図っていきます。
　黒浜貝塚や文化財展示館を活用してイ
ベントなどで縄文文化の食について解説
を行っていきます。

15 33

11
食育の推進
事業

　健康はすだ２１（第２次）と食
育推進計画を一体化させた計画を
推進し、市全域で食育推進に取り
組み、妊娠期から子育て期に対し
て食育の推進を図る。令和６年度
から令和１０年度までを計画期間
とする健康はすだ２１（第３
次）、食育推進計画を策定する。
　学校に対しては、栄養教諭によ
る食育授業の一層の推進を図るた
め、生活科、総合的な学習の時
間、家庭科などの教科を通して、
生産や栄養のことなど食について
の学習を充実させる。
　食生活支援に関わる関係団体、
関係機関に対しては、地域食生活
支援推進会議を開催し、地域で
「食育」を推進する取組が展開で
きるように働きかけ、支援する。
　生涯学習分野においても、夏と
冬に中央公民館で開催している子
ども講座に食に関する講座を取り
入れ学習の場を提供するほか、黒
浜貝塚整備において縄文時代に食
されていた植物を保全・植栽し、
歴史的観点からの食育学習を推進
する。
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未来の希望が輝くまちをつくる
政策１．結婚～乳幼児の子育て支援

施策（２）子どもの健康

主要事業名 内容（R3年度） 担当課 課別

R3年度
決算額
（千円）

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

ＤＯ
（R3年度中に実施したこと）

R3年度
当初予算額
（千円）

ＣＨＥＣＫ
（評価）

基本政策１

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

母子保健推
進事業

　妊娠、出産その後の育児を安心
して行えるようにするため、妊産
婦の健康診査や育児相談、訪問指
導を実施するとともに、両親学級
の開催等子育てに関する学習機会
の充実を図る。

子ども支援
課

　母子保健推進員の訪問活動や愛育会の活動
に関する相談に対し、各地区担当保健師がき
め細やかに対応しました。
　母子健康手帳交付時に一緒に交付する妊婦
健康診査助成券について、市役所での交付時
には必ず面接し、妊婦健康診査の必要性につ
いて説明しました。

a 達成

　母子保健推進員の活動、愛育会の活動
に各地区担当保健師が丁寧に対応してい
きます。
　妊婦健康診査助成券に加え、R4年度か
ら産婦健康診査助成制度が始まります。
これまで以上に安心安全な妊娠生活を送
れるようにサポートしていきます。

55,763 43,743
3

（再掲）
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未来の希望が輝くまちをつくる
政策１．結婚～乳幼児の子育て支援

施策（３）幼児教育の充実促進

主要事業名 内容（R3年度） 担当課 課別

子どものた
めの教育・
保育給付事
業

　認定こども園、保育園及び特定
地域型保育事業を運営する事業者
に対して、国の基準に基づく給付
を行う。

保育課 　国の基準に基づき給付を行いました。 a 達成
　引き続き、国の基準に基づき給付を行
います。

578,991 549,944

子ども支援
課

　社会教育課と連携し、3～4か月児健診時に
ブックスタートを実施しました。

a 達成
　引き続き社会教育課と連携し、事業を
推進していきます

0 0

社会教育課

　新型コロナウイルス感染症拡大防止のた
め、健診会場での読み聞かせ体験は中止しま
したが、健診会場で絵本と絵本バックをプレ
ゼントし、図書館案内等を配布しました。
　R3年度は325名に絵本をプレゼントしまし
た。

b 一部達成

　引き続き、新型コロナウイルス感染症
拡大防止対策を行いながら、絵本を配布
し、絵本で繋ぐ親子の時間、ふれあいの
時間を持っていただけるように啓発して
いきます。

484 484

子ども読書
支援セン
ター（多世
代交流サロ
ン）整備事
業

　子どもたちの豊かな感性、表現
力、想像力を高める読書の効用を
提供できる機会や本に親しむ環境
を提供して子どもたちへの読書支
援を行う。
　また、あらゆる世代に対応した
読書環境の充実を図り、子どもか
らお年寄りまで多世代が交流でき
る場としての機能や子育て環境の
充実を推進する。

社会教育課

　新型コロナウイルス感染症拡大防止のた
め、一部のイベントを中止しましたが、緊急
事態宣言中の7月、8月を除き、新型コロナウ
イルス感染症拡大防止対策を講じたうえで、
おはなし会等を実施しました。図書館サポー
ターによる名画フィルム館も3月から再開し
ました。
　また、各事業毎に関連する図書資料を会場
内や図書館入口付近に展示し、貸出を行いま
した。

b 一部達成

　引き続き、新型コロナウイルス感染症
拡大の状況を見ながら、対策を講じ、
様々な世代が参加しやすいイベントの再
開を目指します。
　また、多世代が図書館を身近に感じ、
利用できる読書環境づくりを推進してい
きます。

0 0

基本政策１

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

R3年度
当初予算額
（千円）

ＣＨＥＣＫ
（評価）

14

R3年度
決算額
（千円）

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

ＤＯ
（R3年度中に実施したこと）

12

13

ブックス
タート事業
（はすぴぃ
のふれあい
子育て「は
じめての絵
本」）

　乳幼児健診時に乳児とその保護
者に絵本を手渡し、読み聞かせを
体験していただくことにより、絵
本を通して赤ちゃんと保護者が
ゆっくりと向き合い、楽しくあた
たまる時間を持つきっかけ作りを
行う。
　また、その後の健診や図書館事
業の中で、赤ちゃんと保護者が一
緒に本を開いて楽しんでいけるよ
う本の案内をするなどのフォロー
アップを行い、子育て支援の充実
を図る。
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未来の希望が輝くまちをつくる
政策２．子育て環境の整備

施策（１）子育て支援

主要事業名 内容（R3年度） 担当課 課別

子ども・子
育て支援事
業計画の推
進

　地域における子どもや子育て家
庭の状況に応じた子ども・子育て
支援を行うため、令和２年度から
令和６年度を計画期間とする第二
期子ども・子育て支援事業計画に
基づき事業を推進する。

子ども支援
課

　10月に児童福祉審議会を開催し、子ども・
子育て支援事業計画の進行管理を行いまし
た。委員からは、大山幼稚園の認定こども園
への移行の事例より、今後も費用をかけずに
待機児童の解消をめざしてほしい、コロナ禍
の中においても子育ての孤立化を防ぐため
に、子育て支援を中止するのではなく工夫し
て実施してほしいなどの意見をいただきまし
た。

a 達成

　R4年度は計画の中間年にあたります。
待機児童数や待機学童数の現状や今後の
推移を把握したうえで、現計画と著しい
乖離がみられる場合は計画の変更を検討
します。

118 31

R3年度
決算額
（千円）

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

15

ＤＯ
（R3年度中に実施したこと）

基本政策１

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ ＣＨＥＣＫ

（評価）
R3年度

当初予算額
（千円）
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未来の希望が輝くまちをつくる
政策２．子育て環境の整備

施策（２）子育ての負担軽減

主要事業名 内容（R3年度） 担当課 課別

こども医療
費助成事業

　子どもが必要とする医療が容易
に受けられるように、満１８歳に
達する日以後の最初の３月３１日
まで入院・通院に係る医療費の一
部を助成する。また、埼玉県と連
携し、県内の市外の医療機関でも
窓口での現物給付が受けられるよ
うに、さらなる制度の改善を進め
る。

子ども支援
課

　子どもが必要とする医療を容易に受けられ
るよう医療費の一部(保険診療分の一部負担
金)を助成することにより、福祉の増進を図
りました。

a 達成

　子どもが必要とする医療を容易に受け
られるよう、引き続き事業を実施しま
す。
　また、R4年10月から、県内現物給付化
が始まるため、円滑に移行できるように
対応します。

201,744 192,410

保育料の経
済的負担の
軽減

　同一世帯から保育園等に入園し
ている第２子以降等の保育料につ
いて軽減を図る。

保育課
　保育料に関する規則に基づき、保育料の軽
減を図りました。

a 達成
　引き続き、保育料に関する規則に基づ
き、保育料の軽減を図ります。

0 0

子ども支援
課

　埼玉県で行っている第3子以降の子どもが
生まれた世帯に配布する「3キュー子育てチ
ケット」や多子世帯応援ショップ事業の情報
を掲載した子育てガイドブックを配布し、制
度の周知を行いました。

a 達成
　引き続き埼玉県と連携し、「3キュー子
育てチケット」や多子世帯応援ショップ
制度の周知を行います。

0 0

保育課
　埼玉県と連携し、多子世帯における経済的
負担の軽減を図りました。

a 達成
　制度の周知を徹底し、保護者の申請漏
れを防ぎます。

0 0

幼稚園就園
奨励費の補
助

　令和元年１０月に実施された幼
児教育無償化において、幼稚園の
利用料が無償化事業の対象とされ
たため、本事業は同年９月末で終
了した。

保育課 ※事業終了

R3年度
決算額
（千円）

R3年度
当初予算額
（千円）

基本政策１

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ ＣＨＥＣＫ

（評価）

18
多子世帯応
援事業

　埼玉県と連携し、保育園等に入
園する第３子以降の０歳児から２
歳児クラスの児童の保育料を無料
にすることや、第３子以降の子ど
もが生まれた世帯を対象にクーポ
ン券を配布することにより、多子
世帯における経済的負担の軽減を
図る。

19

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

ＤＯ
（R3年度中に実施したこと）

16

17
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未来の希望が輝くまちをつくる
政策２．子育て環境の整備

施策（３）保育環境の充実

主要事業名 内容（R3年度） 担当課 課別

子ども支援
課

　国庫補助金（保育所等整備交付金）を活用
し、認可保育園「星の子ルチア保育園」の開
設を支援しました。4月に開園したことで定
員が90人増えました。
　また、国庫補助金（認定こども園施設整備
交付金」を活用し、「大山幼稚園」の幼稚園
型認定こども園への移行を支援しました。R4
年4月に「幼稚園型認定こども園大山幼稚
園」が開園し保育園部分の定員が39人増えま
した。
　学童保育所については、中央小学校区内の
急激な需要の増加に対応するため、教室共有
方式により、既存の教室を活用して中央学童
保育所第5を開設しました。迅速かつ最小限
の費用で整備することができました。

a 達成

　R4年4月1日時点の国基準での待機児童
数は5人になりました。解消はできていま
せんが、徐々に人数が減少している状況
です。今後も待機児童数及び待機学童数
の状況を見ながら、ニーズを把握し、計
画に反映していきます。

200,043 207,055

保育課
　子ども支援課と連携し、R4年度の開設に向
けて準備を行いました。

a 達成
　引き続き、子ども支援課と連携し、待
機児童の推移を捉えながら総合的に検討
を進めます。

168,010 162,887

R3年度
決算額
（千円）

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

第５次総合振興計画
R3年度

当初予算額
（千円）

基本政策１

主要事業
№

ＤＯ
（R3年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価）

ＰＬＡＮ

20
待機児童対
策の推進事
業

　保育園については、認定こども
園や私立保育園に保育を委託する
とともに、待機児童の状況に応じ
て保育園等の整備や民間保育事業
者の誘致、幼稚園の認定こども園
への移行支援、企業主導型保育施
設の誘致を検討し、保育の受入枠
の拡大を図る。
　学童保育所については、待機児
童の状況に応じて施設整備を検討
する。
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未来の希望が輝くまちをつくる
政策２．子育て環境の整備

施策（３）保育環境の充実

主要事業名 内容（R3年度） 担当課 課別

R3年度
決算額
（千円）

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

第５次総合振興計画
R3年度

当初予算額
（千円）

基本政策１

主要事業
№

ＤＯ
（R3年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価）

ＰＬＡＮ

子ども支援
課

　蓮田駅西口行政センター内子育てサポート
コーナー「プレックス・キッズ」に子育てコ
ンシェルジュを配置し、保育園の入園申込の
アドバイス等を行いました。

a 達成

　保育園入園申込時において就職の相談
をたびたび持ち掛けられたことから、今
後は、ハローワーク等と連携し、必要な
情報の提供に努めていきます。

0 0

保育課

　保護者が一時的に保育できないときに、中
央保育園、閏戸保育園、黒浜保育園・東保育
園において、新型コロナウイルス感染症の感
染拡大防止対策を徹底しながら、一時預かり
を実施しました。
　東保育園、中央保育園、蓮田みぬま保育園
において、保育時間の延長を行いました。

a 達成

　保育士の確保が課題であり、事業の拡
充のため、継続して保育士の確保に努め
ます。
　継続して、中央保育園、閏戸保育園、
黒浜保育園、東保育園において一時預か
りを実施します。
　私立保育園においても、一時預かり事
業、延長保育事業の委託を行い、保護者
のニーズに対応していきます。

28,482 23,770

民間事業者
等による放
課後児童健
全育成事業

　学童保育所の定員の増員、対象
児童の年齢拡大及び事業の効率的
な実施のため、民間（保護者会）
に学童保育所（放課後児童健全育
成事業）の委託を行い、事業実施
に係る委託費を支給する。

保育課
　保護者会が運営する学童保育所（ともだち
学童）に放課後児童健全育成事業の委託をし
ました。

a 達成 　R3年度末で事業終了 4,740 5,178

21
保育サービ
スの充実

　保護者が一時的に保育できない
ときのために、一時預かり事業を
実施する。中央保育園、閏戸保育
園、黒浜保育園、東保育園に加え
て、令和３年度からは蓮田駅西口
行政センターのプレックス・キッ
ズ内でも一時保育事業を開始す
る。
　また、東保育園、中央保育園、
蓮田みぬま保育園において、保育
時間の延長を行う。
　私立の保育園等においても一時
預かり事業及び延長保育事業の委
託を行うことで、保護者のニーズ
に対応する。

22
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未来の希望が輝くまちをつくる
政策２．子育て環境の整備

施策（３）保育環境の充実

主要事業名 内容（R3年度） 担当課 課別

R3年度
決算額
（千円）

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

第５次総合振興計画
R3年度

当初予算額
（千円）

基本政策１

主要事業
№

ＤＯ
（R3年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価）

ＰＬＡＮ

ファミ
リー・サ
ポート・セ
ンター事業
の推進

　女性の社会進出が進む中で、仕
事と子育てとの両立が課題となっ
ており、地域において保育などの
援助を受けたい人と援助を行いた
い人を会員として登録し、会員相
互による子育ての相互援助活動を
支援するファミリー・サポート・
センター事業を推進する。
　令和３年度からは蓮田駅西口行
政センターのプレックス・キッズ
内に機能を移転し、業務の拡充を
図る。

子ども支援
課

　R3年4月より、勤労青少年ホームから蓮田
駅西口行政センター内子育てサポートコー
ナー「プレックス・キッズ」に移転しまし
た。
　近隣市町と交流する機会を作り、協力会員
不足や増え続ける習い事の送迎などにどう対
応しているか話し合いました。
　コロナ禍においてもイベントができるよう
に工夫し、2年ぶりに七夕交流会とクリスマ
ス交流会を感染拡大防止に配慮して実施しま
した。
【R4年3月末会員数】
依頼会員　349人
協力会員　 79人
両方会員　 38人
合計　　　466人

a 達成

　引き続き、コロナ禍においても感染拡
大防止に配慮しながら工夫して事業の実
施に努めていきます。
　また、長年の課題である協力会員不足
については、プレックス・キッズ内の各
機関とも連携し、解消を目指します。

4,551 4,136

家庭保育室
の支援事業

　保護者の労働または疾病等によ
り保育が必要となる３歳未満の乳
幼児を、蓮田市認可外保育施設指
導監督要綱に基づき安全に保育す
る家庭保育室に保育委託すること
により、保護者が安心して労働等
に専念できる環境を構築し、乳幼
児の福祉の向上を図る。

保育課
　委託先の家庭保育室に対して、運営費など
の補助を行いました。

a 達成
　市内在住の児童が他市の家庭保育室を
利用する場合に、運営費の補助金の事務
を適正に実施します。

397 67

23

24
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未来の希望が輝くまちをつくる
政策２．子育て環境の整備

施策（３）保育環境の充実

主要事業名 内容（R3年度） 担当課 課別

R3年度
決算額
（千円）

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

第５次総合振興計画
R3年度

当初予算額
（千円）

基本政策１

主要事業
№

ＤＯ
（R3年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価）

ＰＬＡＮ

子ども支援
課

　急な送迎や預かり、病児保育などファミ
リー・サポート・センターで対応ができない
依頼に対して、緊急サポートセンター埼玉に
依頼し、サポートを行いました。
　また、保育園内での病後児保育事業や病院
内での病児保育事業の相談があり、市として
必要か検討を行いました。

a 達成

　引き続き事業を実施することでファミ
リー・サポート・センターで対応できな
い依頼に緊急サポートセンター埼玉で対
応するとともに、サポート会員の講習会
を実施し、登録会員の拡大を図ります。
　また、保育園内や病院内の病児・病後
児保育事業についても引き続き検討を行
います。

877 877

保育課
　新型コロナウイルス感染症の流行のため事
業開始に向けた具体的な調整をすすめること
はできませんでした。

b 一部達成
　新型ウイルス感染症の状況等を勘案し
ながら、事業実施を希望する事業者との
調整を進めます。

0 0

保育士、学
童保育所指
導員等の研
修の充実

　各種研修会などを通じて、保育
士等の資質向上に努める。

保育課
　新型コロナウイルス感染症拡大防止のた
め、オンライン研修を活用しました。

a 達成

　保育士については、引き続き各種研修
会に参加し、保育士の資質向上に努めま
す。
　学童保育所指導員については、指定管
理者による定期的な研修を実施します。

291 233

発達や個性
に応じた保
育内容の充
実

　園児の発育・発達状況を把握
し、子どもの発達や個性に応じた
保育の質の向上に努めるととも
に、子どもの健康や安全に配慮し
た保育内容の充実を図る。

保育課

　新型コロナウイルス感染症対策を講じなが
ら、ことばの教室については、各園年2回、
巡回相談を実施しました。
　研修等を通して保育士の資質の向上を図り
ました。

a 達成

　引き続き園児の能力や個性を尊重し、
それぞれの子どもの発達や個性に応じた
保育を実施します。
　研修等を通して、保育士の資質の向上
に努めます。

0 0

病児・病後
児保育事業

　児童が病気または回復期にあ
り、保護者が労働等により保育で
きない場合に、緊急サポートセン
ター埼玉にサポート会員として登
録されている方が保護者に代わっ
て保育を行う。

26

27

25
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未来の希望が輝くまちをつくる
政策２．子育て環境の整備

施策（４）子どもと出かけられる環境の整備

主要事業名 内容（R3年度） 担当課 課別

公園整備事
業

　子育て世代や多世代間交流の機
会が図れるふれあい活動となる場
の空間や子どもの体力、探究心及
び創造性を向上させることのでき
る公園を整備する。また、遊具や
設備について安全点検を行い、計
画的に魅力あるものに刷新するな
ど、誰もが利用しやすい公園整備
を推進する。
　なお、多様化するニーズに対応
した総合公園の計画など、新たな
拠点地域づくりを推進する。

みどり環境
課

　公園遊具等の施設安全点検を行い、事故を
未然に防ぐとともに、計画的な撤去・修繕・
更新が行えるよう努めました。また、黒浜緑
地の整備工事及び設計業務、上町ふれあいの
森の設計業務、西城沼公園駐車場予定地の高
木伐採等及び通学路支障木撤去を行いまし
た。

b 一部達成

　公園内事故ゼロを目指し、施設の点
検・修繕・更新を継続するとともに、黒
浜緑地については説明会等を実施し、住
民合意を図ったうえで進めます。
  また、堂山公園のトイレ更新工事の設
計業務及び公園トイレ洋式化等改修工事
を行います。

94,800 180,631

子育てにや
さしい公共
施設などの
整備事業

　子育て中のかたが安心して利用
できるように、子育てにやさしい
施設の整備を図り、多世代交流の
場としての環境整備を推進する。

庶務課

　R1年度までに一通り必要な設備を設置した
ことから、R3年度は各課に寄せられる市民の
意見等の収集を行いました。また、職員提案
制度により庁舎にベビーカーを配備しまし
た。

a 達成
  現状の設備の機能を維持し、継続して
市民や担当部署からの意見を収集し見直
しを行っていきます。

0 0

子育て情報
誌発行事業

　市内の子育て支援施設、イベン
トや子どもの健康に関すること、
児童手当やこども医療費助成な
ど、子育てに係るさまざまな情報
をまとめた冊子をゼロ予算で作成
する。幼稚園や保育園の園児の保
護者に配付するほか、図書館など
の公共施設の窓口に設置する。

子ども支援
課

　第4版となる子育てガイドブック2021を発
行する予定でしたが、他の業務を優先したた
め、発行することができませんでした。情報
を更新したものを既存のガイドブックに挟み
込むことで最新情報の提供に努めました。

c 未達成

　第4版となる子育てガイドブック2022の
発行に努め、転入者や出生した子育て世
代、関係機関等に配布し、子育て情報の
周知に努めます。

0 0

公開型地理
情報システ
ム整備事業

　市民サービスの向上を図るた
め、蓮田市地図情報システムに情
報を追加する。

都市計画課

　3月策定の立地適正化計画に基づく居住誘
導区域・都市機能誘導区域情報を本番環境へ
の追加準備を行うとともに、既存情報（都市
計画情報、指定道路網図等）の更新を行いま
した。

a 達成

　国が進める3Ｄ都市モデルの整備事業を
活用し、蓮田市の3Ｄ都市モデルを作成し
ます。
　また、引き続き、システムの適切な管
理運営を行い、市民に有益な情報を追加
していきます。

2,605 2,585

R3年度
決算額
（千円）

基本政策１

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

R3年度
当初予算額
（千円）

29

30

31

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

ＤＯ
（R3年度中に実施したこと）

28
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未来の希望が輝くまちをつくる
政策２．子育て環境の整備

施策（５）安心・安全

主要事業名 内容（R3年度） 担当課 課別

子ども110
番の家推進
事業

　犯罪から子どもを守るため、緊急
の避難場所として「子ども１１０番の
家」の設置箇所数の増加を図る。

学校教育課

　子ども110番の家に加盟をしている個人の
協力者や事業所に対して、引き続きの設置を
お願いするとともに、設置看板が老朽化して
いる箇所の交換を行いました。

b 一部達成

　引き続き、子ども110番の家の設置につ
いて、各小学校区ごとに継続及び新規加
盟をお願いしていきます。また、老朽化
した看板の更新を進めます。

0 0

子育て世帯
向け防災訓
練事業

　災害弱者となりうる子育て世帯
向けに防災訓練を実施し、子育て
世帯だからこそ知っておかなけれ
ばならない災害時に対する備えの
普及啓発を行う。

危機管理課

　11月に市役所敷地内で開催された「親子ふ
れあい村」（参加者：64組、210名）におい
て、子育て世帯向け防災ハンドブックや幼児
用非常食などを配布し、災害時への備えにつ
いて、啓発を行いました。

a 達成
　引き続き、子育て世帯に焦点を当てた
啓発活動を行い、防災意識の高揚を図っ
ていきます。

41 41

R3年度
決算額
（千円）

基本政策１

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

R3年度
当初予算額
（千円）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

32

33

ＤＯ
（R3年度中に実施したこと）
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未来の希望が輝くまちをつくる
政策２．子育て環境の整備

施策（５）安心・安全

主要事業名 内容（R3年度） 担当課 課別

R3年度
決算額
（千円）

基本政策１

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

R3年度
当初予算額
（千円）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

ＤＯ
（R3年度中に実施したこと）

教育総務課
　黒浜中学校の大規模改修工事完成後に防犯
カメラを設置しました。

a 達成

　全小中学校において、「蓮田市立小・
中学校に設置する防犯カメラの管理及び
運用に関する要綱」に基づき運用を行い
ます。

9,308 9,306

学校教育課
　黒浜中学校への設置が完了し、市内13校す
べてに設置完了しました。

a 達成

　引き続き、防犯カメラの管理及び運用
を適切に行っていきます。
　また、学校施設の安全点検を確実に実
施し、子どもが安心して安全に学校生活
が送れるよう支援していきます。

357 357

子ども支援
課

　蓮田駅西口行政センター内子育てサポート
コーナー「プレックス・キッズ」では、不審
者対策としてさすまたや防犯ブザー、催涙ス
プレーを用意し、さすまたについては使い方
を岩槻警察署警察官から学ぶ講習会を開催し
ました。
　また、総合窓口管理課と一緒に消防点検を
行い、災害時の避難方法についても訓練しま
した。

a 達成

　蓮田駅西口行政センター内子育てサ
ポートコーナー「プレックス・キッズ」
では、年度で入れ替わる会計年度任用職
員も多いため、定期的に不審者対策等を
行い、安全対策の充実に努めていきま
す。

0 0

保育課

　保育等施設の修繕が必要な箇所について、
修繕対応しました。
　保育園の防犯カメラのハードディスクを交
換しました。

a 達成

 保育園等の修繕が必要な個所について、
児童の安全に配慮し、適切に修繕を実施
します。
　学童保育所については、指定管理者と
連携を図りながら児童の安全に配慮し、
適切に修繕を実施していきます。

2,427 2,937

34
公共施設の
安全対策の
充実

　安全対策のために学校や教育セ
ンター、保育園、学童保育所、児
童センター等の公共施設に防犯カ
メラ等警備システムや避難階段等
を整備し、子どもの安全に配慮し
た施設の整備に努め、子どもの安
全を地域全体で見守る環境づくり
を推進する。
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未来の希望が輝くまちをつくる
政策２．子育て環境の整備

施策（６）子どもの権利の保障

主要事業名 内容（R3年度） 担当課 課別

児童虐待防
止対策事業

　要保護児童対策地域協議会を開
催し、学校・児童相談所等の関係
機関と連携を強化するとともに、
地域での見守り体制を充実し、児
童虐待防止対策の推進を図る。
　また、児童虐待防止推進月間の
１１月を中心に関係機関と連携
し、児童虐待防止に係る啓発活動
を実施する。

子ども支援
課

　児童相談所、関係機関及び地域との協力で
児童虐待の防止、早期発見、早期対応の充実
を図りました。
　また、埼玉県子どもを守るネットワーク機
能強化事業費補助金を活用し、虐待防止の啓
発グッズを作成し、窓口や親子の集まるイベ
ント等で配布しました。

a 達成

　埼玉県子どもを守るネットワーク機能
強化事業費補助金を活用し、虐待防止の
啓発グッズを作成し、窓口や親子の集ま
るイベント等で配布し、引き続き児童虐
待防止の意識啓発を測っていきます。
　また、R4年度からは、子ども家庭総合
支援拠点を設置し体制を充実していくと
ともに、子育て世代包括支援センターと
連携し、一体的な相談体制を構築してい
きます。

103 103

福祉課

　生活困窮世帯の中高生に向けたアスポート
事業を実施し学習支援を行った。小学生を対
象としたジュニア・アスポート事業について
は、R3年度は実施できなかったが、R4年度に
実施できるよう検討を行った。

b 一部達成

　中高生対象のアスポート事業学習教室
は、次年度も継続して実施する。また
ジュニア・アスポート事業を次年度以
降、実施できるよう取り組む。今後も、
学習教室を継続し、負の連鎖を断ち切る
ための支援を行う。

9,419 10,545

教育総務課 　情報収集を行いながら、給食費無償化等の
調査研究を行いました。

b 一部達成

　学校給食費の無償化については、導入
時に必要な事務経費や無償化の対象とな
る給食費相当額の財源確保など、さまざ
まな課題があります。今後も国や県、近
隣市町等の動向を注視しつつ調査研究を
継続していきます。

0 0

子ども支援
課

　対象となる世帯に入学準備金の貸付やひと
り親家庭等医療費、児童扶養手当の支給を行
いました。
　また、新型コロナウイルスの感染拡大によ
り、市内の子ども食堂の活動が縮小され、ほ
とんど支援を行うことができませんでした。

b 一部達成

　引き続き、入学準備金の貸付やひとり
親家庭等医療費、児童扶養手当の支給を
進めるとともに、国等の施策に合わせ
て、臨時特別給付金を支給します。
　子ども食堂については、コロナ禍にお
ける支援方法について、先行事例を研究
して取り組んでいきます。

178,748 173,106

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

ＤＯ
（R3年度中に実施したこと）

35

R3年度
決算額
（千円）

R3年度
当初予算額
（千円）

基本政策１

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

　入学準備金貸付制度や児童扶養
手当制度等の適正な運用を図る。
　また、生活保護世帯や生活保護
に至る前の段階の自立支援施策の
強化を図るため、生活困窮者等に
対して自立相談支援事業を実施す
るほか、生活困窮世帯等の中高生
への学習支援を行う。

36
子どもの貧
困対策事業
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未来の希望が輝くまちをつくる
政策３．地域や家庭における子育て支援

施策（１）健全育成

主要事業名 内容（R3年度） 担当課 課別

青少年健全
育成支援事
業

　青少年健全育成のための取組と
して、青少年問題協議会の開催や
街頭キャンペーン等を実施すると
ともに、青少年育成推進員連絡会
活動等への支援を行っていく。

子ども支援
課

　青少年育成推進員連絡会については、6月
に総会を行い、11月に親子ふれあい村を主催
しました。親子ふれあい村については、64組
210名が参加しました。
　青少年問題協議会については、12月に開催
し、岩槻警察署の生活安全課長から管内青少
年犯罪の動向についてお話を伺うとともに、
出席委員による意見交換を行いました。

a 達成

　引き続き青少年育成推進員連絡会の活
動を支援するとともに、青少年問題協議
会を開催し、関係機関と啓発活動を行い
ます。

85 84

公民館など
を利用した
子ども向け
講座の開催

　年２回、夏季と冬季に子ども向
け講座を実施し、子どもたちに学
習の場を提供する。

社会教育課

　子ども講座「科学マジックの世界」（サイ
エンスと錯覚のふしぎを楽しもう）を、日本
薬科大学との連携により、R3年8月1日から9
月30日までオンライン配信しました。
　また、人間総合科学大学に依頼した「子ど
も料理教室」飾り寿司等の動画について、配
信の準備を行いました。

b 一部達成

　引き続き新型コロナウイルス感染症対
策を考慮しながら、日本薬科大学や人間
総合科学大学との打ち合わせを行い、公
民館においてより多くの子ども達に受講
してもらえるよう講座を実施していきま
す。

75 28

R3年度
決算額
（千円）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

基本政策１

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

ＤＯ
（R3年度中に実施したこと）

R3年度
当初予算額
（千円）

37

38
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未来の希望が輝くまちをつくる
政策３．地域や家庭における子育て支援

施策（１）健全育成

主要事業名 内容（R3年度） 担当課 課別

R3年度
決算額
（千円）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

基本政策１

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

ＤＯ
（R3年度中に実施したこと）

R3年度
当初予算額
（千円）

社会教育課

　新型コロナウイルスの影響により、例年通
りの貸出はできていない状況です。
　貸出にあたり、利用団体には利用に関する
ガイドラインをもとに、感染症対策を十分に
講じたうえで活動していただきました。

a 達成
　状況に応じガイドラインは更新を行
い、新型コロナウイルス感染症の拡大防
止と、生涯学習活動の両立を図ります。

0 0

文化スポー
ツ課

　利用人数等の制限を設けながら、学校施設
(小学校8校の校庭・体育館、中学校1校の校
庭)の貸出を実施しました。

a 達成

　新型コロナウイルス感染症の状況を鑑
み、安全な遊び場として地域で活用して
いだけるよう、学校施設の活用を進めて
いきます。

61 30

放課後子供
教室の実施

　放課後や週末に小学校の教室な
どを活用し、地域のかたが指導者
やボランティアとして参加して、
子どもたちとのスポーツ・文化活
動、地域住民との交流活動などを
実施する。
　現在、黒浜南小、蓮田北小、平
野小の３校で実施している。

社会教育課

　新型コロナウイルス感染症の影響で行事の
中止や規模縮小での実施となりました。R3年
度は黒浜南小学校および平野小学校で実施し
ました。

b 一部達成

　新型コロナウイルス感染症対策に留意
したかたちでの行事再開を図ります。
　また、未実施校での実施に向けて、学
校や生涯学習支援者等と連携できる体制
を検討していきます。

677 67

　休日などにおける安全な遊び
場、学び場の確保のため、学校開
放により校庭や特別教室の活用を
図る。

40

39
学校施設の
活用
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未来の希望が輝くまちをつくる
政策３．地域や家庭における子育て支援

施策（２）子育て支援拠点施設の整備・利用促進

主要事業名 内容（R3年度） 担当課 課別

学校教育課

　蓮田市発達支援相談員、蓮田市教育相談
員、蓮田市教育センター等との連携を密に
し、児童・生徒、学校、保護者に支援を行い
ました。

a 達成
　今後も各機関との連携を深め、児童・
生徒、学校、保護者への適切な支援を行
います。

0 0

子ども支援
課

　R3年4月より、蓮田駅西口行政センター内
子育てサポートコーナー「プレックス・キッ
ズ」を開設しました。
　新規事業である子育てコンシュルジュにつ
いては、市内の子育て支援施設に挨拶訪問を
行うとともに、子育てコンシェルジュだより
やイベントにより事業の周知に努めました。

a 達成

　引き続き子育てコンシュルジュだより
やイベントによる事業の周知に努めると
ともに、積極的にアウトリーチや関係機
関等との連携を図ることで、サービスの
拡充を図ります。

3,377 3,079

保育課

　新型コロナウイルス感染症対策のため、地
域子育て支援拠点を予約制で開設しました。
　蓮田駅西口行政センター内子育てサポート
コーナー「プレックス・キッズ」で、民間委
託により子育て支援拠点事業を開始しまし
た。

a 達成

　
　引き続き、新型コロナウイルス感染症
対策を講じながら、地域子育て支援拠点
を開設します。

56,385 51,448

地域で支え
る子育て支
援事業

　地域に開かれた公立保育所を目
指し、地域住民との交流イベント
やサポーターを養成するイベント
を開催するほか、子育て支援セン
ターや子育て広場と連携し、子育
てを地域全体で支える。

保育課
　新型コロナウイルス感染症拡大防止のた
め、保育園と地域住民等との交流イベントは
実施を見合わせました。

d その他
　引き続き、新型コロナウィルス感染症
の状況を見ながら、交流イベントを実施
します。

0 0

R3年度
決算額
（千円）

基本政策１

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

R3年度
当初予算額
（千円）

42

　地域子育て支援センターにおい
て、子育て中の親同士、子ども同
士が触れ合い、子育ての楽しさを
味わいながら安心して子育てがで
きるようサポートする。
　また、民間企業に子育て支援拠
点事業を委託し、その地域の子育
てをサポートできる体制を構築す
るとともに、親子同士の触れ合い
の場や身近な子育ての相談窓口と
して、蓮田駅西口行政センターの
プレックス・キッズ内で地域子育
て支援拠点施設や子育てコンシェ
ルジュの運用を開始する。
　学校教育においては、子どもを
育むさまざまな関係諸機関と積極
的に連携し、一人ひとりの指導や
支援に生かしていく。

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

41
地域子育て
支援拠点施
設の充実

ＤＯ
（R3年度中に実施したこと）
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未来の希望が輝くまちをつくる
政策３．地域や家庭における子育て支援

施策（２）子育て支援拠点施設の整備・利用促進

主要事業名 内容（R3年度） 担当課 課別

R3年度
決算額
（千円）

基本政策１

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

R3年度
当初予算額
（千円）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

ＤＯ
（R3年度中に実施したこと）

子育て世代
包括支援セ
ンター整備
推進事業

　妊産婦や母親の孤立感、負担が
高まる中、妊娠期から子育て期に
わたる切れ目のない支援を行うた
めに、子育て世代包括支援セン
ター事業を推進する。市役所及び
プレックス・キッズ内の２か所で
事業を推進する。

子ども支援
課

　子育て世代包括支援センターでは妊娠届出
時に、必ず保健師等が面接を行い母子健康手
帳の発行をしているため、ハイリスクのかた
の早期発見、早期フォローに繋げられるよう
努めました。
　また、R3年4月から、2か所目となる蓮田駅
西口子育て世代包括支援センターを開所し、
土日の相談にも対応できるようになりまし
た。

a 達成

　病院や子ども家庭総合支援拠点との連
携を密にし、妊娠期・出産後のフォロー
体制を充実させていきます。
　また、相談を受ける保健師等の専門技
術の向上を図ります。

6,800 4,929
7

（再掲）
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未来の希望が輝くまちをつくる
政策３．地域や家庭における子育て支援

施策（３）地域の関係機関と連携した子育て支援

主要事業名 内容（R3年度） 担当課 課別

子ども支援
課

　家庭教育支援チームにより、コロナ禍の中
においてもイベントができるように工夫し、
新たに「ちょっとほっとタイム～ソーシャル
ディスタンスでふれあいあそび」を開催し
た。参加者同士の情報交換や仲間づくりを促
し、サークル活動の芽になるように支援しま
した。

a 達成

　人との触れ合いを求める保護者からの
意見が多いので、引き続き新型コロナウ
イルスの感染拡大防止に配慮しながら、
事業を実施していきます。

0 0

保育課
　新型コロナウイルス感染症の状況により、
サークル活動の利用の希望がありませんでし
た。

b 一部達成
　引き続き、新型コロナウイルス感染症
拡大防止対策を講じながら、子育て支援
センターの利用者に声掛けを行います。

6 0

社会教育課

　元気になれる子育て講座を、6月7日、14
日、21日、28日、7月5日、12日の全6回開催
しましたが、コロナ禍等の事情があり、参加
者によるサークル結成には至りませんでし
た。

b 一部達成

　新型コロナウイルス感染症対策を講
じ、工夫をしながら、講座を実施してい
きます。また、引き続き子育てサークル
を支援することにより、子育て世代の悩
み・不安等が解消されるよう、さらに
サークルや交流活動につながるよう講座
を開催していきます。

30 30

R3年度
決算額
（千円）

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

ＰＬＡＮ

基本政策１

主要事業
№

第５次総合振興計画 ＤＯ
（R3年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価）

R3年度
当初予算額
（千円）

43
子育てサー
クルの育成
支援事業

　子育てサークルに対して、子育
てに関する講座を実施し、活動の
場や情報の収集・提供の充実を図
る。子育て支援センターや児童セ
ンター等に来所した親子に対し、
サークルづくりの声掛けを行うと
ともに、会議室の団体利用等子育
てサークルの活動支援を行う。
　また、子育てサークル活動の活
性化を図るための研修を充実し、
サークルの指導者の育成を図る。
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未来の希望が輝くまちをつくる
政策３．地域や家庭における子育て支援

施策（３）地域の関係機関と連携した子育て支援

主要事業名 内容（R3年度） 担当課 課別

R3年度
決算額
（千円）

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

ＰＬＡＮ

基本政策１

主要事業
№

第５次総合振興計画 ＤＯ
（R3年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価）

R3年度
当初予算額
（千円）

子ども支援
課

　家庭教育学級を支援するほか、親子ふれあ
い村のイベントでは、家庭教育支援チームや
ゆずりっこ、まろにえ会などといった子育て
支援団体のほか、包括連携協定を生かし、民
間会社にもボランティアとして手伝っていた
だき、地域の子育てネットワークの強化につ
なげることができました。

a 達成

　引き続き家庭教育学級を支援するほ
か、地域で活動する子育て支援団体の
ネットワークを強化できるイベントの開
催に引き続き取り組みます。

15 15

社会教育課

　蓮田市子ども会育成連絡協議会に対して、
「蓮田市社会教育関係団体に対する補助金」
を交付しました。R3年度は新型コロナウイル
ス感染症の影響で団体の事業が縮小となり、
補助額の残額について返還処理を行いまし
た。

a 達成

　蓮田市補助金等交付申請書を必要な添
付資料ともに提出するよう案内し、内容
を審査のうえ交付決定します。事業完了
後は実績報告書を提出するよう案内し、
交付額を確定させます。事業の実施のた
め、団体に支援・相談を行っていきま
す。

720 436

44
子育て活動
促進事業

保護者同士の交流を図ることがで
きるよう、家庭教育学級活動を支
援する。
　また、子ども会活動等、地域で
活動する関係機関を支援すること
で、地域の絆の深まりや教育力の
向上につなげていく。
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未来の希望が輝くまちをつくる
政策３．地域や家庭における子育て支援

施策（３）地域の関係機関と連携した子育て支援

主要事業名 内容（R3年度） 担当課 課別

R3年度
決算額
（千円）

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

ＰＬＡＮ

基本政策１

主要事業
№

第５次総合振興計画 ＤＯ
（R3年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価）

R3年度
当初予算額
（千円）

母子愛育会
活動支援事
業

　地域での母と子の健康づくりと
子育て支援を目的に活動している
母子愛育会の活動を周知し、支援
を行う。

子ども支援
課

　愛育会全体としては、新型コロナウイルス
の感染拡大を防止するため、総会や班長会な
どを中止したが、各地区では、クリスマス会
やハロウィン等の様々なイベントを実施し、
地域での交流を図りました。各地区担当保健
師が支援を行いました。

a 達成

　妊娠届出時や乳幼児健診、新生児訪問
等あらゆる機会を捉えて母子愛育会のPR
に努めていきます。また、子育てコン
シェルジュなど関係機関等とも連携して
事業を実施していきます。
　事務局として、愛育会へのフォロー体
制を継続していきます。

839 672

家庭教育支
援事業

　保育ボランティア組織の育成、
子育て学習講座を開設していく。
　また、親の子育て中の悩みや不
安を払しょくし、自信を持って子
育てができるよう、家庭教育に関
する学習機会の提供など家庭の教
育力の向上に向けた支援を行う。

子ども支援
課

　幼児家庭向けに「WAになってしゃべろ
う」、主に小学校1年生を持つ家庭向けに
「委託家庭教育学級」、小学校2年生から中
学生を持つ家庭向けに「自主家庭教育学級」
を開催するとともに、12月には子育て講演会
「学校に行きたくない子の理解と寄り添い
方」を開催しました。子育て講演会が好評
だったことから、その後の「学校を休みがち
な子をもつ親のつどい」につながりました。
　また、家庭教育学級の成果をＰＲする活動
展を蓮田駅西口行政センターオープンギャラ
リーで初めて開催したほか、家庭教育学級だ
よりを発行し、周知を図りました。

a 達成

　引き続き家庭教育学級や「WAになって
しゃべろう」、子育て講座といった事業
を進めるとともに、「学校を休みがちな
子をもつ親のつどい」を月に1回開催し、
時代に即した家庭教育を支援します。

4,207 3,605

社会教育課
　蓮田市子ども会育成連絡協議会に対して、
「蓮田市社会教育関係団体に対する補助金」
を交付しました。

a 達成
　引き続き蓮田市子ども会連絡協議会に
対して補助金を交付し、活動の支援を行
います。

0 0

文化スポー
ツ課

　新型コロナウイルス感染症の影響で規模縮
小となりましたが、ハストピアの自主事業な
ど、一部事業を実施しました。

b 一部達成

　新型コロナウイルス感染症の状況を鑑
み、安全に地域交流機会を提供できるイ
ベントや、子育て世代が楽しむことがで
きるイベントを検討・実施していきま
す。

0 0

46

47
地域交流機
会の創出

　親子で参加できるイベントの開
催や子ども会などの地域活動を支
援し、交流機会の充実を図る。

45
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未来の希望が輝くまちをつくる
政策４．学校教育の充実

施策（１）教育内容の充実

主要事業名 内容（R3年度） 担当課 課別

小・中学校
人権教育推
進事業

　市内児童・生徒の人権作文・人
権標語への取組、各種人権教育研
修会の開催、人権教育研究校の委
嘱研究を通じて、児童・生徒の人
権教育に関する意識の向上を図
る。

学校教育課

　教職員の全体研修会及び管理職人権教育研
修会は、新型コロナウイルス感染拡大防止の
ため、オンラインで8月に実施しました。
　また、2月に校長を対象とした人権教育研
修会を参集型で実施しました。

a 達成

　人権教育を推進させるためには、教職
員の人権感覚を常に磨く場(研修等)が必
要であり、今後も感染症対策を講じた上
で継続した取組を実施していきます。
　現在の人権教育の課題に合致した研修
会の内容を工夫していきます。

680 680

心の教育・
教育相談体
制づくり事
業

　児童・生徒に寄り添う教育相談
体制を構築し、心の教育の効果的
な推進、児童・生徒の望ましい成
長と自己実現への支援を行う。

学校教育課

　教育相談体制の充実を図るため、心のホッ
ト相談員を各中学校1～2名、市内全体で9名
配置した。毎月、活動状況の報告を受け、指
導・支援を行いました。
　相談員等連絡協議会を3回行い、教育相談
担当の教員との連携を強め、教育相談体制を
充実させることができました。

a 達成
　引き続き、心の教育・教育相談体制づ
くりの強化を推進し不登校児童・生徒へ
の支援を行っていきます。

12,197 10,283

発達支援セ
ンター推進
事業

　発達支援センターにおいて、運
動やことば、コミュニケーション
などの障がいが気になる子どもや
その家族の相談を受け、必要な支
援を講じていく。

学校教育課
　発達支援相談室を保健センター内に開室し
ました。発達支援員によるのべ相談件数は
100件を上回りました。

a 達成
　発達支援相談室の存在を広く周知し、
児童・生徒を支える方への支援を行いま
す。

1,133 1,112

特別支援教
育推進事業

　蓮田市就学支援事業を実施し、
特別支援学級や通級指導教室の支
援を行い、個々に応じた指導の充
実を図る。

学校教育課

　児童・生徒の実態に応じた支援を行いまし
た。
　就学支援事業では、保護者との合意形成を
図った上で、年2回の就学支援委員会等を行
い、関係機関と連携しながら児童・生徒の適
切な就学先について話し合いました。

a 達成
　各学校からの情報を集め、関係機関と
連携しながら、引続き児童・生徒がより
良い教育を受けられるよう努めます。

210 208

R3年度
決算額
（千円）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

48

49

R3年度
当初予算額
（千円）

基本政策１

主要事業
№

第５次総合振興計画 ＤＯ
（R3年度中に実施したこと）

ＰＬＡＮ

50

51
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未来の希望が輝くまちをつくる
政策４．学校教育の充実

施策（１）教育内容の充実

主要事業名 内容（R3年度） 担当課 課別

R3年度
決算額
（千円）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

R3年度
当初予算額
（千円）

基本政策１

主要事業
№

第５次総合振興計画 ＤＯ
（R3年度中に実施したこと）

ＰＬＡＮ

健康教育推
進事業

　各小・中学校で学校保健委員会
や蓮田市体力向上推進委員会を開
催し、新体力テストの結果などか
ら課題を明らかにし、その解決に
向けた取組を推進する。
　また、小・中学校体育連盟の活
動への支援を行う。

学校教育課

　6月に体力向上推進委員会を開催し、各校
の取組を共有するとともに、市内の児童生徒
の課題について協議しました。なお、2月に
予定していた第2回会議は新型コロナウイル
ス感染症拡大防止のために中止となりまし
た。
　11月に埼葛中学校体育連盟の研究協議会を
ハストピアで行いました。

a 達成

　今年度も蓮田市体力向上推進委員会を
年2回開催し、市内の課題解決に向けて協
議していきます。
　また、10月には蓮田中学校を会場とし
て埼葛中学校体育授業研究会を行う予定
で、体力向上推進委員が参観する予定で
す。

80 80

小・中学校
水泳指導民
間連携事業

　学校における水泳の授業につい
て、民間施設の使用、バスによる
送迎、水泳授業における補助指導
などを行う。

教育総務課
　黒浜中学校において、水泳指導民間連携事
業を実施しました。

a 達成
　引き続き、黒浜中学校において水泳指
導民間連携事業を実施するほか、実施校
拡大に向けた検討を行います。

2,882 2,805

退職教員に
よる定期的
補充学習推
進事業

　学習の遅れた児童・生徒を対象
に、退職校長及び教員を講師とし
て定期的に補充授業を行う。

学校教育課
　学校応援団の取組として、テスト前など定
期的に学習支援を行いました。

b 一部達成
　人材の確保を行い、補充授業を充実さ
せていきます。

0 0

はすだっ子
ペンの達
人！事業

　子どもの学力向上を目指し、
小・中学生を対象に、硬筆書写技
能検定の費用を公費負担し、学力
の基礎となる集中力・忍耐力を身
に付けさせる。

学校教育課

　「はすだっ子ペンの達人！」事業に係る市
内硬筆展覧会を市役所ロビーにて8月にて行
いました。11月に小学校6年生と中学校2年生
が硬筆書写技能検定を受検しました。蓮田市
全体の合格率は、小学生が90.8％、中学生が
93.6％でした。

a 達成
　「はすだっ子ペンの達人！」事業を実
施するため、教材の入札や各学校への諸
連絡等を適切に行います。

2,360 1,996

理科支援員
の全校配置

　現在、小学校８校に４校ずつ隔
年で１２日ずつ、１日３時間程度
配置している理科支援員を全校に
配置する。
　理科支援員の活動時間を拡充
し、理科教育の一層の推進を図
る。

学校教育課

　蓮田北小学校、黒浜小学校、黒浜西小学
校、黒浜北小学校で理科支援員が配置され、
教職員の負担を軽減するとともに、理科教育
の一層の充実を図りました。

a 達成

　蓮田南小学校、平野小学校、蓮田中央
小学校、黒浜南小学校に理科支援員を配
置するため、R4年度内に人材を確保し、
全校配置を目指します。

130 130

53

52

54

55

56
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未来の希望が輝くまちをつくる
政策４．学校教育の充実

施策（１）教育内容の充実

主要事業名 内容（R3年度） 担当課 課別

R3年度
決算額
（千円）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

R3年度
当初予算額
（千円）

基本政策１

主要事業
№

第５次総合振興計画 ＤＯ
（R3年度中に実施したこと）

ＰＬＡＮ

教育総務課

　4月3日時点の児童数を基準とし、非常勤講
師を蓮田南小学校第1学年及び第3学年、蓮田
北小学校第1学年並びに黒浜西小学校第1学年
及び第3学年に各1名配置しました。
　国が35人以下学級を決定したことに伴い、
市の配置基準も改定しました。また、新基準
では対象学年の拡大も図りました。

a 達成
　経験豊富で優秀な会計年度任用職員の
人材確保に努めていきます。

13,054 9,233

学校教育課

　小学校の指導方法の工夫改善に伴う少人数
加配教職員を小学校8人、中学校7人を県費で
配置しました。
　各学校で、児童・生徒一人ひとりに応じた
きめ細やかな指導を工夫しながら行いまし
た。

a 達成

　今後も基準外教職員や加配教職員の適
正な配置を行い、児童・生徒一人ひとり
に応じたきめ細やかな指導を継続してい
きます。

0 0

中学校部活
動推進事業

　生徒の体力の向上及び心の健全
育成を目指し、市内全５校に部活
動外部指導者を配置し、質の高い
専門的な技術指導により、部活動
の活性化を図る。

学校教育課

　H30年度作成の「蓮田市立中学校部活動の
在り方に関する方針」に基づいて各中学校で
部活動が行われており、各部活動ごとに活動
方針と活動計画書が作成され、各校のホーム
ページで公表しています。
　部活動外部指導者を市内中学校5校に17
名、部活動指導員を市内中学校2校に4名配置
しました。

a 達成

　引き続き、ガイドラインに基づいた部
活動を実施していき、部活動外部指導者
を各校に配置します。
　また、部活動指導員の増員に向けて、
年間を通じて募集し、専門的な技術指導
及び教職員の働き方の改革を進めていき
ます。

480 469

外国語指導
助手招致事
業

　市内全中学校に各１名の外国語
指導助手（ＡＬＴ）を配置し、中
学校英語教育、小学校外国語活
動、国際理解教育の推進を図る。
　また、小学校高学年で英語が正
式教科となり、英語教育を小・中
学校で系統的に行えるように検討
する。

学校教育課

　6人体制で市内の各校の外国語教育の充実
に取り組み、その推進のためにALTミーティ
ングを定期開催し、情報交換を行いました。
　例年行っている推進協議会は新型コロナウ
イルス感染症の影響で開催できませんでした
が、他の授業研究会にて、小・中学校間での
情報交換を行いました。

a 達成

　引き続き、ALT及び外国語活動推進委員
を中心に各校と連携を図りながら、市内
各校の外国語教育及び国際理解教育を推
進していきます。
　また、今年度は推進協議会を開催し、
小・中連携を図っていきます。

22,775 22,293

　令和２年度までの国の基準で
は、１学級の児童・生徒数の上限
は小学校１年生において３５人、
それ以外は４０人となっている。
埼玉県の基準により、小学校２年
生は３５人でも可、中学校１年生
は３８人でも可となっている。本
市では、小学校１年生は３０人、
小学校３・４年生は３８人を１学
級の基準としており、市の基準を
超え、国の基準以下の学級に対し
て１人の非常勤講師を配置してき
た。令和３年度以降も国及び市の
基準に基づき講師を配置し、きめ
細かな指導による児童・生徒の学
力向上を目指す。

59

58

57
少人数学級
の学年拡大
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未来の希望が輝くまちをつくる
政策４．学校教育の充実

施策（１）教育内容の充実

主要事業名 内容（R3年度） 担当課 課別

R3年度
決算額
（千円）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

R3年度
当初予算額
（千円）

基本政策１

主要事業
№

第５次総合振興計画 ＤＯ
（R3年度中に実施したこと）

ＰＬＡＮ

外国語指導
助手小学校
配置推進事
業

　全ての小学校に外国語指導助手
（ＡＬＴ）を常置して、小学校に
おける英語教育及び外国語活動の
充実を図る。

学校教育課
　小学校教員とのティームティーチングを実
施しました。各小学校ではALTとの会話活動
を充実させました。

a 達成

　小学校で外国語が教科化されたことを
受け、ALTの授業における位置づけを再度
確認し、ALTにも学習指導要領に準じた教
育を推進するよう指導します。

5,139 4,464

小・中学校
英語教育推
進事業

　市内小学校に英語教育（外国語
活動）サポーターを配置し、外国
語指導助手（ＡＬＴ）とともに小
学校外国語活動を推進し、将来、
国際的視野に立って活躍できる児
童の育成を図る。

学校教育課
　5名の小学校外国語サポーターをALTととも
に小学校に配置し、小学校の外国語科の授業
で授業支援を行いました。

a 達成

　新規の外国語サポーターが増えるよ
う、積極的に募集を行います。
　また、小学校担任やALTとの連携を強化
し、授業の内容の充実化を図ります。

1,440 1,053

中学校国際
親善訪問団
派遣事業

　国際社会に対応するため、異文
化に触れることにより国際的視
野、国際感覚を持った人材を育成
する。
　また、生徒の語学への意欲と興
味・関心を高める。
　なお、令和３年度の中学校国際
親善訪問団派遣事業については、
新型コロナウイルス感染拡大に伴
い中止といたします。

学校教育課

　新型コロナウイルス感染拡大により、相互
訪問を実施することができませんでした。
　現地校の先生とは毎月連絡を取り合い、情
報交換をしました。

b 一部達成

　R4年度も実施を見送りました。現地校
の先生からは、次年度以降も見通しが
立っていないという連絡を受けていま
す。
　今後に向けて、オンラインでの交流を
含め、引き続き連絡を密に取っていきま
す。

0 062

60

61

-37-



未来の希望が輝くまちをつくる
政策４．学校教育の充実

施策（２）教育環境の充実

主要事業名 内容（R3年度） 担当課 課別

小・中学校
大規模改修
事業

　児童・生徒が安全で快適な学校
生活を送れるよう、老朽化対策に
重点を置き、学校施設等の整備を
行う。
　老朽化した校舎の外壁・屋上防
水、トイレ、給食棟などの改修を
計画的に行うとともに、黒浜中学
校校舎の大規模改修工事を行う。

教育総務課

　主な事業として、黒浜中学校東校舎長寿命
化改修工事、黒浜西小学校普通教室棟トイレ
改修工事、蓮田南小学校北校舎トイレ改修工
事、黒浜西小学校体育館トイレ改修工事、黒
浜北小学校体育館トイレ改修工事を実施しま
した。
　また、次年度に向けて黒浜北小学校校舎ト
イレ改修工事の設計委託なども実施しまし
た。

a 達成
　引き続き、校舎トイレ改修工事や外
壁・屋上防水改修工事等を計画的に実施
していきます。

503,191 691,970

小・中学校
校庭整備事
業

　土ぼこり対策や排水性向上等を
目的とした校庭整備を行い、屋外
教育環境の充実を図る。
　平野小学校及び平野中学校の校
庭に整備した芝生の維持管理を行
う。

教育総務課
　学校の管理を支援するとともに、業者委託
による維持管理も合わせて実施しました。

a 達成
　業者による芝生維持管理委託と合わせ
て、学校や関係団体の協力も得ながら芝
生の良好な状態を維持していきます。

800 792

学校給食の
充実

　児童・生徒に安心・安全な給食
提供が継続的に実施できるよう
に、計画的な機器の更新や複数年
契約による安定した給食調理業務
を推進するなど給食運営等の充実
に努める。

教育総務課

　厨房機器保守点検の結果を踏まえて、老朽
化した備品更新を行いました。
小学校2校の調理業務委託について、指名競
争入札を実施しR4年4月1日から3年間の複数
年契約を締結しました。

a 達成

　安心安全な給食運営のため、引き続
き、老朽化した給食備品の更新に取り組
みます。
　財政担当や契約検査担当と連携をとり
ながら、蓮田南小学校・黒浜小学校・黒
浜西小学校・黒浜南小学校・黒浜北小学
校・蓮田中学校・平野中学校・黒浜中学
校・蓮田南中学校・黒浜西中学校の調理
業務委託契約更新が滞りなく行えるよう
に取り組みます。

217,952 225,100

R3年度
決算額
（千円）

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

ＰＬＡＮ

基本政策１

主要事業
№

第５次総合振興計画 ＤＯ
（R3年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価）

R3年度
当初予算額
（千円）

64

63

65
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未来の希望が輝くまちをつくる
政策４．学校教育の充実

施策（２）教育環境の充実

主要事業名 内容（R3年度） 担当課 課別

R3年度
決算額
（千円）

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

ＰＬＡＮ

基本政策１

主要事業
№

第５次総合振興計画 ＤＯ
（R3年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価）

R3年度
当初予算額
（千円）

小・中一貫
教育モデル
校指定事業

　９年間を見通した効果的な指導
により、中１ギャップ等の教育課
題を解決するための円滑な小・中
連携を充実させ、学力向上を目指
す。

学校教育課

　定期的に部会を開催し、教育課程の編成に
向けての改善点を協議しました。
　中学校教員による乗り入れ授業の教科を拡
大し、小・中の円滑な連携を強化しました。
　小・中一貫教育のメリットをパンフレット
等にて市内の小・中学校や地域へ発信しまし
た。

a 達成
　引き続き、円滑な小・中連携を充実さ
せるために、検討・改善を行い、その結
果を発信していきます。

200 200

情報化推進
事業

　全ての児童・生徒が情報を主体
的に収集・選択・活用・発信し、
豊かな創造性と応用力を育成でき
るようにするために、情報通信技
術（ＩＣＴ）を活用した教育の充
実に努める。

学校教育課

　国のＧＩＧＡスクール構想に基づき、蓮田
市におけるＩＣＴを活用した授業改善を図り
ました。一人一台端末等を利活用し、アク
テｨブラーニングを充実した学習環境の整備
を図ります。

a 達成
　年に3回以上研修会（外部講師も含む）
を開催し教職員の資質向上を図ります。

88,706 94,355

就学援助費
の支給事業

　経済的理由により就学困難な児
童・生徒を対象として、義務教育
が円滑に受けられるように学用品
費等の一部を助成する。就学援助
費の適正支給を行うとともに、就
学援助制度の充実に努める。

子ども支援
課

　就学援助の案内に認定の目安を同封し、就
学援助制度が、就学援助を必要とするすべて
の家庭にいきわたるように努めました。

a 達成

　要保護児童・生徒、特別支援教育就学
児童・生徒の国の単価引き上げに合わせ
て、準要保護児童・生徒の単価引き上げ
を行うとともに、引き続き制度の周知に
努め、適正支給を行います。

62,200 59,217

地域ぐるみ
の子ども安
全推進事業

　登下校時の児童・生徒の安全を
確保するため、学校とスクール・
ガード・リーダーを中心とした見
守り活動の組織等との連携によ
り、地域防犯体制を確立する。

学校教育課
　登下校時における児童・生徒の安心・安全
のために、スクールガードリーダーを中心と
した地域の見守り活動を行いました。

a 達成

　引き続き、各小学校区でスクールガー
ドリーダーを委嘱し、児童・生徒の安全
を確保し、地域の防犯体制を強化・確立
させていきます。

50 5069

66

68

67
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未来の希望が輝くまちをつくる
政策４．学校教育の充実

施策（２）教育環境の充実

主要事業名 内容（R3年度） 担当課 課別

R3年度
決算額
（千円）

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

ＰＬＡＮ

基本政策１

主要事業
№

第５次総合振興計画 ＤＯ
（R3年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価）

R3年度
当初予算額
（千円）

交通指導員
の配置事業

　児童・生徒の通学時の安全を確
保するため、スクールゾーンにバ
リケードの設置や交通指導員によ
る登校指導を実施するほか、年に
４回開催される交通安全運動街頭
キャンペーンや各種講習会におい
て啓発を行う。
　また年間を通じて市内で開催さ
れる各種イベントにおいて、交通
指導員を配置して交通警備を実施
する

自治振興課

　4月から3月までの間、児童・生徒の登校指
導を実施しました。
　春、秋の全国交通安全運動、冬の交通事故
防止運動街頭キャンペーンを行いました。
　なお、夏の交通事故防止運動街頭キャン
ペーンは、雨天のため中止となりました。

b 一部達成

　引き続き、交通安全運動街頭キャン
ペーンや各種講習会における啓発活動、
市内で開催される各種イベントに参加
し、交通事故の防止に努めます。

7,934 7,34870
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未来の希望が輝くまちをつくる
政策４．学校教育の充実

施策（３）学校の教育力の向上

主要事業名 内容（R3年度） 担当課 課別

開かれた学
校づくり

　地域や社会に開かれた学校づく
りを一層推進し、学校が家庭や地
域と連携しながら、特色ある教育
活動を推進する。

学校教育課

　新型コロナウイルス感染拡大防止のため
に、学校評議員会の開催が1回程度となりま
したが、各校で学校評価を行い、その分析を
行いました。
　また、ホームページにて学校の様子を積極
的に配信し、地域に開かれた学校づくりを推
進しました。

b 一部達成

　引き続き、学校評議員会の開催すると
ともに、学校評価の分析を行います。
　学校が家庭や地域と連携しながら特色
ある教育活動をＨＰで積極的に発信し、
地域に開かれた学校づくりを推進しま
す。

645 636

コミュニ
ティ・ス
クール導入
事業

　学校や子どもたち、家庭、地域
社会が抱えている課題を地域ぐる
みで解決し、子どもたちの健やか
な成長と質の高い学校教育の実現
を図るため、地域の力を学校運営
に生かし、「地域とともにある学
校」を目指す。そのために、法律
に基づいて保護者や地域住民が学
校運営に参画するコミュニティス
クールについて、３年間を目安に
研究を実施する。その研究成果や
国、県の動向を注視しつつ、推進
校の拡大を図っていく。

学校教育課

　コミュニティ・スクールのモデル校となる
市内一つの中学校区にてコミュニティ・ス
クールに係る準備委員会を開催し、R4年度か
らの開始に向け、学校運営協議会の組織づく
り等の準備を進めました。

a 達成

　R4年度に市内一つの中学校区をモデル
校として学校運営協議会を立ち上げま
す。
　学校運営に地域の声を積極的に生か
し、地域と一体となって特色ある学校づ
くりを推進していきます。

40 32

教職員の資
質向上

　各学校に研究費の補助を行うと
ともに、教育委員会主催の各種研
修会や学校訪問を計画的に実施
し、教職員の資質の向上を図る。

学校教育課

　新型コロナウイルス感染対策を講じなが
ら、蓮田市中堅職員育成講座や児童生徒のよ
り良い育ちをサポートするための教育指導法
研究講座等、各種研修会を実施しました。

a 達成

　今後も感染症対策を講じた上で、内容
を見直しながら、教職員の資質向上につ
ながる研修をオンライン会議等を活用し
ながら実施していきます。

2,032 2,031

R3年度
決算額
（千円）

基本政策１

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

R3年度
当初予算額
（千円）

73

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

71

72

ＤＯ
（R3年度中に実施したこと）
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未来の希望が輝くまちをつくる
政策４．学校教育の充実

施策（４）環境教育の推進

主要事業名 内容（R3年度） 担当課 課別

農地や林な
どを活用し
た環境教育
推進事業

　蓮田市に広がる身近な緑である
農地や林を自然環境教育の場とし
て活用し、自然と触れ合いながら
その大切さを学び、自然との共生
を図ることのできる人づくりを推
進する。
　また、将来の地域環境や自然か
らの恩恵を受ける子どもたちに対
し、環境に対する理解を深め、環
境に配慮した行動を実践できるよ
う環境教育を推進する。

学校教育課
　みどりの学校ファームの活用や農業体験や
自然体験が系統的、継続的な取組になるよ
う、年間指導計画の見直しを行いました。

a 達成

　引き続き、農業体験や自然体験が系統
的、継続的な取組になるよう、年間指導
計画の見直しを行い、自然との共生を図
ることができる人づくりを推進していき
ます。

0 0

R3年度
決算額
（千円）

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

74

ＤＯ
（R3年度中に実施したこと）

基本政策１

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ ＣＨＥＣＫ

（評価）
R3年度

当初予算額
（千円）
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健康で安心して暮らせるまちをつくる
政策１．地域でともに支え合う福祉の推進

施策（１）相互扶助意識の高揚

主要事業名 内容（R3年度） 担当課 課別

庶務課

　広報はすだの人権意識啓発コラム「人権そ
れは愛」を随時掲載し、R3年度は「東京オリ
ンピック・パラリンピックの開催に向け
て」、「ヤングケアラーについて」、「イン
ターネットにおける人権侵害」、「同和問題
（部落差別）」をテーマに年4回掲載しまし
た。

a 達成

　引き続き、埼葛12市町共同で行う「人
権それは愛」の年4回の広報への掲載を継
続し、人権について幅広く啓発活動を行
い、人権意識の向上を推進します。

0 0

商工課
　国や県などから得た情報を、関係各課へ情
報提供しました。

a 達成
　引き続き、国や県などから得た情報の
提供を行っていきます。

0 0

福祉課

　蓮田市地域福祉計画策定委員会を書面開催
を含め3回開催しました。関係課及び蓮田市
社会福祉協議会がR2年度に実施した事業の進
捗状況を報告して、事業内容の点検・評価を
受け、進行管理を行いました。第3期地域福
祉計画策定のため、市民意識調査、団体ヒア
リング及び地域懇談会を行いました。
　埼葛北地区地域自立支援協議会の就労支援
部会において、事例検討等も行い、関係機関
の情報交換を行いました。

a 達成

　庁内関係各課及び社会福祉協議会に事
業の進捗状況等について照会し、事業ご
とにまとめた内容をR4年度に開催する策
定委員会に報告します。第3期地域福祉計
画策定に向けて、事務を進めていきま
す。
　引き続き、就労支援部会において、適
切な就労支援を研究していきます。

3,230 3,130

社会教育課

　広報はすだ6・8・12・3月号に「人権それ
は愛」の掲載を行いました。新型コロナウイ
ルス感染症に関するいじめ防止の啓発紙を作
成しました。

a 達成

　各種差別解消法の意義を踏まえた上
で、引き続き各種研修会や講演会等を開
催、その他あらゆる機会に人権啓発活動
を展開しながら、時代や世相に適した活
動を行っていきます。並行して新型コロ
ナウイルス感染症に関するいじめ防止の
啓発も行っていきます。

0 0

R3年度
決算額
（千円）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

基本政策２

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

ＤＯ
（R3年度中に実施したこと）

R3年度
当初予算額
（千円）

75
意識啓発・
広報活動推
進事業

　市民の生活全般にわたる福祉の
向上を図るため、地域福祉を推進
する。
　地域福祉推進の主体ともいえる
市民の参加を得ながら、地域の現
状と課題を明らかにし、必要な
サービスを提供する体制を計画的
に整備するため、平成３０年度か
ら令和４年度までを計画期間とす
る第２期蓮田市地域福祉計画につ
いて、毎年度進行管理していく。
令和５年度から令和９年度までを
計画期間とする第３期蓮田市地域
福祉計画を策定する。
　また、人権意識の高揚を図るた
め、埼葛１２市町共同で広報はす
だに年４回、時代背景やその時期
の話題を考慮した「人権それは
愛」を掲載し幅広く啓発活動を行
うとともに、障がい者の就労支援
への理解を促進する。
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健康で安心して暮らせるまちをつくる
政策１．地域でともに支え合う福祉の推進

施策（１）相互扶助意識の高揚

主要事業名 内容（R3年度） 担当課 課別

R3年度
決算額
（千円）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

基本政策２

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

ＤＯ
（R3年度中に実施したこと）

R3年度
当初予算額
（千円）

学校教育課

　市内の小学校8校と中学校3校で車いす体験
等の福祉体験活動を行いました。
　また、各校の福祉教育担当者が社会福祉協
議会主催の福祉教育に関する情報交換会に参
加し、福祉関係団体との連携を強化しまし
た。

a 達成
　引き続き、道徳教育において心の教育
を進めるとともに、体験活動を中心とし
た福祉教育を推進していきます。

0 0

社会教育課

　社会福祉協議会、在宅医療介護課と連携
し、地域ボランティア講座「楽しいから始め
るボランティア」を、聖学院大学の川田虎男
先生を講師に迎え、12月17日（土）開催しま
した。

a 達成
　新型コロナウイルス感染症対策を考慮
しながら、福祉について学ぶ機会を提供
していきます。

20 10

福祉教育の
推進・福祉
意識の醸成
事業

76

　学校において、福祉関係団体や
社会福祉協議会と連携し、福祉教
育の推進・充実を図る。
　また、公民館等を利用して、福
祉教育に関する講演会や各種講座
を実施し、福祉意識の醸成を図
る。
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健康で安心して暮らせるまちをつくる
政策１．地域でともに支え合う福祉の推進

施策（２）地域福祉環境の整備

主要事業名 内容（R3年度） 担当課 課別

長寿支援課

　R1年度までは、地域敬老会や老人福祉セン
ターで、小中高校生との交流を図ってきまし
たが、新型コロナウイルスの影響で、地域敬
老会は中止、老人福祉センターは活動制限な
どがあり、R3年度は交流を図ることが困難な
状況でした。
　地域敬老会事業推進本部会議で現行の地域
敬老会をR3年度末で終了することを決定しま
した。

a 達成

　老人福祉センターは感染症の流行状況
を見ながら、活動内容等を検討します。
　敬老会事業については、今後の方向性
等について協議・調整を行います。
　引き続き、敬老会事業や老人福祉セン
ター運営等に対する支援を行い、世代間
交流の創出に努めます。

0 0

保育課
　新型コロナウイルス感染症拡大防止対策を
講じながら、心身障害児通園施設と保育園と
の交流を図りました。

b 一部達成

　引き続き、新型コロナウイルス感染症
拡大防止対策を講じながら、心身障害児
通園施設との交流を図ります。
　新型コロナウイルス感染症の状況を見
ながら、高齢者団体との交流を行いま
す。

0 0

学校教育課
　新型コロナウイルス感染拡大対策をとりな
がら、ものづくり体験や昔遊び体験など、実
施する学校もありました。

b 一部達成

　今後も感染症対策を講じた上で、開催
方法の検討も含め、各学校の実態に応じ
て工夫を重ね、多世代の交流を実施して
いきます。

0 0

保育課

　新型コロナウイルス感染症拡大防止のた
め、保育園等での季節行事に、祖父母や地域
の高齢者を招待して園児との交流を図るな
ど、地域での世代間交流については、実施を
見合わせました。

b 一部達成
　新型コロナウイルス感染症拡大防止対
策を講じ、少しでも世代間交流等を実施
していきます。

0 0

R3年度
決算額
（千円）

基本政策２

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ ＣＨＥＣＫ

（評価） ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

R3年度
当初予算額
（千円）

77
地域交流機
会の提供事
業

　自治会等が主催する地域敬老会
や保育園、児童センター、公民館
などにおいて、異年齢児、障がい
児、高齢者などさまざまな人々が
地域で交流する機会を創出する。

ＤＯ
（R3年度中に実施したこと）

多世代交流
の促進事業

　保育園等での季節行事、小学校
での伝統文化伝承活動やものづく
り体験などにおいて、祖父母や高
齢者を招待して地域での世代間交
流を促進する。

78
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健康で安心して暮らせるまちをつくる
政策１．地域でともに支え合う福祉の推進

施策（２）地域福祉環境の整備

主要事業名 内容（R3年度） 担当課 課別

R3年度
決算額
（千円）

基本政策２

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ ＣＨＥＣＫ

（評価） ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

R3年度
当初予算額
（千円）

ＤＯ
（R3年度中に実施したこと）

自治会の活
動支援事業

　協定に基づく行政協力の円滑な
実施を図るため、行政協力に対す
る交付金を自治会に交付する。
　また、自治会活動の活性化を図
るため、蓮田市自治連合会が行う
事業や自治会活動の拠点となる自
治会館等の施設の建築費、補修費
に対して、補助金を交付する。

自治振興課

　行政協力に対する交付金を各自治会に交付
しました。蓮田市自治連合会が行う事業に対
し補助金を交付しましたが、新型コロナウイ
ルス感染拡大防止を図るため実施できなかっ
た事業に対する補助金については、返還して
いただきました。
　自治会館等の施設補修は、申請のあった5
件（黒浜馬場自治会、蓮田桜台自治会、桜ヶ
丘自治会、大山団地自治会、城自治連合会）
について、事業が完了しました。

a 達成
　引き続き適正な補助金の交付に努めま
す。

25,134 23,571

地域で支え
る子育て支
援事業

　地域に開かれた公立保育所を目
指し、地域住民との交流イベント
やサポーターを養成するイベント
を開催するほか、子育て支援セン
ターや子育て広場と連携し、子育
てを地域全体で支える。

保育課
　新型コロナウイルス感染症拡大防止のた
め、保育園と地域住民等との交流イベントは
実施を見合わせました。

d その他
　引き続き、新型コロナウィルス感染症
の状況を見ながら、交流イベントを実施
します。

0 0
42

（再掲）

79
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健康で安心して暮らせるまちをつくる
政策１．地域でともに支え合う福祉の推進

施策（３）地域福祉活動の充実

主要事業名 内容（R3年度） 担当課 課別

社会福祉協
議会との連
携強化によ
る福祉サー
ビスの充実

　社会福祉サービスの拠点である
社会福祉法人蓮田市社会福祉協議
会と市が連携を強化し、迅速かつ
効率的な福祉サービスの充実を図
る。

福祉課

　蓮田市社会福祉協議会の運営について、補
助金を交付しました。
　それにより、社会福祉協議会では、様々な
事業を実施し、福祉サービスの推進及び充実
を図ることができました。
　就労支援センター事業について、社会福祉
協議会に委託し、関係機関と連携して障がい
者の就労支援を行いました。

a 達成

　今後も運営費補助金を交付し、実施予
定の事業の確認や情報共有を図り、密接
な連携や協力をすることで、地域福祉の
推進に努めていきます。
　引き続き、社会福祉協議会に就労支援
センター事業を委託し、適切な就労支援
を行います。

82,500 76,500

福祉課

　新型コロナウイルス感染症予防を徹底した
上で、施設等へのボランティア派遣を約15
回、「はすだ地域支えあいサービス」のサー
ビス提供は約200回実施しました。「ひとり
暮らし高齢者等見守り事業」では、協力員が
直接訪問できない時は、職員による訪問や民
生委員による電話訪問で見守りを実施しまし
た。

a 達成
　引き続き、地域福祉事業の実施、地域
活動・ボランティア活動の推進等を支援
していきます。

0 0

健康増進課

　新型コロナウイルス感染症の拡大を受け、
活動の方法・内容等が制限されることもあり
ましたが、活動の方向性を確認しながら、役
員会に出席し、助言や支援を行いました。
　また食生活改善推進員協議会設立50周年の
節目にあたり、記念誌を作成する際、情報提
供や助言を行いました。
食生活改善推進員養成講座である「いきいき
食生活教室」を開催しました。

a 達成

　引き続き食生活改善推進員の役員会等
に参加し、会の運営等に関する助言や支
援を行い、活動を支援していきます。
　具体的には、本部活動としての伝達講
習会や研修会、地域推進活動として、男
性の厨房教室、親子料理教室、楽しく歩
こう教室、男性のための料理教室等の実
施に際し、助言や支援を行います。
　また、食生活改善推進員養成講座であ
る「いきいき食生活教室」を開催し、新
規会員数の増加につなげます。

148 148

長寿支援課

　コロナ禍において、中止となる事業が多い
中、老人クラブが実施する清掃活動や防犯パ
トロール等の地域活動に対して、側面的な支
援を行うことにより、地域福祉の向上に努め
ました。

a 達成
　引き続き、老人クラブが行う地域活動
を支援していきます。

0 0

R3年度
決算額
（千円）

80

ＰＬＡＮ
第５次総合振興計画 ＤＯ

（R3年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

R3年度
当初予算額
（千円）

基本政策２

主要事業
№

81

地域活動・
ボランティ
ア活動の推
進事業

　地域を基盤に活動するさまざま
な団体やボランティア等が活動し
やすい環境を整備し、活動を推進
する。
　地域の老人クラブにおいては、
「健康」「友愛」「奉仕」の精神
に基づき、身近な仲間と支え合い
ながら実施する自主的な清掃活動
等に対する支援を行い、地域福祉
の向上を図る。
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健康で安心して暮らせるまちをつくる
政策１．地域でともに支え合う福祉の推進

施策（３）地域福祉活動の充実

主要事業名 内容（R3年度） 担当課 課別

R3年度
決算額
（千円）

ＰＬＡＮ
第５次総合振興計画 ＤＯ

（R3年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

R3年度
当初予算額
（千円）

基本政策２

主要事業
№

福祉課
　手話を広く周知していくため、手話通訳者
養成講座Ⅰ課程（合計35回）を実施し、7名
が修了しました。

a 達成

　引き続き、手話を広く周知していくた
めに、手話奉仕員養成講座（入門及び基
礎）、手話通訳者養成講座Ⅰ課程を開催
します。

660 660

長寿支援課

　R1年度までは、地域敬老会や寿大学（老人
クラブ連合会と共催）を実施し、地域活動
リーダーの育成に努めてきましたが、新型コ
ロナウイルスの影響で、地域敬老会及び寿大
学が中止となり、R3年度は地域の人材育成が
困難な状況でした。
　地域敬老会については、地域敬老会事業推
進本部会議において現行の地域敬老会をR3年
度で終了することを決定しました。

b 一部達成

　感染症の流行状況を見ながら、寿大学
の実施を検討し、引き続き、地域の人材
育成に努めます。
　R5年度以降の敬老会事業の方向性等に
ついて、協議・調整を行います。

0 0

学校教育課

 　例年、福祉体験を市内小・中学校で行っ
ております。R3年度は新型コロナウイルス感
染症の影響で実施しない学校もありました
が、小学校8校、中学校3校で体験学習を実施
しました。

b 一部達成

　社会福祉協議会と連携し、福祉体験活
動を軸とした福祉教育が児童・生徒に正
しく理解されるよう、引き続き支援して
いきます。

0 0

子ども支援
課

　家庭教育学級を支援するほか、親子ふれあ
い村のイベントでは、家庭教育支援チームや
ゆずりっこ、まろにえ会などといった子育て
支援団体のほか、包括連携協定を生かし、民
間会社にもボランティアとして手伝っていた
だき、地域の子育てネットワークの強化につ
なげることができました。

a 達成

　引き続き家庭教育学級を支援するほ
か、地域で活動する子育て支援団体の
ネットワークを強化できるイベントの開
催に引き続き取り組みます。

15 15

社会教育課

　蓮田市子ども会育成連絡協議会に対して、
「蓮田市社会教育関係団体に対する補助金」
を交付しました。R3年度は新型コロナウイル
ス感染症の影響で団体の事業が縮小となり、
補助額の残額について返還処理を行いまし
た。

a 達成

　蓮田市補助金等交付申請書を必要な添
付資料ともに提出するよう案内し、内容
を審査のうえ交付決定します。事業完了
後は実績報告書を提出するよう案内し、
交付額を確定させます。事業の実施のた
め、団体に支援・相談を行っていきま
す。

720 436

82
地域活動の
担い手の育
成事業

44
(再掲)

子育て活動
促進事業

保護者同士の交流を図ることがで
きるよう、家庭教育学級活動を支
援する。
　また、子ども会活動等、地域で
活動する関係機関を支援すること
で、地域の絆の深まりや教育力の
向上につなげていく。

　地域活動の担い手や地域のリー
ダーとなる人材の育成を図る。
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健康で安心して暮らせるまちをつくる
政策２．障がい者支援

施策（１）自立支援体制

主要事業名 内容（R3年度） 担当課 課別

障がい者支
援体制の確
立（自立支
援給付事
業）

　蓮田市障がい福祉計画に基づ
き、在宅サービス及び施設サービ
スにおける介護給付事業を実施
し、障がいのあるかたへの支援体
制の充実を図る。

福祉課
　介護給付費、更生医療給付費をはじめ自立
支援給付事業にかかるサービスの給付状況に
注意し、適正な予算執行を行いました。

a 達成
　障害サービスのニーズを把握するとと
もに、給付状況を精査し、適正な予算執
行に努めます。

1,002,963 1,055,304

障がい者支
援体制の確
立（地域生
活支援事
業）

　障害者の日常生活及び社会生活
を総合的に支援するための法律に
基づき、障がい者が自立した日常
生活または社会生活を営むことが
できるよう、相談支援事業、コ
ミュニケーション支援事業、日常
生活用具給付事業、移動支援事
業、日中一時支援事業等を実施す
る。

福祉課

　地域生活支援事業にかかるサービスの給付
状況に注意し、適正な予算執行を行いまし
た。手話通訳者養成講座Ⅰ課程（合計35回）
を実施し、7名が修了しました。
　人工呼吸器用自家発電機・外部バッテリー
など日常生活用具給付等事業の対象種目を拡
大し、支援の充実を図りました。

a 達成

　障害サービスのニーズを把握するとと
もに、給付状況を精査し、適正な予算執
行に努めます。
　地域生活支援拠点が円滑に運営される
よう、3市2町（蓮田市、幸手市、白岡
市、宮代町、杉戸町）、圏域内の事業所
と連携を強化し、8050問題等に適切に対
応していきます。

61,583 60,455

基本政策２

主要事業
№

第５次総合振興計画
R3年度
決算額
（千円）

83

R3年度
当初予算額
（千円）

84

ＤＯ
（R3年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

ＰＬＡＮ
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健康で安心して暮らせるまちをつくる
政策２．障がい者支援

施策（２）社会参加に向けた環境整備

主要事業名 内容（R3年度） 担当課 課別

蓮田市障が
い者就労支
援事業

　障がい者の一般就労機会の拡大
を図るとともに、障がい者が安心
して働き続けられるよう、就労と
生活の支援を総合的に実施する。
職業相談、就職準備支援、職場実
習支援、職場定着支援等を行い、
障がい者の自立と社会参加を図
る。

福祉課

　就労移行支援や就労定着支援などの障害福
祉サービスについて、適正な支給決定を行い
ました。また、障がい就労支援センター事業
を社会福祉協議会に委託し、市と連携を図
り、就労支援を行いました。

a 達成

　引き続き、障がい者就労支援センター
事業について業務委託を行うとともに、
障害福祉サービスの支給決定を適切に行
いながら、細やかな支援を行っていきま
す。

3,000 3,000

障がい者作
業所等運営
支援事業

　障がい者の作業訓練や社会適応
訓練の場を提供することにより、
積極的な施設利用を促し、さらに
は社会参加の促進を図る。

福祉課

　市所有の3施設（はすの実作業所、はなみ
ずき作業所、かもめ作業所）について、社会
福祉法人とＮＰＯ法人に施設運営を支援し、
障がい者の地域における生活支援に努めまし
た。

a 達成
　障害者施設からの物品等優先調達の推
進など、これらの施設を円滑に運営でき
るよう必要な支援を行っていきます。

26 213

はなみずき
作業所及び
複合施設整
備事業

　将来的な障がい者のニーズに対
応するため、老朽化した現在の施
設を複合施設として建て替えるな
どの検討を行う。

福祉課

　はなみずき作業所等基本計画に基づき、設
計委託を行いました。社会福祉協議会などか
ら意見を聴きながら、施設レイアウトなどに
ついて検討を行いました。

a 達成

　今後、基本計画に基づき、建物の整備
を行うとともに、備品の購入や外構工事
を行っていきます。工事期間中も、利用
者が通所できるようにします。

16,845 5,164

R3年度
決算額
（千円）

基本政策２

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

R3年度
当初予算額
（千円）

87

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

85

86

ＤＯ
（R3年度中に実施したこと）
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健康で安心して暮らせるまちをつくる
政策３．高齢者支援

施策（１）生きがいづくり・社会参加の促進

主要事業名 内容（R3年度） 担当課 課別

高齢者の生
きがい支援
事業

　高齢者のかたがたの健康の増
進、教養の向上、話し合いやレク
リエーションの場を提供するため
の施設の管理運営や、老人クラブ
連合会への補助金の交付、寿大学
の開催等を行う。
　高齢者に敬老の意を表するとと
もに、地域での高齢者見守りの視
点から、地域敬老会の開催に対
し、補助金の交付を行う。
　また、高齢者施策の充実と適正
な事業の推進を図るため、高齢者
福祉計画を策定する。

長寿支援課

　老人福祉センターは、新型コロナウイルス
の影響で、時間短縮での開館（9時30分～12
時15分）や感染状況に応じた休館等の対応を
しながら、活動にも制限を設け管理運営を行
いました。
　老人クラブは感染症対策を施し、グランド
ゴルフ等の実施可能な活動を行いました。
　地域敬老会については、中止に伴う代替え
事業として敬老お祝いメッセージを対象者へ
郵送しました。地域敬老会事業推進本部会議
を2回開催し、今後の事業の対応や方針等に
ついて協議しました。
　蓮田市高齢者福祉計画2021・第8期介護保
険事業計画書のダイジェスト版を全戸配布し
ました。高齢者福祉計画等策定委員会を開催
し、計画の進行管理を行いました。

a 達成

　老人福祉センターについては、利用者
の安全・安心を考え、指定管理者と連
携・協力を図ります。
　老人クラブの活動について、事務局と
して支援を行います。
　敬老会事業について、今後の方向性等
について協議・調整を行います。
　高齢者福祉計画・介護保険事業計画
は、策定業務を委託する業者選定を行
い、次期計画に向けたアンケート調査の
実施と進行管理を行います。

55,705 46,887

シルバー人
材センター
支援事業

　蓮田市シルバー人材センター
が、高齢者の定年退職後等におい
て、補助的、短期的な就業を通じ
て自己の労働能力を活用し、自ら
の生きがいや社会参加への就業機
会の増大を図るために行う事業や
活力ある社会づくりに寄与するた
めに行う事業等に対して、補助金
を交付する。

長寿支援課

　シルバー人材センターの高齢者の就業機会
の拡大を図る事業等に補助金を交付するとと
もに、更なる連携を図るため、年4回の意見
交換会及び関係各課との情報交換会を実施し
ました。

a 達成

　引き続き四半期ごとの意見交換会、年1
回の関係各課との情報交換会を開催し、
連携を強化します。
　引き続き、シルバー人材センターに、
高齢者の就業支援となる事業等への補助
金を交付していきます。

16,700 16,700

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

88

89

R3年度
決算額
（千円）

R3年度
当初予算額
（千円）

基本政策２

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

ＤＯ
（R3年度中に実施したこと）
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健康で安心して暮らせるまちをつくる
政策３．高齢者支援

施策（２）生活（自立）支援・権利擁護の充実

主要事業名 内容（R3年度） 担当課 課別

高齢者の総
合相談・権
利擁護事業

　高齢者や認知症のかたなどの介
護や生活、健康などの相談を受け
るとともに、消費者被害や高齢者
虐待などの権利擁護に関する相談
支援を実施する。

在宅医療介
護課

　訪問や窓口対応にて地域包括支援センター
の案内を随時行い、周知に努めました。その
上で介護や生活、健康、権利擁護など高齢者
の様々な相談に応じ、年間3,667件の相談に
対応しました。
　総合相談の充実を図る為、月1回地域包括
支援センター定例会を実施し、高齢者虐待や
困難事例等のケースの処遇方針の決定や研修
を行いました。
　高齢者虐待については関係機関や蓮田地域
包括支援センター、閏戸・平野地域包括支援
センターと連携し、年間34件の相談に対応し
ました。
　成年後見制度については利用が必要な方へ
の案内、関係機関と連携をしながら利用まで
の支援を行い、年間66件の相談に対応しまし
た。
　消費者被害については、商工課や関係機関
と連携し、早期発見、対応に努め、年間5件
の相談に対応しました。

a 達成

　支援を必要とする高齢者が早期に必要
な支援につながるよう、高齢者の総合相
談窓口である地域包括支援センターの周
知を継続して行う必要があります。引き
続き、相談窓口や訪問、高齢者が集まる
場所等様々な場面で周知に努めながら、
関係機関と連携し、相談対応を行ってい
きます。
　3か所の地域包括支援センター間の連携
体制の強化、共通認識を基にした支援が
行えるように努め、高齢者のあらゆる相
談に対応していきます。また、月1回開催
する地域包括支援センター連携会議にお
いてケース処遇方針の検討、研修会を実
施し、総合相談の充実を図ります。

38 38

高齢者見守
り支援ネッ
トワーク事
業

　在宅の高齢者や認知症のかたが
家族や地域から孤立することを防
止するために、日常生活における
問題を早期に発見し、住み慣れた
地域で安心した生活を確保できる
ように支援する。

在宅医療介
護

　見守り支援ネットワーク登録事業所が集う
会議を開催し「コロナ禍での高齢者の見守り
について」～外出自粛による孤立の防止に向
けて～をテーマに10月20日に講演会を実施し
ました。会議に欠席した登録事業所には、会
議資料を配布し情報提供を行いました。
　高齢者見守り支援ネットワークへの協力事
業所として、今年度は新たに1事業所の登録
があり、登録事業所は94団体となりました。
　課題抽出型の地域ケア会議は新型コロナウ
イルス感染予防の観点から実施を見合わせま
した。

b 一部達成

　高齢者見守り支援ネットワークによる
地域での取り組みを引き続き行い、各団
体で行っている見守り活動についての情
報を共有し相互理解を深めるとともに、
見守り支援に関する講演等も含めた会議
を開催します。
　民生委員と介護支援専門員の連携を深
め地域での見守り活動を支援するため、
地域の課題を抽出して検討する地域ケア
会議を開催します。
　閏戸・平野地域包括支援センターや蓮
田地域包括支援センターと協働し、地域
に根差したネットワークを構築します。

66 60

R3年度
決算額
（千円）

基本政策２

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

R3年度
当初予算額
（千円）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

90

91

ＤＯ
（R3年度中に実施したこと）

-52-



健康で安心して暮らせるまちをつくる
政策３．高齢者支援

施策（２）生活（自立）支援・権利擁護の充実

主要事業名 内容（R3年度） 担当課 課別

R3年度
決算額
（千円）

基本政策２

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

R3年度
当初予算額
（千円）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

ＤＯ
（R3年度中に実施したこと）

在宅医療・
介護の連携
体制の充実

　医療と介護の両方を必要とする
状態の高齢者が、住み慣れた地域
で自分らしい暮らしを人生の最期
まで続けることができるよう、在
宅医療と介護を一体的に提供する
ため必要な支援を行う。
　事業の推進にあたっては、独立
行政法人国立病院機構東埼玉病
院、医師会、歯科医師会、薬剤師
会及び介護事業所などの医療・介
護関係機関や関係市町村などと緊
密に連携し、多職種連携・協働に
よる包括的かつ継続的なサービス
の提供を可能とする環境整備を推
進する。

在宅医療介
護課

　在宅医療・介護地域資源実態調査を実施
し、一体的なサービス提供のための情報冊子
として在宅医療連携ガイドを作成しました。
　地域包括ケア推進代表者会議を書面で2回
開催し、在宅医療・介護における新型コロナ
ウイルス感染症対策を中心に課題の抽出と対
応策の検討を行いました。
　在宅医療・介護関係者研修会をウェブで3
回開催し、関係者の資質向上と情報の共有を
図りました。
　住民への在宅医療と介護の普及啓発とし
て、在宅医療と介護の市民講座（全4日間）
を1回開催（参加者延49人）、出前講座9回
(受講者165人）実施、エンデイングノート配
布と説明会（10回開催、参加者171人）、市
民特別講座1回（参加者39人）実施しまし
た。
　在宅医療連携拠点に、在宅医療相談窓口を
設置し専門的な相談に対応しました。

b 一部達成

　南埼玉郡市医師会に委託して進めてい
る在宅医療連携拠点の機能を強化するた
め、医師会、協定市町（久喜市、白岡
市、宮代町）との連携をさらに進めま
す。特に、コロナ禍で見合わせていた在
宅療養患者の急変時の切れ目のない医
療・介護体制構築の取り組みを具体的化
します。
　医療・介護関係者との連携強化のた
め、感染予防策を講じ、可能な方法で研
修会等を実施します。
　住民への在宅医療の普及啓発として、
市民講座や出前講座を開催します。特に
エンディングノートを活用したACPの普及
啓発を行うことで、多くの方が関心を持
ち、在宅医療や介護について考えていた
だく機会となる事業を展開します。

5,123 3,778

公共交通整
備事業

　公共交通の利便性向上を図るた
めの事業を推進する。
　路線バス事業者に超低床ノンス
テップバスを導入するための事業
費を補助する。

都市計画課

　新型コロナウイルス感染症の感染拡大を防
止するための対策を実施して営業を継続する
路線バス事業者及びタクシー事業者を対象に
経営を支援し、市内の公共交通の維持を図る
ため、蓮田市公共交通応援事業支援金を交付
しました。
　蓮田市バスガイドマップを更新し、全戸配
布しました。

b 一部達成
　今後も公共交通の利便性向上を図るた
めの事業を推進していきます。 0 9,318

92

93
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健康で安心して暮らせるまちをつくる
政策３．高齢者支援

施策（２）生活（自立）支援・権利擁護の充実

主要事業名 内容（R3年度） 担当課 課別

R3年度
決算額
（千円）

基本政策２

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

R3年度
当初予算額
（千円）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

ＤＯ
（R3年度中に実施したこと）

高齢者援
護・措置事
業

　援護が必要な高齢者に対し、各
種高齢者福祉サービスの提供や養
護老人ホーム等への入所措置等を
実施する。
　成年後見センター（仮称）につ
いて、社会福祉協議会など関係機
関と情報交換や協議を行い、設置
に向けた研究や取組を推進する。

長寿支援課

　高齢者福祉サービスが円滑に利用できるよ
う、民生委員等の協力を得ながら、サービス
の周知に努めました。
　成年後見センター（仮称）の設置について
関係各課との話し合いを行い、R5年度に直営
で設置する方向性となりました。
　社会福祉協議会がR4年度に法人後見事業を
開始するため、社協主催の法人後見事業検討
委員会に参加しました。
　弁護士による成年後見制度の講演会を民生
委員を対象に開催しました。

b 一部達成

　引き続き、高齢者福祉サービスの周知
に努め、必要なかたにサービスが提供で
きるよう民生委員など関係機関との連携
に努めます。
　成年後見センター（仮称）の設置に向
けて、今後も関係課との打合せを進めま
す。

22,064 16,27694
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健康で安心して暮らせるまちをつくる
政策３．高齢者支援

施策（３）介護保険制度の適正な運営と推進

主要事業名 内容（R3年度） 担当課 課別

介護保険事
業（介護保
険運営事
業）

　介護保険事業計画の介護サービ
ス利用量と介護給付費の見込みに
基づき、介護保険給付が適正に行
われるよう事業を推進していく。
　また、地域密着型サービス事業
者が新たに事業を展開する際、建
設や備品整備等にかかる費用の一
部を補助する。

長寿支援課

　第8期介護保険事業計画における新たな介
護保険料について、市広報等で周知を図った
うえで、7月に当初賦課を行いました。
　川島地内の認知症対応型共同生活介護事業
所の開設にあたり、施設建設及び備品整備等
にかかる費用の一部について、事業者へ補助
金を交付しました。

a 達成

　R5年度に、閏戸地内に開設予定となっ
ている特別養護老人ホームについて、事
業者と連絡調整を行い、開設に向けた準
備を行います。

5,336,293 5,045,497

長寿支援課

　介護相談員事業は新型コロナウイルス感染
症拡大に伴い、中止となりましたが、高齢者
の安否確認を目的とした配食サービス事業や
介護給付費等適正化事業などを行いました。
　ケアプラン点検の結果を精査し、より効果
的なサービス提供に向けて、指摘事項をまと
めた文書を事業所に送付しました。

b 一部達成

　介護保険事業の適正化や高齢者支援の
推進を一層図るため、引き続き、任意事
業を実施していきます。
　介護給付費の適正化のため、R4年度よ
り利用状況の通知を年に2回行います。

3,991 2,152

在宅医療介
護課

　3か所の地域包括支援センターを運営し、
高齢者の総合相談等の事業を実施しました。
　自立支援型地域ケア会議は9回開催予定の
ところ、新型コロナウイルス感染拡大の影響
にて7回開催しました。
　生活支援体制整備事業では、第1層協議体
を3回開催（1回は書面開催）し、集いの場・
通いの場マップを更新した「高齢者いきいき
マップ」を発行しました。第2層協議体は
30回開催し、地域ごとの生活支援体制づくり
の協議をしました。
　認知症総合支援事業は、初期集中支援チー
ム、家族のつどい、認知症サポーター養成講
座等の事業の実施や、見守りシール等の交付
を行いました。

b 一部達成

　3か所の地域包括支援センターが連携し
運営ができるよう直営の地域包括支援セ
ンターが基幹型としての役割を果たして
いきます。
　生活支援体制整備事業は、3か所の地域
包括支援センターや地域ケア会議等との
連動を図りながら、高齢者が必要とする
生活支援について協議をし進めていきま
す。
　認知症総合支援事業は、初期集中支援
チーム、家族のつどい、認知症サポー
ター養成講座等の事業を継続するととも
に、見守りシール等の普及を図ります。

65,471 64,974

ＤＯ
（R3年度中に実施したこと）

R3年度
決算額
（千円）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

ＰＬＡＮ

95

R3年度
当初予算額
（千円）

基本政策２

主要事業
№

第５次総合振興計画

96
介護保険事
業（地域支
援事業）

　高齢者が住み慣れた地域でその
人らしく住み続けていけることを
目的として、地域の実情に応じた
必要な支援を行う。地域包括支援
センターを運営し、包括的支援事
業（介護予防支援事業、総合相談
支援業務、権利擁護業務及び包括
的・継続的ケアマネジメント支援
業務、地域ケア会議、生活支援体
制整備事業、認知症総合支援事業
等）及び任意事業（介護給付費等
適正化事業、家族介護支援事業
等）を実施する。
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健康で安心して暮らせるまちをつくる
政策３．高齢者支援

施策（３）介護保険制度の適正な運営と推進

主要事業名 内容（R3年度） 担当課 課別

ＤＯ
（R3年度中に実施したこと）

R3年度
決算額
（千円）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

ＰＬＡＮ
R3年度

当初予算額
（千円）

基本政策２

主要事業
№

第５次総合振興計画

介護予防・
日常生活支
援総合事業
（地域支援
事業）

　支援を必要とする高齢者に対
し、状態の悪化防止や自立した生
活を送ることを支援する「介護予
防ケアマネジメント事業」を実施
する。さらに、運動や交流の場と
しての通所型サービスや生活支援
等の訪問型サービスを提供する
「介護予防・生活支援サービス事
業」を実施し、活動的な生活を送
ることを支援する。
　また、介護予防の普及啓発や地
域で住民が主体的に取組む体操教
室の活動支援等を行う「一般介護
予防事業」を実施する。

在宅医療介
護課

　通所型サービス、訪問型サービスが安定し
て提供できるよう、事業者の指定・管理を行
いました。
　住民主体の介護予防事業「はすぴぃ元気体
操」は、感染予防対策を講じながら、活動を
再開するグループが増えたため、定期的に状
況を確認し、消毒薬の配布等、活動再開支援
を行いました。
　集合型の介護予防活動の代替として、自宅
で取組むはすぴぃ元気体操、介護予防体操の
DVD500部と冊子3000部を作成し、配布しまし
た。
　高齢者の保健事業と介護予防の一体的な実
施は、R4年度の開始を目指し、関係各課と会
議を行うなど体制整備に努めました。

a 達成

　「介護予防・生活支援サービス事業」
は、サービス提供状況を把握しながら、
必要な方が必要なサービスを受けること
ができる体制整備と利用支援を行いま
す。
　一般介護予防事業は感染予防対策を講
じながら継続実施し、住民が主体的に取
組むはすぴぃ元気体操の再開を支援しま
す。
　高齢者の保健事業と介護予防の一体的
な実施は、R4年度から開始します。

55,017 51,63997
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健康で安心して暮らせるまちをつくる
政策４．健康づくりの支援

施策（１）心と体の健康づくり

主要事業名 内容（R3年度） 担当課 課別

心の健康相
談事業

　精神保健福祉士及び保健師によ
る心の健康に関する相談を実施す
るとともに、一人ひとりが心の健
康について考える機会として、心
の健康講座等を実施し、正しい知
識の普及と意識の啓発に努める。
　また、世界自殺予防デーに合わ
せて自殺予防啓発街頭キャンペー
ンを実施する。
　自殺予防ゲートキーパー養成講
座の開催や自殺予防啓発記事の広
報掲載を行うほか、蓮田市自殺対
策計画を推進する。

健康増進課

　精神保健福祉士による相談と併せて、保健
師が随時相談や訪問を行い、精神保健に関す
る相談体制の充実に努めました。
　図書館と連携し、自殺対策のための展示
コーナーを開設し、悩みを抱えたかた向けの
書籍や相談機関案内リーフレット等を設置
し、自殺予防についての啓発活動を行いまし
た。
　新型コロナウイルス感染症に関するこころ
の相談窓口を掲載したリーフレットを作成
し、関係課・関係機関等の窓口等に配架する
などにより周知に努めました。

a 達成

　継続事業として①こころの健康相談、
②精神保健関連講座・会議③自殺対策事
業を実施します。
　自殺予防対策庁内連携会議を定期的に
開催し、自殺対策計画の進行管理につい
て検討します。
　リーフレット等を配布し、相談窓口等
の周知を図ります。
　自殺対策を強化し、関係課や関係機関
との連携方法について検討します。

234 234

がん検診事
業

　がん検診による早期発見・早期
治療の推進を図り、がんの死亡率
を減少させることを目的に、国の
定める「がん予防重点健康教育及
びがん検診実施のための指針」に
基づき、各種がん検診を個別検診
と集団検診の併用で実施してい
く。
　また、がんに関する知識の普及
啓発を行い、がん検診の受診率向
上を図る。

健康増進課

　がん検診受診者にとっての利便性を考慮
し、個別検診と集団検診を併用して実施しま
した。また個別検診については、受診率向上
のため、個別に案内通知を送付しました。
　無料クーポン対象者及び69歳までの未受診
者に対して再勧奨を実施しました。
　乳がん及び子宮頸がん集団検診の際、託児
を可能とし、若年層の受診率向上に努めまし
た。
　市内中学校の児童生徒に対し、がん検診
リーフレットを配布し、保護者へのがん検診
周知を図りました。
  日頃から乳房を観察・確認することを習慣
化できるよう、集団乳がん検診の際に、セル
フチェックをするための補助具であるブレス
トケアグローブを配布しました。

a 達成

　国庫補助金を活用し、申し込み方法・
実施場所をよりわかりやすく記載した案
内通知を作成・送付します。
　がん検診結果の入力業務を委託するこ
とにより、より早期に精密検査未受診者
に対する勧奨通知を送付します。
　学校等を通じて、児童・生徒の保護者
等、若年層へのがん検診の啓発事業を実
施していきます。

89,907 79,599

R3年度
決算額
（千円）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

99

98

R3年度
当初予算額
（千円）

基本政策２

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

ＤＯ
（R3年度中に実施したこと）
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健康で安心して暮らせるまちをつくる
政策４．健康づくりの支援

施策（１）心と体の健康づくり

主要事業名 内容（R3年度） 担当課 課別

R3年度
決算額
（千円）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

R3年度
当初予算額
（千円）

基本政策２

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

ＤＯ
（R3年度中に実施したこと）

特定健康診
査、特定保
健指導事業

　平成３０年度から第３期特定健
診等実施計画に基づき、特定健康
診査・特定保健指導を実施する。
　特定健康診査受診者が生活習慣
改善や医療受診につながるよう支
援し、生活習慣病の予防を図るほ
か、糖尿病性腎症が重症化するリ
スクが高いかたを対象に、医療受
診を促すとともに、生活習慣改善
のための支援を実施する。

健康増進課

　特定健康診査の自己負担金を引き続き無料
とするとともに、対象者全員に対して、案内
通知、健診受診券を送付し、受診勧奨を行い
ました。また、過去の受診歴等、対象者の特
性に応じた再勧奨通知の送り分けを行い、効
果的な受診勧奨を実施しました。
　特定保健指導を委託及び直営で実施すると
ともに、特定健康診査受診者で要医療域のか
たに対して、医療受診勧奨の通知及び電話相
談を実施しました。
　糖尿病性腎症重症化予防対策事業は、引き
続き埼玉県共同事業に参画し実施しました。
対象者へ案内通知を送付し、受診勧奨、保健
指導を実施しました。

a 達成

　特定健康診査の勧奨通知を早期に発送
することにより、比較的予約が取りやす
い時期に受診者数を増やすような周知を
行います。
　引き続き、委託及び直営による特定保
健指導を実施し、実施率向上を目指しま
す。
　対象者の特性に応じた特定健康診査の
勧奨通知の送り分けを実施し、受診率向
上を図ります。
  糖尿病性腎症重症化予防対策事業につ
いては、受診勧奨及び保健指導に加え、
継続支援事業も実施し、医療費適正化を
目指します。

84,865 61,968100
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健康で安心して暮らせるまちをつくる
政策４．健康づくりの支援

施策（２）地域の健康づくりの推進

主要事業名 内容（R3年度） 担当課 課別

健康づくり
推進事業

　市民一人ひとりが自らのライフ
スタイルに合った健康づくりを主
体的に実践できるよう、地域、団
体、行政が一体となり、市全域で
健康づくり運動を推進する。健康
づくり推進員の育成、情報交換、
健康増進事業をはじめ、地域で健
康に関する知識の普及啓発を図
る。
　また、食べることは生きる上で
の基本であり、心と体の健康を支
えるために欠かすことのできない
営みである。「食育」を妊娠期か
ら高齢期まで総合的かつ計画的に
推進するため、健康はすだ２１
（第２次）と食育推進計画を一体
化させた計画を推進し、地域食生
活支援推進連絡会の開催をはじ
め、健康づくり推進員と協力して
「食育」に関する施策の充実を図
る。

健康増進課

　「健康はすだ21（第2次）改定版・蓮田市
食育推進計画」に基づき、市全域で健康づく
りの取り組みを実践しました。
　健康づくりを推進するための重点プロジェ
クトに関するリーフレットを作成し、10月の
広報と一緒に各戸に配布しました。
　年間7回予定していた健康づくり推進員連
絡会議は新型コロナウイルス感染症の拡大を
受け5回の実施となりました。連絡会議で
は、健（検）診受診率の向上のための具体的
な取り組みの実践に向けてグループワークの
実施や周知用のリーフレットの作成を行い、
団体の活動を通して配布しました。
　ウォーキング部会を中心に黒浜地区、蓮田
地区、平野地区ごとに2コースずつ、計6コー
スのウォーキングマップを新規で作成しまし
た。
　連絡会議の一環として「健康なまちづくり
のエッセンス」をテーマとして講師を招いて
の講演会を実施しました。

a 達成

　「健康はすだ21（第2次）改定版・蓮田
市食育推進計画」に基づき、重点プロ
ジェクト「日頃の活動量を増やそう」の
取り組みを推進するため作成したウォー
キングマップを広く配布し、ウォーキン
グへの動機づけ、ウォーキングをしやす
い環境づくりを進めていきます。
　「健康はすだいきいき10か条」により
健康づくりの情報を様々な機会に市民に
向けて発信していきます。
　健康はすだ21（第3次）策定に向けた市
民健康実態調査を実施し、健康課題の把
握に努めます。

90 60

R3年度
決算額
（千円）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

101

基本政策２

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

ＤＯ
（R3年度中に実施したこと）

R3年度
当初予算額
（千円）
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健康で安心して暮らせるまちをつくる
政策４．健康づくりの支援

施策（３）地域保健医療体制の整備

主要事業名 内容（R3年度） 担当課 課別

地域救急医
療体制の充
実

　市民が必要なときに必要な保健
医療サービスを受けられるよう、
休日等における急病者の医療を確
保する。
　利根保健医療圏医療連携推進協
議会（とねっと）による地域医療
ネットワークシステムの管理・運
営を支援するとともに、病院及び
有床診療所が輪番制で救急患者の
診療を行う東部北地区の病院群輪
番制病院運営事業や小児救急医療
支援事業の運営に対して支援す
る。

健康増進課
　休日急患診療事業及び地域救急医療体制整
備事業の実施により、休日及び夜間の診療体
制の確保を予定通り行いました。

a 達成

　市民がいつでも安心して医療サービス
を受けられるように、引き続き「休日急
患診療業務」及び「東部北地区第二次救
急の病院群輪番制病院運営事業等」の支
援を行います。
　また、蓮田市医師会、南埼玉郡市医師
会との協力体制の整備及び幸手、加須保
健所との連携を図ります。

10,596 10,595

在宅医療・
介護の連携
体制の充実

　医療と介護の両方を必要とする
状態の高齢者が、住み慣れた地域
で自分らしい暮らしを人生の最期
まで続けることができるよう、在
宅医療と介護を一体的に提供する
ため必要な支援を行う。
　事業の推進にあたっては、独立
行政法人国立病院機構東埼玉病
院、医師会、歯科医師会、薬剤師
会及び介護事業所などの医療・介
護関係機関や関係市町村などと緊
密に連携し、多職種連携・協働に
よる包括的かつ継続的なサービス
の提供を可能とする環境整備を推
進する。

在宅医療介
護課

　在宅医療・介護地域資源実態調査を実施
し、一体的なサービス提供のための情報冊子
として在宅医療連携ガイドを作成しました。
　地域包括ケア推進代表者会議を書面で2回
開催し、在宅医療・介護における新型コロナ
ウイルス感染症対策を中心に課題の抽出と対
応策の検討を行いました。
　在宅医療・介護関係者研修会をウェブで3
回開催し、関係者の資質向上と情報の共有を
図りました。
　住民への在宅医療と介護の普及啓発とし
て、在宅医療と介護の市民講座（全4日間）
を1回開催（参加者延49人）、出前講座9回
(受講者165人）実施、エンデイングノート配
布と説明会（10回開催、参加者171人）、市
民特別講座1回（参加者39人）実施しまし
た。
　在宅医療連携拠点に、在宅医療相談窓口を
設置し専門的な相談に対応しました。

b 一部達成

　南埼玉郡市医師会に委託して進めてい
る在宅医療連携拠点の機能を強化するた
め、医師会、協定市町（久喜市、白岡
市、宮代町）との連携をさらに進めま
す。特に、コロナ禍で見合わせていた在
宅療養患者の急変時の切れ目のない医
療・介護体制構築の取り組みを具体的化
します。
　医療・介護関係者との連携強化のた
め、感染予防策を講じ、可能な方法で研
修会等を実施します。
　住民への在宅医療の普及啓発として、
市民講座や出前講座を開催します。特に
エンディングノートを活用したACPの普及
啓発を行うことで、多くの方が関心を持
ち、在宅医療や介護について考えていた
だく機会となる事業を展開します。

5,123 3,778

基本政策２

主要事業
№

第５次総合振興計画
R3年度
決算額
（千円）

92
（再掲）

102

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

ＤＯ
（R3年度中に実施したこと）

ＰＬＡＮ
R3年度

当初予算額
（千円）
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健康で安心して暮らせるまちをつくる
政策５．各種社会保障制度の適正な運営

施策（１）国民健康保険制度の適正な運営

主要事業名 内容（R3年度） 担当課 課別

国民健康保
険の適正な
運営

　財政運営の責任主体である埼玉
県と連携しながら国民健康保険制
度の安定した運営を図るととも
に、保健事業や疾病予防事業を行
い、医療費の適正化を図る。

国保年金課

　予算を円滑に執行し収支の均衡を図りまし
た。
　国保事業費納付金に係る経費を賄うために
必要な保険税を賦課徴収し、収納額を確保し
ました。
　新規加入者へ口座振替を促進し、また、職
員による臨宅納付勧奨を行い、収納率の向上
に努めました。
　新型コロナウイルス感染症対策として、傷
病手当金の支給、国保税の減免を行いしまし
た。
　医療費の上昇を抑制するため、特定健診等
の保健事業を健康増進課と連携し、医療費の
適正化に努めました。

a 達成

　円滑な国保運営に努め、口座振替の勧
奨、納付相談、職員による臨宅訪問を実
施し収納率の向上に努めます。
　また、国保資格の適正化、レセプト点
検の強化、特定健診や糖尿病性腎症重症
化予防対策事業等により医療費の適正化
を図ります。
　引き続き、傷病手当金の支給、国保税
の減免、インフルエンザ予防接種費用の
助成を実施します。
　6月に委嘱期間が終了する国保運営協議
会委員について公募、委嘱の準備を進め
ます。

5,950,465 5,973,157

基本政策２

主要事業
№

ＣＨＥＣＫ
（評価）

R3年度
当初予算額
（千円）

103

ＰＬＡＮ
R3年度
決算額
（千円）

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

第５次総合振興計画 ＤＯ
（R3年度中に実施したこと）
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健康で安心して暮らせるまちをつくる
政策５．各種社会保障制度の適正な運営

施策（２）後期高齢者医療制度の適正な運営

主要事業名 内容（R3年度） 担当課 課別

後期高齢者
医療広域連
合との連携

　埼玉県後期高齢者医療広域連合
と連携して、後期高齢者医療制度
の安定運営や健全な財政運営のた
め、保険料の収納率向上を図ると
ともに、高齢者の医療の確保と医
療費の適正化を図る。

国保年金課

　後期高齢者医療被保険者に対する適切な医
療費等の給付を行いました。
　滞納者に対し職員による臨宅納付勧奨及び
電話による納付勧奨を行い、収納率の向上に
努めました。
　還付金未請求者に対しては還付勧奨を行い
ました。
　被保険者証の交付時にジェネリック医薬品
の案内（シール）を同封し、被保険者の窓口
負担節約に努めました。

a 達成

　R4年度は、保険料の見直しを行い低所
得者の負担が増額となります。
　さらに、10月に自己負担の割合が変更
になる関係で、窓口負担が増える方も生
じます。なお、この割合変更対応のため
被保険者証を7月と9月に発送することに
なります。ﾎﾟｽﾀｰの掲示やﾘｰﾌﾚｯﾄの配布は
もとより、窓口や電話での丁寧な説明に
より理解を得られるよう対応をしていき
ます。
　また、前年度に引き続き、ペイジー口
座振替受付サービスや臨宅勧奨を実施す
ることなどにより、収納率の向上を図り
ます。

1,018,786 980,219

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

基本政策２

第５次総合振興計画
R3年度
決算額
（千円）

104

主要事業
№

ＰＬＡＮ
ＤＯ

（R3年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価）

R3年度
当初予算額
（千円）
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健康で安心して暮らせるまちをつくる
政策５．各種社会保障制度の適正な運営

施策（３）国民年金事務の円滑な運営

主要事業名 内容（R3年度） 担当課 課別

国民年金事
務

　国や日本年金機構との連携を図
りながら、年金相談等を通じて、
国民年金制度の理解促進に努め
る。

国保年金課
　日本年金機構と連携し、委託されている法
定受託事務を適切に執行しました。

a 達成

　引き続き、日本年金機構との連携を深
めながら、法定受託事務を適切に執行す
るとともに、一層の市民サービスの向上
に努めます。

82 80

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

第５次総合振興計画

105

R3年度
決算額
（千円）

基本政策２

主要事業
№

ＰＬＡＮ
ＤＯ

（R3年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価）

R3年度
当初予算額
（千円）
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健康で安心して暮らせるまちをつくる
政策５．各種社会保障制度の適正な運営

施策（４）生活困窮者支援（生活保護）

主要事業名 内容（R3年度） 担当課 課別

生活保護制
度の適正な
運営と自立
支援

　生活困窮者等の健康で文化的な
最低限度の生活を保障するととも
に、自立を支援するため、生活保
護制度を適正に実施する。
　また、生活保護受給者等に対し
て就労に必要な支援の充実を図
る。

福祉課

　生活困窮者自立支援制度や関係機関との連
携を図り、生活困窮者の早期発見及び支援を
行いました。生活保護申請の段階から、ケー
ス検討会議に諮り、組織的にアセスメントや
援助方針の作成を行うことで、自立した生活
が営めるよう支援を行いました。

a 達成

　就労可能な者については就労支援を行
い、自立に向けサポートを継続します。
　生活困窮者自立支援制度や関係機関と
の連携を継続し、生活困窮者の自立助長
を推し進めます。

914,855 852,623

R3年度
決算額
（千円）

106

基本政策２

主要事業
№

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

第５次総合振興計画 ＤＯ
（R3年度中に実施したこと）

ＰＬＡＮ
R3年度

当初予算額
（千円）
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健康で安心して暮らせるまちをつくる
政策６．防犯対策の推進

施策（１）地域における防犯対策の推進

主要事業名 内容（R3年度） 担当課 課別

防犯対策推
進事業

　蓮田市防犯・暴力排除推進活動
補助金制度を活用し、防犯協会や
暴力排除推進協議会が実施する
キャンペーン等の啓発活動や防犯
活動等の研究会、研修会等を支援
する。
　また、自主防犯組織活動用物品
購入費補助金制度を活用し、地域
防犯推進委員が防犯パトロール用
装備品や啓発用品を整備すること
を支援する。

危機管理課

　10月に、蓮田駅東口において、街頭防犯
キャンペーンを実施し、振り込め詐欺等の被
害防止を呼び掛けました。その後、地域防犯
推進委員や警察署員と協働して、特殊詐欺防
止のための戸別訪問を行いました。
　また、11月に「蓮田市地域安全・暴力排除
市民大会」（参加者約200名）、12月に「安
心・安全歳末一斉キャンペーン」（参加者約
250名）をハストピアで開催し、防犯意識の
高揚を図りました。
　さらに、特殊詐欺被害防止活動として、青
色防犯パトロールカーによる市内パトロール
を、地域防犯活動団体と職員で定期的に実施
しました。（活動延日数83日）
　蓮田市地域安全推進連絡協議会では、特殊
詐欺の被害を防止するための通話自動録音装
置を10台購入いたしました。
　自主防犯組織活動用物品購入補助金につい
て、6団体に271,600円交付し、地域の防犯活
動を推進しました。

a 達成

　引き続き、防犯キャンペーン等を実施
していくとともに、自主防犯組織等と連
携・協力し、防犯対策を推進していきま
す。
　また、R3年度に購入した通話自動録音
装置のモニター制度を導入するなど、防
犯対策の強化を図っていきます。

1,979 1,147

R3年度
決算額
（千円）

基本政策２

主要事業
№

第５次総合振興計画

107

ＣＨＥＣＫ
（評価）

R3年度
当初予算額
（千円）

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

ＤＯ
（R3年度中に実施したこと）

ＰＬＡＮ
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健康で安心して暮らせるまちをつくる
政策６．防犯対策の推進

施策（２）防犯体制の充実

主要事業名 内容（R3年度） 担当課 課別

警察署の誘
致

　蓮田市内に警察署ができること
で犯罪への抑止効果が高まること
が期待できることから、誘致に向
けて情報収集に努め、要望書の提
出を行う。

危機管理課

　R4年1月に、埼玉県警察本部を訪問し、警
察署誘致の現状等について情報取集を行う予
定でしたが、新型コロナウイルス感染症拡大
の状況により延期としました。

c 未達成

　R4年4月7日に埼玉県警察本部を訪問
し、警察署配置の考え方等について情報
交換を行いました。
　引き続き、岩槻警察署や埼玉県警察本
部と連携し、情報収集を行っていきま
す。

0 0

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

第５次総合振興計画

108

R3年度
決算額
（千円）

基本政策２

主要事業
№

ＰＬＡＮ
ＤＯ

（R3年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価）

R3年度
当初予算額
（千円）
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健康で安心して暮らせるまちをつくる
政策６．防犯対策の推進

施策（３）防犯対策の推進

主要事業名 内容（R3年度） 担当課 課別

街路灯整備
推進事業

　交通安全施設の計画的な整備を
行うとともに、補修・維持管理を
行う。
　街路灯の新規設置や既存街路灯
の補修を行い、安心安全な住環境
の整備に努めていくとともに、新
設や交換によるＬＥＤ化を推進す
る。
　信号機のない交差点などに、視
認性を向上させる道路反射鏡
（カーブミラー）や安全を確保す
る区画線を整備し、交通事故を未
然に防止する。

自治振興課 ※№127 交通安全施設等整備事業で実施

R3年度
決算額
（千円）

109

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

ＰＬＡＮ

基本政策２

主要事業
№

ＤＯ
（R3年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価）第５次総合振興計画

R3年度
当初予算額
（千円）
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健康で安心して暮らせるまちをつくる
政策７．防災対策・危機管理体制の充実

施策（１）防災対策の推進

主要事業名 内容（R3年度） 担当課 課別

防災備蓄倉
庫及び防災
資機材の整
備事業

　災害時に備え、市内の避難所に
設置されている蓮田市の防災倉庫
に食糧や毛布などの備蓄品、災害
対策用備品を計画的に整備する。

危機管理課

　防災備蓄用として、携帯アルミブランケッ
トや携帯トイレ（各1,000）などの消耗品、
アルファ米等の主食（3,158食）、保存水
（1,728本）、乳児用ミルクなどを購入しま
した。

a 達成

　災害時の備蓄食糧については、25,000
食の目標数を維持するため、毎年入れ替
えを行い、循環備蓄を進めていきます。
　また、防災備蓄倉庫は、新規で整備が
必要な倉庫（1か所）のほか、経年劣化に
より傷みが激しい倉庫（2か所）について
は、計画的な再整備を検討します。

3,440 3,443

自主防災組
織育成事業

　災害時に自助・共助による初動
体制を整備するため、自主防災組
織の育成や各種防災に関する研修
会、防災訓練の支援を行い、災害
に強いまちづくりを推進する。

危機管理課

　自主防災組織の新規設立に向けて、1自治
会に対し、自主防災組織の役割や必要性につ
いての研修会を1回実施しました。
　5月と11月に、自主防災組織協議会と協同
で、「防災への備え」通信を発行（部数
16,500部）し、自主防災組織のある自治会へ
の各戸配布や自治会加入世帯への配布を行い
ました。
　自主防災組織育成補助金について、23件
（防災資機材購入16件、防災訓練実施7件）
の申請に対し2,258,300円の交付を行いまし
た。

a 達成
　自主防災組織への支援を継続するとと
もに、新規設立を自治会等に働きかけて
いきます。

4,823 2,389111

R3年度
決算額
（千円）

ＤＯ
（R3年度中に実施したこと）

110

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

基本政策２

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

R3年度
当初予算額
（千円）
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健康で安心して暮らせるまちをつくる
政策７．防災対策・危機管理体制の充実

施策（２）災害に強いまちづくりの推進

主要事業名 内容（R3年度） 担当課 課別

庶務課

　旧福祉事務所を解体し、図書館の来客駐車
場として活用するため、駐車場の舗装工事を
行いした。
　また、工事後に環境事後調査を実施し、必
要な補償を行いました。

a 達成
　今後は現在使用している公共施設の適
切な維持管理を図ります。

4,972 10,139

建築指導課
　市有建築物の耐震改修は令和元年度に完了
しました。

a 達成
　今後は維持管理の為の工事を適切に行
い、耐震性能の維持を図ります。

－ －

木造住宅耐
震診断・耐
震改修補助
事業

　東日本大震災等の震災を踏ま
え、市内の既存木造住宅の耐震化
を推進する。「蓮田市建築物耐震
改修促進計画」に基づき、市内の
既存木造住宅の耐震化を推進する
ため、耐震診断及び耐震改修の支
援を行う。

建築指導課
　市内の既存木造住宅の耐震化を推進するた
め、耐震診断及び耐震改修の支援について、
「広報はすだ」等により周知を行いました。

b 一部達成
　耐震診断及び耐震改修の支援を継続
し、市内の既存木造建築物の耐震化を推
進します。

400 0

老朽管更新
事業

　水道ビジョンに基づき、災害に
強い上水道施設の実現と効率的な
マネジメントについて検討し、老
朽管路の更新事業を進めていく。

水道課

　R3年度は、重要管路更新事業の第4期工事
として国庫補助金を活用した市道55号線の老
朽管更新工事(口径400㎜・延長約260m）をは
じめ、その他市内4箇所の老朽管更新工事を
実施し、耐震化を図りました。
　また、R4年度の更新工事を予定している市
内4箇所の工事設計を行いました。

b 一部達成

　災害に強く安定供給できる上水道施設
の整備を行うため、管路耐震化計画に基
づき、老朽化した重要管路の更新工事を
継続して進め、耐震化を図ります。

407,924 224,825

R3年度
決算額
（千円）

114

113

112
公共建築物
の耐震補強
整備事業

ＣＨＥＣＫ
（評価）

　東日本大震災等の震災を踏ま
え、避難所に指定されている施設
等の耐震化を推進する。「蓮田市
建築物耐震改修促進計画」に基づ
き、昭和５６年５月３１日以前に
建築された２００㎡以上の市有建
築物の耐震化及び建て替えを令和
元年度までに完了した。令和３年
度はシルバー人材センターの移転
に伴い利用しなくなった旧福祉事
務所の解体工事後の環境調査を行
う。
　また、災害時に拠点となる市役
所本庁舎について、幼少者や高齢
者、身体の不自由なかた等にも配
慮された環境整備を目指し、建物
の機能強化を図るための改修等を
進める。

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

ＤＯ
（R3年度中に実施したこと）

基本政策２

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

R3年度
当初予算額
（千円）
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健康で安心して暮らせるまちをつくる
政策７．防災対策・危機管理体制の充実

施策（２）災害に強いまちづくりの推進

主要事業名 内容（R3年度） 担当課 課別

R3年度
決算額
（千円）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

ＤＯ
（R3年度中に実施したこと）

基本政策２

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

R3年度
当初予算額
（千円）

公共下水道
整備事業

　生活環境の向上、公共用水域の
水質浄化及び水質保全のため、公
共下水道の整備を行う。公共下水
道事業計画区域約１，６１６ヘク
タールのうち、事業認可区域約８
１９ヘクタールの整備率が９４．
５％となり、残り５．５％につい
て早期の完了を目指す。残りの全
体計画区域についても公共下水道
事業の健全な事業実施と経営に向
けた検討を進める。
　また、継続して公共下水道利用
者へサービスの提供を行うため、
適切な維持管理を行うとともに、
不明水対策を進める。

下水道課

 県道蓮田白岡久喜線の旧上りサービスエリ
アまでの汚水管、また蓮田松韻高校までの汚
水管について、それぞれ整備いたしました。
　蓮田駅東口黒浜線の汚水管整備に先立ち、
関連する受益者負担金条例を10月に改正いた
しました。
　ストックマネジメント計画に基づいて、ま
た不明水の対策として汚水管渠の調査点検を
実施しました。

a 達成

　埼玉県施工の蓮田駅東口黒浜線道路築
造に併せて、汚水管渠の工事を実施して
いきます。
　また、ストックマネジメント計画に基
づき汚水管渠の調査点検の実施と西新宿
汚水中継ポンプ場の設備の更新をしてい
きます。

352,603 290,422

消防施設整
備事業

　災害や危機に強い安心・安全な
まちづくりを目指し、消防水利等
の消防施設の整備・更新を行う。
　本署・南分署庁舎及び分団詰所
施設の保守・改修を進める。

消防課

　新たに消火栓を1基増設しました。また、
老朽化した消火栓のボルト交換や漏水等の不
具合が発生した消火栓の修繕や更新を図りま
した。
　119番通報を受ける、通信システムの位置
情報通知システムを更新しました。
　本署消防庁舎については、自家用発電機、
水栓等の修繕を実施しました。南分署庁舎に
ついては、オーバードア、空調機等の修繕を
実施しました。消防団については、第5分団
詰所水栓修繕、第6分団詰所のシャッター修
繕を実施しました。

b 一部達成

　引き続き、老朽化した消火栓の修繕や
耐震式防火水槽の整備、災害時の拠点と
なる本署・南分署・分団詰所の維持管理
や改修を図るとともに、高機能消防緊急
通報指令システム及び消防救急デジタル
無線機器等の維持管理に努めます。
　また、既存する訓練塔の経年による劣
化を鑑み、新たな訓練施設の整備に努め
ます。

11,866 15,151116

115
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健康で安心して暮らせるまちをつくる
政策７．防災対策・危機管理体制の充実

施策（２）災害に強いまちづくりの推進

主要事業名 内容（R3年度） 担当課 課別

R3年度
決算額
（千円）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

ＤＯ
（R3年度中に実施したこと）

基本政策２

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

R3年度
当初予算額
（千円）

農政課

　県費単独土地改良事業である中田堀排水路
の改修工事について、年度内で事業を完了し
ました。
　貝塚悪水路について、台風8号、9号、10
号、14号の冠水対策として、仮設ポンプを設
置しました。

a 達成

　柵板の損傷など、構造物の経年劣化が
見受けられる貝塚悪水路について、県の
補助金を活用して改修工事を進めます。
　また同水路は、台風等の大雨の際には
隣接道路を含め冠水が発生する箇所であ
るため、仮設ポンプを設置し水害被害対
策を図ります。

11,308 8,893

道路課

　西新宿第一排水機場ゲートの改修について
は基本設計を基に地元自治会役員を対象に説
明会を開催しました。説明会において、水門
ゲートの改修方法を決定し、詳細設計業務委
託を発注しました。
　島田落とし切回し工事については、継続し
て施工延長約90ｍの工事を発注しました。
　市内各所にあるポンプ場の点検管理委託や
河川・排水路の維持管理事業として除草委
託、浚渫委託および排水路の蓋掛け工事を発
注しました。

b 一部達成

　西新宿第一排水機場ゲートの新設にお
いては引き続き河川法の許可に向けて埼
玉県総合治水事務所と協議を行っていき
ます。
　島田落とし切回し工事については、分
割で行ってきた最後の工区を早期発注を
行います。
　市内各所の水路の流れを阻害する雑
木・雑草の伐採、除草委託、サイフォン
や調整池の浚渫委託を発注し、大雨時の
浸水被害の軽減を図ります。

183,695 93,231

117
排水路施設
等整備事業

　準用河川の補修・改修や黒浜調
整池の整備、西新宿地区第一排水
機場のゲート改修、農業施設の用
排水路等の適正な整備と維持管理
を行うとともに、継続的に排水路
及び遊水池の除草や浚渫を実施
し、大雨による浸水被害の軽減を
図る。
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健康で安心して暮らせるまちをつくる
政策７．防災対策・危機管理体制の充実

施策（３）危機管理体制の確立

主要事業名 内容（R3年度） 担当課 課別

地域防災計
画の改定と
各種マニュ
アル整備事
業

　「蓮田市地域防災計画」や災害
時における「職員初動マニュア
ル」、「避難所運営マニュアル」
に基づき、災害対策を講じる。な
お、これらの計画等について実効
性を高めるため、適宜見直しや修
正を行っていく。

危機管理課

　蓮田市の地域防災計画及び国民保護計画に
ついて、関係会議の開催（各2回）などの諸
手続きを経て、改定を行いました。
　また、避難行動要支援者制度に基づく最新
の名簿等を次年度に配布できるよう、自治連
合会や民生委員・児童委員協議会と具体的ス
ケジュールなどについて協議を行いました。

a 達成

　地域防災計画等については、随時、見
直しや周知に取り組みます。避難行動要
支援者名簿や個別避難計画書を、自治会
等の支援団体に配布し、地域における支
援体制の構築に努めていきます。
　また、災害を対象とした蓮田市業務継
続計画の見直しや、他の自治体からの応
援職員の受入れ手順を定める受援計画の
策定に取り組みます。

280 43

遠隔地自治
体との災害
支援体制の
充実

　大規模災害時では、同様の被害
を受けている近隣市町より遠隔地
との応援体制が必須との認識か
ら、平成２４年１０月１日に長野
県松川町と「災害時相互応援協
定」を締結した。
　今後は、災害時における応援対
策及び復旧活動に万全を期すた
め、危機管理担当はもとより、復
旧・復興に関連するあらゆる担当
（避難所運営・給水・防疫・文教
等）の連携が充実できるよう相互
協力体制を構築していく。

危機管理課

　8月に、松川町に大雨・洪水警報、一部地
域に避難指示が発令された際、松川町へ連絡
し、被害状況や支援の必要について確認を行
いました。
　また、松川町総合防災訓練の参加について
は、新型コロナウイルス感染症の影響を考慮
し、令和2年度と同様見送りとなったが、相
互の災害支援体制を改めて確認しました。

a 達成
　引き続き、松川町との連絡体制を密に
し、さらなる連携強化を図っていきま
す。

14 0

R3年度
決算額
（千円）

119

118

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

ＤＯ
（R3年度中に実施したこと）

基本政策２

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

R3年度
当初予算額
（千円）
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健康で安心して暮らせるまちをつくる
政策７．防災対策・危機管理体制の充実

施策（３）危機管理体制の確立

主要事業名 内容（R3年度） 担当課 課別

R3年度
決算額
（千円）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

ＤＯ
（R3年度中に実施したこと）

基本政策２

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

R3年度
当初予算額
（千円）

情報伝達体
制整備事業

　災害時における情報伝達体制の
整備として、防災行政無線の維持
管理を行うとともに、新規の防災
行政無線の増設には設置場所等の
課題があるため、防災行政無線の
内容や緊急情報等をメールで配信
する「安心安全メール」を周知徹
底し、登録者の増加を図ることで
難聴区域の解消につなげていく。
　また、デジタル化を実施した移
動系防災行政無線等のあらゆる情
報機器を活用して、情報伝達体制
の強化を図る。

危機管理課

　ＩＰ無線機を15台追加整備し、合計45台の
配備とすることにより、災害時の情報伝達体
制の充実を図りました。
　また、防災行政無線の戸別受信機10台を消
防庁から借り受けました。
　安心安全メールについては、市広報等で周
知し、登録者数の増加につながりました。

a 達成

　ＩＰ無線機について、整備計画に基づ
き、R4年度に50台体制とし、情報連絡体
制の一層の充実・強化を図ります。
　防災行政無線の戸別受信機の効果を検
証するとともに、その他の情報伝達手段
についても調査・研究を行っていきま
す。

10,977 11,912

情報セキュ
リティ対策
の整備

　市の情報資産を安心・安全に管
理するため、最新の情報通信技術
の動向等を的確にとらえ、情報セ
キュリティ対策を進める。
　情報セキュリティ基本方針及び
情報セキュリティ対策基準の見直
しを随時行うとともに職員の情報
セキュリティ意識の向上を図るた
め、情報セキュリティ研修を実施
する。

電算課

　埼玉県自治体情報セキュリティクラウドに
参加し、インターネットと庁内ネットワーク
の分離や、メール及びファイルの無害化処理
等の高度なセキュリティ対策を行いました。
総務省及び地方公共団体情報システム機構が
提供する情報セキュリティ研修を、eラーニ
ングにより全職員が受講し、修了しました。
　また、ＩＴアドバイザーを講師に招き、講
義形式の研修会も実施しました。

a 達成

　引き続き、埼玉県自治体情報セキュリ
ティクラウドに参加し、インターネット
と庁内ネットワークの分離やメール及び
ファイルの無害化処理等の高度なセキュ
リティ対策を行います。総務省及び地方
公共団体情報システム機構の提供する情
報セキュリティ研修を、ｅラーニングに
より実施します。
　また、ＩＴアドバイザーを講師に招
き、講義形式の研修会も開催する予定で
す。

6,407 3,625121

120
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健康で安心して暮らせるまちをつくる
政策７．防災対策・危機管理体制の充実

施策（３）危機管理体制の確立

主要事業名 内容（R3年度） 担当課 課別

R3年度
決算額
（千円）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

ＤＯ
（R3年度中に実施したこと）

基本政策２

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

R3年度
当初予算額
（千円）

新型インフ
ルエンザ等
対策の整備

　病原性が高く、まん延性のおそ
れのある感染症（現状では新型コ
ロナウイルス感染症）の対策とし
て、埼玉県や関係機関等と連携・
協力し、効果的な対策を図ること
で、市民生活及び地域経済に及ぼ
す影響が最小になるよう努める。

健康増進課

　国や県と連携した感染症対策を進めるため
情報を収集し、対策本部会議において情報共
有を図りました。
　感染防止対策資機材の購入、配布、在庫管
理を行いました。
　新型コロナウイルス感染症に関する注意喚
起をポスター、チラシ、ホームページ、安
心・安全メール等で周知しました。
　新型コロナウイルス感染症で自宅療養をし
ている方に対して、パルスオキシメーターの
貸与、食料品等の支援を行いました。
　医師会と調整の結果、委託による集団接種
と市内医療機関による個別接種を並行で実施
することで、新型コロナウイルスワクチンの
接種を進めました。

a 達成

　新型インフルエンザ等の発生やまん延
時の対策として、埼玉県や関係機関等と
連携を図るとともに、季節性インフルエ
ンザを含む感染症の発生動向情報を注視
していきます。
　新型コロナウイルス感染症に関する注
意喚起を広報、ホームページ、安心・安
全メール等で行います。
　新型コロナウイルス感染症で自宅療養
をしている方に対して、パルスオキシ
メーターの貸与、食料品等の支援を行い
ます。
　新型コロナウイルスワクチンの接種に
ついて、希望する全ての市民が円滑に接
種が受けられるよう、引き続き接種体制
の整備、医師会との調整、情報の発信等
に努めます。

264 676,862122
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健康で安心して暮らせるまちをつくる
政策８．消防・救急体制の充実

施策（１）消防体制の充実

主要事業名 内容（R3年度） 担当課 課別

消防設備整
備事業

　東海地震や首都直下型地震など
の大規模災害の発生が懸念される
昨今、本市でも建物の高層化・大
規模化が進み、災害形態も複雑・
多様化している。また、超高齢化
社会の進行により救急需要も増加
している状況である。消防車、救
急車等の緊急車両や各種資機材を
計画的に整備し、複雑多様化する
災害や増加する救急需要に対し、
市民の安心・安全の確保を図る。

消防課

　新型コロナウイルス感染症の拡大に伴い感
染症対策として、自動心臓マッサージシステ
ム3台、感染防護服や医療用マスク等を整備
しました。また火災、災害時で使用する空気
呼吸器の面体を個人貸与として整備し、感染
対策に努めました。
　危険物設備等の管理のため、ネットワーク
環境を構築し、防火対象物管理システムを導
入しました。

a 達成

　引き続き、高所での消火救助活動に対
応できる消防車や救急車等の緊急車両及
び各種資機材を計画的に整備し、複雑多
様化する災害や増加する救急需要に対
し、円滑且つ迅速に対応できるよう活動
要領等の整備に努めます。

32,013 44,056

消防施設整
備事業

　災害や危機に強い安心・安全な
まちづくりを目指し、消防水利等
の消防施設の整備・更新を行う。
　本署・南分署庁舎及び分団詰所
施設の保守・改修を進める。

消防課

　新たに消火栓を1基増設しました。また、
老朽化した消火栓のボルト交換や漏水等の不
具合が発生した消火栓の修繕や更新を図りま
した。
　119番通報を受ける、通信システムの位置
情報通知システムを更新しました。
　本署消防庁舎については、自家用発電機、
水栓等の修繕を実施しました。南分署庁舎に
ついては、オーバードア、空調機等の修繕を
実施しました。消防団については、第5分団
詰所水栓修繕、第6分団詰所のシャッター修
繕を実施しました。

b 一部達成

　引き続き、老朽化した消火栓の修繕や
耐震式防火水槽の整備、災害時の拠点と
なる本署・南分署・分団詰所の維持管理
や改修を図るとともに、高機能消防緊急
通報指令システム及び消防救急デジタル
無線機器等の維持管理に努めます。
　また、既存する訓練塔の経年による劣
化を鑑み、新たな訓練施設の整備に努め
ます。

11,866 15,151

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

第５次総合振興計画

123

R3年度
決算額
（千円）

R3年度
当初予算額
（千円）

116
（再掲）

基本政策２

主要事業
№

ＰＬＡＮ
ＤＯ

（R3年度中に実施したこと）
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健康で安心して暮らせるまちをつくる
政策８．消防・救急体制の充実

施策（２）救急体制の充実

主要事業名 内容（R3年度） 担当課 課別

救急体制の
強化

　市民ニーズ及び救急需要の増加
に対応するため、救急業務の高度
化・拡充化を図り、職員の知識・
技術の向上に努めるとともに、改
正された消防力の整備指針に基づ
き、救急救命士が常時乗車する救
急体制を確立する。
　また、病院派遣型救急ワークス
テーション制度により、病院に派
遣して出動態勢の強化を図るとと
もに、病院内で救急隊員の教養・
技術研修を実施し、救急隊員のレ
ベル向上を図る。
　なお、令和３年度病院派遣型救
急ワークステーション制度につい
ては、新型コロナウイルス感染拡
大に伴い中止といたします。

消防課

　新たに、救急救命士国家試験に1名合格し
救命士の増強を図りました。また、新型コロ
ナウイルス感染症に伴い感染対策として救急
ワークステーションを中止としましたが、救
急救命士に必要な病院研修等は、6病院と連
携し感染対策を図り実施しました。また、新
型コロナウイルス感染症に伴う、対応訓練等
を実施し、救急出動体制の強化を図りまし
た。

a 達成

　引き続き、救急救命士の養成を実施
し、常時乗車が可能な救急体制の確立に
努めます。
　救急告示病院と更なる連携の強化を図
り、救急隊員の教養・技術レベル向上に
努めます。
　多種多様な感染症に対する、対応訓練
等を継続し、救急出場体制の充実に努め
ます。

6,048 5,105

基本政策２

主要事業
№

第５次総合振興計画
R3年度

当初予算額
（千円）

124

ＣＨＥＣＫ
（評価） R3年度

決算額
（千円）

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

ＤＯ
（R3年度中に実施したこと）

ＰＬＡＮ
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健康で安心して暮らせるまちをつくる
政策８．消防・救急体制の充実

施策（３）地域における消防力の充実

主要事業名 内容（R3年度） 担当課 課別

消防団の活
性化推進事
業

　消防団を中核とした地域防災力
の充実強化を目標に処遇や装備の
整備を図るため、
１　各種事業所に対して消防団活
動の趣旨を理解していただき、団
員が活動しやすい環境を整備す
る。
２　事業所が団員を雇用すること
によるメリットを周知し、協力事
業者の増加を図る。
３　地震等の大災害を想定した詰
所の整備、救急・救助資機材等の
充実強化に努める。
４　消防団員の処遇、待遇等の改
善に努める。

消防課

　新型コロナウイルス感染症拡大に伴い、当
初計画していた事業が中止や延期となりまし
たが、消防特別点検や消防出初式については
感染対策を図り、規模を縮小し実施しまし
た。女性団員活動については、年末に火災予
防広報活動や新入団員募集PR活動などを実施
しました。装備については、全団員へ新基準
冬活動服上下の整備を行い充実強化を図りま
した。

b 一部達成

　消防団員の消防力維持、向上のため感
染に留意し研修や訓練を実施します。装
備の充実強化として、救命ボートを配備
し水害時の活動強化を図ります。また、
各方面に消防団の必要性や団員確保に向
けPRを行うとともに、消防団員の報酬等
の処遇改善に努めます。

24,501 20,580

消防訓練等
実施事業

　事業所、自主防災組織等を対象
に、消防訓練やＡＥＤ講習を実施
し、防災意識や知識・技術の普及
に努める。

消防課

　新型コロナウイルス感染症拡大に伴い、職
員派遣による指導を見合わせ、通報訓練、訓
練用消火器貸出で防災意識の向上に努めまし
た。
　AED講習は実施を見合わせ、資機材やDVDの
貸し出しで普及啓発を図りました。

b 一部達成

　新型コロナウイルス感染症の状況を注
視し、職員派遣指導を段階的に実施し、
事業所、自主防災組織等と連携を図り、
防災意識、知識の普及啓発活動に努めま
す。

41 40

基本政策２

主要事業
№

第５次総合振興計画
R3年度
決算額
（千円）

126

125

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

ＤＯ
（R3年度中に実施したこと）

ＰＬＡＮ
R3年度

当初予算額
（千円）
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健康で安心して暮らせるまちをつくる
政策９．交通安全対策の推進

施策（１）交通安全対策の充実

主要事業名 内容（R3年度） 担当課 課別

交通安全施
設等整備事
業

　交通安全施設の計画的な整備を
行うとともに、補修・維持管理を
行う。
　街路灯の新規設置や既存街路灯
の補修を行い、安心安全な住環境
の整備に努めていくとともに、新
設や交換によるＬＥＤ化を推進す
る。
　信号機のない交差点などに、視
認性を向上させる道路反射鏡
（カーブミラー）や安全を確保す
る区画線を整備し、交通事故を未
然に防止する。

自治振興課

　リース方式によるLED化事業で対象となっ
ている街路灯については、リース事業者と連
携して維持管理を行いました。
　街路灯、道路反射鏡、道路区画線等の交通
安全施設の設置は、緊急性や危険性などを考
慮して、優先度の高いものから整備しまし
た。
　街路灯は、新規設置及び既設街路灯のLED
化工事を137基（共架118基、独立13基、壁面
6基）実施しました。
　道路反射鏡は、新規設置工事を6基（共架1
基、独立5基）実施しました。
　道路区画線の整備は、44箇所を実施しまし
た。

a 達成

　新規設置による街路灯については、LED
化を継続します。既設街路灯について
も、灯具の劣化状況を確認し、LED化を進
めていきます。
　街路灯、道路反射鏡、道路区画線等の
交通安全施設の設置は、緊急性や危険性
などを考慮し、優先度の高いものから計
画的に整備を行うとともに、既存施設の
補修・維持管理についても、適正に実施
していきます。

63,273 65,754

放置自転車
対策の推進
事業

　公共の場所における自転車等の
放置を防止し、市民の良好な生活
環境の保持と通行機能の確保を図
るため、蓮田駅周辺に放置自転車
等整理区域を指定している。
　自転車等が放置されないよう指
導を行い、放置された自転車は整
理及び撤去し、集積所に一時保管
するとともに、水曜日、土曜日及
び日曜日に隔週で放置自転車の引
き取り業務を実施する。

自治振興課

　自転車等の放置防止、また、高齢者の就業
機会を確保する観点から、シルバー人材セン
ターと放置自転車等指導・引取等業務委託契
約を締結し、放置自転車等の整理・撤去を推
進しました。
　放置自転車整理区域に放置された自転車38
台を撤去し、集積所へ移送しました。

a 達成
　自転車等の放置を防止するため、引き
続き放置自転車等指導や引取等業務を実
施します。

4,551 4,506

R3年度
決算額
（千円）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

127

128

R3年度
当初予算額
（千円）

基本政策２

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

ＤＯ
（R3年度中に実施したこと）
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健康で安心して暮らせるまちをつくる
政策９．交通安全対策の推進

施策（１）交通安全対策の充実

主要事業名 内容（R3年度） 担当課 課別

R3年度
決算額
（千円）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

R3年度
当初予算額
（千円）

基本政策２

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

ＤＯ
（R3年度中に実施したこと）

交通安全啓
発事業

　関係機関及び関係団体と連携
し、交通事故の抑止と交通安全に
対する意識高揚を図るため、交通
安全街頭キャンペーンや年間を通
じて市内で開催される各種イベン
トにおいて啓発活動を実施する。

自治振興課

　チャイルドシート・シートベルト着用促進
月間である、8月の広報や防災無線により、
着用について周知、啓発を図りました。ま
た、千葉県八街市の事故を受け、8月26日に
飲酒運転撲滅の啓発活動を実施しました。
　また、9月27日の秋の全国交通安全運動、
11月29日の冬の交通事故防止運動、12月16日
の安心・安全歳末一斉キャンペーンにおい
て、街頭キャンペーンを実施し、横断歩道に
おける歩行者優先についての啓発活動を行い
ました。

a 達成
　交通安全街頭キャンペーンや市内で開
催される各種イベント等において、啓発
活動を継続して実施します。

913 1,083

自治振興課

　交通指導員による市内17箇所の立哨指導
を、4月から3月まで実施しました。
　また、黒浜西小学校（4月13日）、蓮田中
央小学校(4月15日）、黒浜北小学校（4月19
日）、蓮田南小学校(4月27日）、黒浜小学校
（5月14日）で交通安全教室等が開催され、
保護者や児童を対象とした交通指導員による
指導が行われました。

a 達成
　引き続き、市内17箇所の立哨指導や交
通安全教室等を通じ、交通安全の啓発を
図ります。

7,934 7,348

道路課
　埼玉県や関係部署と連携を図り、通学路安
全総点検を実施しました。第5期埼玉県通学
路整備計画を策定しました。

a 達成

　埼玉県が策定した第5期埼玉県通学路整
備計画に基づき、安全対策指摘箇所の補
修やポストコーンなどの設置を進めてい
きます。

0 0

学校教育課

　関係機関と連携し、通学路の合同安全点検
を行い危険箇所を確認し、小・中学校間で情
報を共有しました。
　また、市内で不審者情報が出た際は、速や
かに各学校に周知しました。

a 達成

　引き続き通学路の安全点検を行いま
す。
　また、不審者情報について引き続き速
やかに情報共有ができるようにし、警察
とも連携を取りながら児童・生徒の安全
確保に努めます。

0 0

130
通学路の安
全確保事業

　登下校時の児童・生徒の安全を
確保するために、道路環境の整備
を図るとともに、地域の見守り組
織や小・中学校間の連携強化を図
る。

129
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健康で安心して暮らせるまちをつくる
政策１０．消費生活保護

施策（１）消費生活の安全確保

主要事業名 内容（R3年度） 担当課 課別

消費生活相
談事業

　消費生活に関する相談（消費生
活・多重債務）を的確かつ迅速に
解決・あっせんし、消費者利益の
保護と消費生活の向上を図る。

商工課

　R3年度は、新型コロナウイルス感染症対策
を講じながら消費生活相談（多重債務相談を
含む）を実施し、相談件数は323件でした。
また、複雑化する相談内容に対応するため、
アドバイザー弁護士による専門相談を行いま
した。
　相談能力向上のため、相談員が各種研修に
参加しました。

a 達成
　引き続き、相談員や弁護士による専門
相談を実施していきます。

4,024 3,764

消費者教育
推進事業

　後を絶たない消費者トラブル
に、消費者が自ら対応できるよう
消費者教育を推進する。

商工課

　消費生活相談員と連携し、消費生活出前講
座を実施しました（12月3日老人福祉セン
ター）。
　幼児向けの消費者モラルに関する出前講座
（市内の保育園・幼稚園が対象）及び中学校
での出前講座については、新型コロナウイル
ス感染症拡大防止のため実施しませんでし
た。
　広報誌やホームページを通じて、悪質商法
等の手口を紹介し、被害を未然に防ぐための
啓発活動を行いました。
　成年年齢引き下げに伴い、消費者トラブル
の対策に役立つ啓発冊子を成人式で配布しま
した。また、民生委員・児童委員に配布しま
した。

b 一部達成

　引き続き、広報誌やホームページを通
じて、消費被害を未然に防ぐための啓発
活動を行っていきます。
　相談員等と連携し、出前講座や幼児向
け消費者教育を実施していきます。
　市内中学校へ消費者トラブル対策に役
立つ啓発冊子を配布します。

371 355

基本政策２

主要事業
№

第５次総合振興計画
R3年度
決算額
（千円）

131

R3年度
当初予算額
（千円）

132

ＤＯ
（R3年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

ＰＬＡＮ
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学び合い、豊かな心を育むまちをつくる
政策１．生涯学習を通した生きる力の育成

施策（１）生涯学習体制の充実

主要事業名 内容（R3年度） 担当課 課別

生涯学習推
進事業

　成人式を開催し、新成人の新し
い門出を祝福するとともに、大人
になった自覚を促す。
　また、人材バンク登録者（生涯
学習支援者）を講師として「１日
講座」を開催し、人材バンク制度
のＰＲを行う。

社会教育課

　成人式については、分散化・簡素化等の感
染症対策を行なったうえで実施しました。
　1日講座については、開催時期や会場を分
散し年度を通じて実施し、感染症の影響を受
けにくいかたちで実施しました。

b 一部達成

　民法改正により成年年齢が18歳に引き
下げられたことを受け、成人式の新たな
名称について協議・検討します。
　R3年度に得られた経験・知見をもとに
新型コロナウイルス感染症対策を講じた
うえで出来る行事の開催方法について検
討するとともに、行事参加者の拡充につ
なげていきます。

2,026 846

生きがいづ
くりと社会
参加推進事
業

　各種講座・教室やイベント等の
情報誌「生涯学習ガイドブック」
や生涯学習活動を行う団体を掲載
した「生涯学習団体情報誌」によ
る情報提供を行う。
　また、市民の文化活動等の社会
教育活動への参加促進と団体支援
のため、市内で活動する社会教育
関係団体に補助金を交付する。

社会教育課

　各種情報誌の発行を行い、その中で各種活
動における新型コロナウイルス感染症対策に
ついても掲載し周知を行いました。
　各社会教育関係団体に対して、補助金を交
付しました。

a 達成

　引き続き、情報誌において、新型コロ
ナウイルス感染症対策についても周知し
ていくことで、生涯学習活動の充実と新
型コロナウイルス感染症拡大防止の両立
を促していきます。
　団体支援についても継続して実施を行
います。

1,089 879

高齢者の生
きがい支援
事業

　高齢者のかたがたの健康の増
進、教養の向上、話し合いやレク
リエーションの場を提供するため
の施設の管理運営や、老人クラブ
連合会への補助金の交付、寿大学
の開催等を行う。
　高齢者に敬老の意を表するとと
もに、地域での高齢者見守りの視
点から、地域敬老会の開催に対
し、補助金の交付を行う。
　また、高齢者施策の充実と適正
な事業の推進を図るため、高齢者
福祉計画を策定する。

長寿支援課

　老人福祉センターは、新型コロナウイルス
の影響で、時間短縮での開館（9時30分～12
時15分）や感染状況に応じた休館等の対応を
しながら、活動にも制限を設け管理運営を行
いました。
　老人クラブは感染症対策を施し、グランド
ゴルフ等の実施可能な活動を行いました。
　地域敬老会については、中止に伴う代替え
事業として敬老お祝いメッセージを対象者へ
郵送しました。地域敬老会事業推進本部会議
を2回開催し、今後の事業の対応や方針等に
ついて協議しました。
　蓮田市高齢者福祉計画2021・第8期介護保
険事業計画書のダイジェスト版を全戸配布し
ました。高齢者福祉計画等策定委員会を開催
し、計画の進行管理を行いました。

a 達成

　老人福祉センターについては、利用者
の安全・安心を考え、指定管理者と連
携・協力を図ります。
　老人クラブの活動について、事務局と
して支援を行います。
　敬老会事業について、今後の方向性等
について協議・調整を行います。
　高齢者福祉計画・介護保険事業計画
は、策定業務を委託する業者選定を行
い、次期計画に向けたアンケート調査の
実施と進行管理を行います。

55,705 46,887

R3年度
決算額
（千円）

88
（再掲）

134

133

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

R3年度
当初予算額
（千円）

基本政策３

主要事業
№

ＰＬＡＮ ＣＨＥＣＫ
（評価）第５次総合振興計画 ＤＯ

（R3年度中に実施したこと）
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学び合い、豊かな心を育むまちをつくる
政策１．生涯学習を通した生きる力の育成

施策（２）学習環境の充実

主要事業名 内容（R3年度） 担当課 課別

図書館シス
テムの最適
化及び学校
図書館資源
共有化推進
事業

　情報化社会に適応した効率的、
効果的、安定的な図書館情報シス
テムを活用し、業務効率の向上、
情報提供機能の充実、利便性の向
上を図る。
　また、学校図書館との連携を推
進し、子どもの読書活動支援と読
書環境の充実を図る。

社会教育課

　図書館資料を循環していくために書籍、視
聴覚資料等6,000点以上の除籍を行いまし
た。
　また、2月26日から3月4日までの間に蔵書
点検を行いました。ICタグを活用し、迅速な
点検作業を行うことができました。
　3月18日に小学校団体貸出巡回サービスに
て貸し出していた巡回図書をすべて回収し、
点検しました。

a 達成

　引き続き、図書館システムを活用し、
サービスの向上を目指していきます。
　1小学校につき100冊の図書を2か月に1
度巡回し、学校と密に連携を取ること
で、子どもの読書活動支援と読書環境の
充実を図ります。

12,800 12,796

図書館機
能・サービ
スの充実

　「蓮田市図書館サービスビジョ
ン」に基づき、あらゆる世代や図
書館利用に困難があるかたに対応
した情報提供の機能や学習機会の
提供を行い、サービスのさらなる
充実を図る。

社会教育課

　照明器具等改修工事（2期）を行いまし
た。
また、児童書コーナーでは、昔から親しまれ
ている本を紹介するコーナーの規模を拡大す
るための選書を始めました。さらに、絵本を
探しやすくするために行っていた作家の見出
しの案内を、見直しました。
　心によりそう本のコーナーを社会情勢に合
わせて内容を変更したり、SDGsの図書の継続
展示を行うなど、利用者が利用しやすい環境
に整えました。

a 達成

　R4年度は電話機等交換工事を予定して
います。
　引き続き、利用者が利用しやすい環境
を整えていきます。

66,917 61,792

基本政策３

主要事業
№

第５次総合振興計画
R3年度
決算額
（千円）

136

135

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

ＤＯ
（R3年度中に実施したこと）

ＰＬＡＮ
R3年度

当初予算額
（千円）
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学び合い、豊かな心を育むまちをつくる
政策２．地域に根差した文化の継承と活用

施策（１）芸術・文化活動の振興

主要事業名 内容（R3年度） 担当課 課別

総合文化会
館運営事業

　子どもから大人まで音楽・演
劇・各種講演会などに利用できる
文化拠点の中核施設となる総合文
化会館で文化活動の支援を行う。

文化スポー
ツ課

　新型コロナウイルス感染症の影響で規模縮
小となりましたが、自主事業イベント等を実
施しました。
　また、総合文化会館運営協議会を開催し、
ハスピアの管理運営状況の検証方法などにつ
いて議論しました。

a 達成
　ハストピアの管理運営状況を検証し、
運営主体について検討を行います。

27,031 21,417

ハストピア
サポーター
ズ事業

　総合文化会館が行う事業を市民
組織であるハストピアサポーター
ズと協働で推進するととともに、
人材の育成・支援等を行う。

文化スポー
ツ課

　自主事業イベントの再開とともに、サポー
ターズの活動も再開し、3事業について協働
で実施しました。

b 一部達成

　新型コロナウイルス感染症の状況を鑑
み、ハストピアサポーターズと協働によ
る事業を検討します。また、サポーター
ズ養成講座等を開講し、人材育成を行い
ます。

400 221

R3年度
決算額
（千円）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

138

137

R3年度
当初予算額
（千円）

基本政策３

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

ＤＯ
（R3年度中に実施したこと）
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学び合い、豊かな心を育むまちをつくる
政策２．地域に根差した文化の継承と活用

施策（２）歴史・文化の保全と活用

主要事業名 内容（R3年度） 担当課 課別

学校教育課

　小学6年生を対象に、歴史講座を行いまし
た。
　また、小学4年生は、社会科副読本を用
い、閏戸の式三番について学習しました。

b 一部達成
　引き続き小学生を対象に、郷土を学
び、文化財を次世代に受け継ぐ事業を実
施していきます。

0 0

社会教育課

　前年度に引き続き企画展示として「疫病と
くらし」を実施したほか、史跡黒浜貝塚の国
指定15周年を記念した企画展示も実施しまし
た。
　学校歴史講座は、文化財展示館と史跡黒浜
貝塚にて4校開催しました。
　文化財保存活用地域計画の策定について
は、文化財保護審議会で事務局案の一部を提
示しました。

a 達成

　講座については、感染症対策を講じる
とともにアフターコロナを見据えなが
ら、開催方法を検討し、実施につなげて
いきます。
　文化財保存活用地域計画の策定にあ
たっては、研修等に参加・研究しながら
構成案等を審議会で諮っていきます。

10,158 10,233

国指定史跡
黒浜貝塚整
備・活用事
業

　縄文時代前期中頃の標式遺跡と
して貴重な国指定史跡黒浜貝塚
を、市民憩いの広場、生涯学習の
場として活用する。「黒浜貝塚基
本構想・基本計画策定報告書」に
従い、整備完了に向けて推進す
る。
　また、未公有地については、買
収事務を計画的に実施し、完全公
有化を目指す。

社会教育課

　整備工事では、ウッドチップを用いた園路
舗装工事を一部にて実施したほか、椿山のム
ラに案内板を設置しました。
　管理面では、椿山のムラを確認できる位置
に防犯カメラを設置しました。また、蓮田市
史跡黒浜貝塚設置及び管理条例を策定しまし
た。
　8月からは「黒浜貝塚ARアプリ」を公開
し、啓発を図っています。

a 達成

　国庫補助金を受けながら整備を進め、
R4年度の事業完了を目指します。多くの
かたに史跡を活用していただけるよう、
管理を計画的に行います。未公有地につ
いては、R5年度の買収を目指し、計画的
に進められるよう調整を行います。

44,272 36,741

市内貝塚群
国指定史跡
化推進事業

　関山貝塚、綾瀬貝塚等も含めた
市内貝塚群について調査し、シ
ティセールスの資源として活用を
目指す。

社会教育課
　黒浜貝塚群を含む市内貝塚において、発掘
調査や試掘調査、工事立会を実施し、遺跡の
保存状況を確認しました。

b 一部達成
　市内貝塚では住宅等の建設が進んでい
るため、引き続き調査を行い、保存状況
を把握していきます。

0 0

R3年度
決算額
（千円）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

ＤＯ
（R3年度中に実施したこと）

ＰＬＡＮ
R3年度

当初予算額
（千円）

141

140

139

基本政策３

主要事業
№

第５次総合振興計画

文化財啓発
事業

　文化財展示館において企画展示
等を展開し、市内に数多く残る文
化財全般を広く市民に啓発する。
　また、学校歴史講座を市内の学
校で開催し、郷土を学び、文化財
を次世代に受け継ぐ事業を展開す
る。
　未指定文化財を含めた文化財の
保存・活用を図るため、文化財保
存活用地域計画を策定する。
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学び合い、豊かな心を育むまちをつくる
政策２．地域に根差した文化の継承と活用

施策（２）歴史・文化の保全と活用

主要事業名 内容（R3年度） 担当課 課別

R3年度
決算額
（千円）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

ＤＯ
（R3年度中に実施したこと）

ＰＬＡＮ
R3年度

当初予算額
（千円）

基本政策３

主要事業
№

第５次総合振興計画

埋蔵文化財
保存事業

　文化財保護法、埼玉県文化財保
護条例、蓮田市文化財保護条例に
則り、埋蔵文化財包蔵地内での個
人住宅建設などの開発に先立ち、
試掘調査を実施する。遺構などが
確認された場合には発掘調査を実
施し、記録保存を行い文化財を保
護していく。
　また、発掘調査の見学機会を多
く創出することにより、蓮田市の
文化財を広く啓発する。

社会教育課

　宅地造成等による試掘調査を16件行いまし
た。発掘調査は3件実施し、記録保存を行い
ました。
　このほか環境学習館の改修工事と市役所駐
車場整備に先立ち、試掘調査を実施し、遺跡
の内容を確認しました。

a 達成

　引き続き試掘調査等を実施し、市内の
遺跡の保存状況を把握します。発掘調査
の成果に関しては報告書を刊行し、公開
に努めます。

14,420 11,980

市指定文化
財保存修復
事業

　高虫氷川神社や黒浜久伊豆神社
の彫刻など指定後劣化している指
定文化財に対して、保護ネットを
かける。また、彫刻のデジタル復
元を実施し、解説板を制作する。

社会教育課

　高虫氷川神社本殿の欄干の破損部分に関し
ては、氏子総代から簡易的補修で構わないと
の意向が示されました。担当で保存及び修復
を予定し、必要な材料を調査の上、調達しま
した。

b 一部達成

　高虫氷川神社本殿の欄干の破損部分に
関しては、氏子総代とも調整を図りなが
ら担当で修復を行います。
　そのほかの修復に関しては、今後検討
していきます。

0 0143

142
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学び合い、豊かな心を育むまちをつくる
政策３．国際交流・多文化共生

施策（１）地域交流・多文化交流の促進

主要事業名 内容（R3年度） 担当課 課別

自治振興課

　外国人のための日本語教室の支援を行いま
した。新型コロナウイルス感染防止を図るた
め、県のワンナイトステイ事業は、ホームス
テイからオンライン交流会に変更となり、蓮
田市からは１家庭が参加しました。

a 達成
　日本語教室、ワンナイトステイ事業を
中心とする支援を継続します。

4 4

学校教育課

　新型コロナウイルス感染症の影響により、
R3年度はオーストラリアとの国際交流はでき
ませんでしたが、現地校の先生と連絡を取り
合いました。

b 一部達成
　引き続き、現地校の先生と連絡を取り
合い、状況を注視していきます。

0 0

外国語指導
助手招致事
業

　市内全中学校に各１名の外国語
指導助手（ＡＬＴ）を配置し、中
学校英語教育、小学校外国語活
動、国際理解教育の推進を図る。
　また、小学校高学年で英語が正
式教科となり、英語教育を小・中
学校で系統的に行えるように検討
する。

学校教育課

　6人体制で市内の各校の外国語教育の充実
に取り組み、その推進のためにALTミーティ
ングを定期開催し、情報交換を行いました。
　例年行っている推進協議会は新型コロナウ
イルス感染症の影響で開催できませんでした
が、他の授業研究会にて、小・中学校間での
情報交換を行いました。

a 達成

　引き続き、ALT及び外国語活動推進委員
を中心に各校と連携を図りながら、市内
各校の外国語教育及び国際理解教育を推
進していきます。
　また、今年度は推進協議会を開催し、
小・中連携を図っていきます。

22,775 22,293

外国語指導
助手小学校
配置推進事
業

　全ての小学校に外国語指導助手
（ＡＬＴ）を常置して、小学校に
おける英語教育及び外国語活動の
充実を図る。

学校教育課
　小学校教員とのティームティーチングを実
施しました。各小学校ではALTとの会話活動
を充実させました。

a 達成

　小学校で外国語が教科化されたことを
受け、ALTの授業における位置づけを再度
確認し、ALTにも学習指導要領に準じた教
育を推進するよう指導します。

5,139 4,464

R3年度
決算額
（千円）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

59
（再掲）

　外国人のための日本語教室、国
際文化交流会の活動支援やワンナ
イトステイ事業等への協力を行
う。

R3年度
当初予算額
（千円）

基本政策３

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

ＤＯ
（R3年度中に実施したこと）

60
（再掲）

144
国際交流推
進事業
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学び合い、豊かな心を育むまちをつくる
政策３．国際交流・多文化共生

施策（１）地域交流・多文化交流の促進

主要事業名 内容（R3年度） 担当課 課別

R3年度
決算額
（千円）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

R3年度
当初予算額
（千円）

基本政策３

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

ＤＯ
（R3年度中に実施したこと）

小・中学校
英語教育推
進事業

　市内小学校に英語教育（外国語
活動）サポーターを配置し、外国
語指導助手（ＡＬＴ）とともに小
学校外国語活動を推進し、将来、
国際的視野に立って活躍できる児
童の育成を図る。

学校教育課
　5名の小学校外国語サポーターをALTととも
に小学校に配置し、小学校の外国語科の授業
で授業支援を行いました。

a 達成

　新規の外国語サポーターが増えるよ
う、積極的に募集を行います。
　また、小学校担任やALTとの連携を強化
し、授業の内容の充実化を図ります。

1,440 1,053

中学校国際
親善訪問団
派遣事業

　国際社会に対応するため、異文
化に触れることにより国際的視
野、国際感覚を持った人材を育成
する。
　また、生徒の語学への意欲と興
味・関心を高める。
　なお、令和３年度の中学校国際
親善訪問団派遣事業については、
新型コロナウイルス感染拡大に伴
い中止といたします。

学校教育課

　新型コロナウイルス感染拡大により、相互
訪問を実施することができませんでした。
　現地校の先生とは毎月連絡を取り合い、情
報交換をしました。

b 一部達成

　R4年度も実施を見送りました。現地校
の先生からは、次年度以降も見通しが
立っていないという連絡を受けていま
す。
　今後に向けて、オンラインでの交流を
含め、引き続き連絡を密に取っていきま
す。

0 0

61
（再掲）

62
（再掲）
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学び合い、豊かな心を育むまちをつくる
政策４．スポーツ・レクリエーションの振興

施策（１）スポーツ・レクリエーション活動の促進

主要事業名 内容（R3年度） 担当課 課別

スポーツ団
体育成・支
援事業

　スポーツ振興の中心的な担い
手、受け皿となっているスポーツ
団体の育成及び支援を行う。

文化スポー
ツ課

　スポーツ振興の中心的な担い手、受け皿と
なっているスポーツ団体に補助金を交付し、
団体の支援を行いました。また、スポーツの
全国大会等の出場者に対し、奨励金を交付し
ました。

b 一部達成

　引き続き団体への補助金の交付を行
い、支援を継続していきます。また、新
たに整備した全国大会等の奨励金制度に
ついて周知していきます。

2,586 2,210

スポーツ・
レクリエー
ション普及
事業

　スポーツ推進委員・スポーツ協
会・スポーツ少年団・レクリエー
ション協会等によるスポーツ振興
や、各種団体等と協力・連携して
実施しているはすだスポーツフェ
スタ等のスポーツイベント、ま
た、各種スポーツ教室の実施など
により、市民のスポーツ参加の機
会をつくる。

文化スポー
ツ課

　新型コロナウイルス感染症拡大防止のた
め、スポーツフェスタなど大きなイベント等
は中止となりましたが、一部事業を実施しま
した。

b 一部達成
　新型コロナウイルス感染症の状況を鑑
みて、スポーツ・レクレーションの普及
事業を推進していきます。

9,185 3,564

スポーツ・
レクリエー
ション指導
者の育成

　スポーツ振興を推進するため、
スポーツ推進委員をはじめとする
指導者等の育成を図る。

文化スポー
ツ課

　新型コロナウイルス感染症の影響で規模縮
小となりましたが、一部事業を実施しまし
た。

b 一部達成

　新型コロナウイルス感染症の状況を鑑
みて、スポーツ・レクリエーション指導
者等の育成のための研修について、研
究・実施していきます。

510 125

中学校部活
動推進事業

　生徒の体力の向上及び心の健全
育成を目指し、市内全５校に部活
動外部指導者を配置し、質の高い
専門的な技術指導により、部活動
の活性化を図る。

学校教育課

　H30年度作成の「蓮田市立中学校部活動の
在り方に関する方針」に基づいて各中学校で
部活動が行われており、各部活動ごとに活動
方針と活動計画書が作成され、各校のホーム
ページで公表しています。
　部活動外部指導者を市内中学校5校に17
名、部活動指導員を市内中学校2校に4名配置
しました。

a 達成

　引き続き、ガイドラインに基づいた部
活動を実施していき、部活動外部指導者
を各校に配置します。
　また、部活動指導員の増員に向けて、
年間を通じて募集し、専門的な技術指導
及び教職員の働き方の改革を進めていき
ます。

480 469

R3年度
決算額
（千円）

基本政策３

主要事業
№

第５次総合振興計画

146

145

ＰＬＡＮ
R3年度

当初予算額
（千円）

58
（再掲）

147

ＤＯ
（R3年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）
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学び合い、豊かな心を育むまちをつくる
政策４．スポーツ・レクリエーションの振興

施策（２）スポーツ施設整備の促進

主要事業名 内容（R3年度） 担当課 課別

スポーツ施
設整備事業

　黒浜公園周辺や総合市民体育館
周辺の再整備をはじめ、屋内及び
屋外体育施設の新設・整備に向け
て調査検討を行い、生涯スポーツ
環境の整備推進を図る。

文化スポー
ツ課

　「蓮田市総合市民体育館サブアリーナ建設
等検討会議」を開催し、蓮田市総合市民体育
館大規模改修及びサブアリーナ建設基本計画
を策定しました。

a 達成
　大規模改修及びサブアリーナ建設工事
について、設計を進めていきます。

0 8,176

基本政策３

主要事業
№

第５次総合振興計画
R3年度

当初予算額
（千円）

148

ＣＨＥＣＫ
（評価） R3年度

決算額
（千円）

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

ＰＬＡＮ
ＤＯ

（R3年度中に実施したこと）
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学び合い、豊かな心を育むまちをつくる
政策５．人権教育・啓発の推進

施策（１）人権意識の高揚

主要事業名 内容（R3年度） 担当課 課別

庶務課

　蓮田市人権施策推進指針及び蓮田市人権施
策実施計画に基づき、「教職員合同現地研修
会（8月）」、「埼葛人権を考えるつどい
（10月）」、「職員人権同和問題研修会（1
月）」、「教育管理職人権研修会（2月）」
などの事業を実施し人権啓発に取り組みまし
た。

a 達成

人権尊重社会を構築するため、関係団体
等と連携協力しながら、引き続き、様々
な研修会等を企画実施して人権啓発を
行っていきます。

1,787 1,237

社会教育課

　広報はすだ6・8・12・3月号に「人権それ
は愛」の掲載を行いました。新型コロナウイ
ルス感染症に関するいじめ防止の啓発紙を作
成しました。新型コロナウイルス感染拡大防
止のため、蓮田市人権問題講演会をオンライ
ン配信形式で行い、講師は日本薬科大学小林
賢先生、演題は「薬物依存と人権問題」とし
て実施しました。

b 一部達成

　人権教育推進のため、各種差別解消法
の意義を踏まえた上で、引き続き各種研
修会や講演会等を開催、その他あらゆる
機会に人権啓発活動を展開しながら、時
代や世相に適した活動を行っていきま
す。並行して新型コロナウイルス感染症
に関するいじめ防止の啓発も行っていき
ます。

1,343 1,077

庶務課
　問題が生じなかったため、いじめ問題調査
委員会は開催しておりません。

d その他

　問題が生じた場合は、必要に応じて、
いじめ問題調査委員会を開催し、教育委
員会等関係機関と緊密に連携し、いじめ
防止の対策に努めます。

69 0

学校教育課

　各学校の月例いじめ報告により、各校のい
じめの状況の把握に努めました。
　SNSを使ったいじめを防止するため、市内
各小・中学校を対象にいじめ防止啓発のリー
フレット等を配布するとともに、12月に市内
各小・中学校の代表児童生徒による意見交換
会を実施しました。

a 達成

　引き続き、未然防止・早期発見・組織
的な対応ができるよう、いじめ防止対策
及びいじめ防止に係る児童生徒の自発的
な取組を総合的に推進していきます。
　また、いじめ問題対策連絡協議会やい
じめ問題専門委員会を開催し、いじめ防
止対策の検証や見直しも継続して行いま
す。

69 69

R3年度
決算額
（千円）

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

ＰＬＡＮ

150
いじめ防止
対策推進事
業

　児童・生徒に寄り添う教育相談
体制を構築し、心の教育の効果的
な推進と児童・生徒の望ましい成
長、自己実現への支援を行う。
　また、「蓮田市いじめ防止基本
方針」に基づき、必要な組織を設
置し、関係機関との連携強化や実
効的ないじめ防止対策を総合的に
推進する。

149
人権教育・
啓発推進事
業

　人権について、市民が正しい理
解と認識を深めるため、各種研修
会、講演会等を開催し、人権啓発
活動を展開する。
　埼葛１２市町と連携協議し、市
民の人権意識への高揚を図り、あ
らゆる機会をとらえて人権問題の
解決につなげていく。
　また、各種研修会の開催、関係
冊子の作成や広報への関係記事の
掲載、啓発品の配布等を継続して
行う。

R3年度
当初予算額
（千円）

基本政策３

主要事業
№

第５次総合振興計画 ＤＯ
（R3年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価）
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学び合い、豊かな心を育むまちをつくる
政策６．平和行政の推進

施策（１）平和意識の高揚

主要事業名 内容（R3年度） 担当課 課別

平和行政推
進事業

　戦争の悲惨さと平和の大切さを
市民一人ひとりが再認識する機会
を創出するために、標語書道展や
映画会等の平和を意識した事業を
実施する。子どもから大人まで幅
広く平和の大切さについて改めて
関心を持つことにより、平和を願
う意識を高めていく。

庶務課

　12月18日（土）に「平和の映画会」を新型
コロナウイルス感染症拡大防止策を講じて開
催しました。上映した映画は、「あの日のオ
ルガン」で参加者は188名でした。
　「平和の標語書道展」については、新型コ
ロナウイルスの感染拡大により、開催が困難
だったことからR3年度は中止としました。

b 一部達成

　平和都市宣言に基づいて、平和の尊さ
を再認識するための施策として、引き続
き、各種事業を継続的に実施していきま
す。
　なお、平和の映画会は、「あの日のオ
ルガン」の上映を定期的に上映できるよ
う事業を進めていきます。

589 445

R3年度
決算額
（千円）

基本政策３

主要事業
№

第５次総合振興計画

151

ＰＬＡＮ
R3年度

当初予算額
（千円）

ＤＯ
（R3年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）
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学び合い、豊かな心を育むまちをつくる
政策７．男女共同参画の推進

施策（１）男女共同参画の促進

主要事業名 内容（R3年度） 担当課 課別

男女共同参
画への意識
づくり

　男女共同参画社会づくりを推進
する意識啓発事業として、蓮田市
男女共生情報誌「ぱすてる」の発
行や男女共同参画セミナー等を開
催する。
　「はすだ男女共生プラン２０２
５」の進行管理等を計画的に実施
し、「蓮田市男女共同参画行政推
進会議」を効果的に運営する。

庶務課

　「はすだ男女共生プラン2025」に基づき、
同プランのR2年度実施分の進行管理を行いま
した。
　女性活躍推進セミナーについては、3月12
日に予定していましたが、まん延防止等重点
措置の期間延長に伴い開催を中止としまし
た。
　蓮田市男女共生情報誌「ぱすてる」を1月
に発行し広報はすだと一緒に配布を行いまし
た。

b 一部達成

　「はすだ男女共生プラン2025」に基づ
き、各課で所管された事業が具体的に実
施されるよう進行管理を行うとともに、
男女共同参画推進に向けたセミナーを開
催します。
　また、男女共生情報を発信し男女共同
参画への意識づくりを行います。

386 234

庶務課

　「はすだ男女共生プラン2025」のR2年度実
施分の進行管理を行いました。
　女性活躍推進セミナーについては、3月12
日に予定していたが、まん延防止等重点措置
の期間延長に伴い開催を中止としました。

b 一部達成

　「はすだ男女共生プラン2025」に基づ
き、各課で所管された事業が具体的に実
施されるよう進行管理を行うとともに、
男女共同参画推進に向けたセミナーを開
催します。

386 234

商工課

　11月8日、埼玉県・白岡市との共催によ
り、女性対象の在宅ワーカー育成セミナーを
開催しました。
　国・県などで行われるセミナーの開催案
内、制度に関する情報を健康福祉部、生涯学
習部、学校教育部の関係各課へ提供しまし
た。

a 達成

　引き続き国・県などで行われるセミ
ナーの開催案内、制度に関する情報提供
などを行っていきます。
　庶務課と共同で、男女共同参画をテー
マとしたセミナーの実施について検討し
ていきます。

0 0

子ども支援
課

　新型コロナウイルスの流行が長期化する中
で、対面による助産師からの沐浴等のアドバ
イスを希望する人が増えています。このこと
から、従来の集団で行う両親学級に加え、毎
月1回個別に行うプレママパパ講座を開始し
ました。

a 達成

　プレママパパ講座が好評だったことか
ら、引き続き実施し、コロナ禍の中でも
できる男性の子育て参加促進策を検討し
ます。

48 48

R3年度
決算額
（千円）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

4
（再掲）

ワーク・ラ
イフ・バラ
ンスの推進
事業

　仕事と子育ての両立ができる働
きやすい環境づくりの推進のた
め、母子健康手帳交付時等におい
て支援制度の周知に努めるほか、
両親学級において父親の役割等の
講話を実施するなど男性の子育て
参加の促進を図る。

152

R3年度
当初予算額
（千円）

基本政策３

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

ＤＯ
（R3年度中に実施したこと）
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学び合い、豊かな心を育むまちをつくる
政策７．男女共同参画の推進

施策（２）相談体制等の充実

主要事業名 内容（R3年度） 担当課 課別

庶務課
　被害者からのＤＶ相談等について、福祉
課、子ども支援課など関係各課と連携しなが
ら、適切な対応を行いました。

a 達成

　引き続き、ＤＶ担当職員の対応能力向
上を図るとともに、必要に応じて蓮田市
庁内ＤＶ対策連絡会議を開催し、関係各
課と連携しながら適切な対応を行いま
す。

0 0

子ども支援
課

　相談窓口における啓発を行いました。
　また、関係各課及び関係機関と連携を取り
ながら対応しました。

a 達成

　関係各課及び関係機関と連携を取りな
がら、男女間におけるあらゆる暴力の根
絶を図るための意識啓発に努めていきま
す。

0 0

基本政策３

主要事業
№

第５次総合振興計画
R3年度
決算額
（千円）

153

男女間のあ
らゆる暴力
のない社会
づくり

　男女間のあらゆる暴力等を根絶
するために、関係機関と連携し、
情報提供や相談窓口の充実を図
る。
　また、被害者への支援を行うた
め、蓮田市庁内ＤＶ対策連絡会議
を開催し、関係各課と対応を協議
する。

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

ＰＬＡＮ
ＤＯ

（R3年度中に実施したこと）

R3年度
当初予算額
（千円）
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政策１．産業の創出支援
施策（１）企業立地促進

主要事業名 内容（R3年度） 担当課 課別

農政課

　産業団地整備課と協議を行い、高虫西部地
区の産業団地整備において、農業振興地域整
備計画の変更と市街化への編入が円滑に行わ
れるように、スケジュールの確認を行いまし
た。

a 達成
　高虫西部地区の市街化への編入につい
て、県と協議を進め、農業振興地域整備
計画の変更を行います。

0 0

商工課

　産業団地整備課や建築指導課と連携し、進
出をしようとしている企業の情報共有に努め
ました。
　中小企業等経営強化法に基づく先端設備等
導入計画の申請が4件あり、すべてを認定し
ました。

b 一部達成

　引き続き関係部署と連携し企業誘致に
関する情報の共有を行っていきます。ま
た、県が主催する会議等に出席し、情報
収集に努めます。

0 0

都市計画課

　高虫西部地区産業団地の市街化区域への編
入に向け、産業団地整備課との調整を行うと
ともに、県都市計画課と手続に関する打合せ
を実施しました。

a 達成

　引き続き、市街化区域への編入に向
け、関係機関との協議を継続し、県決
定・市決定の都市計画決定図書（案）の
作成を進めます。

0 0

産業団地整
備課

　高虫西部地区では、土地区画整理組合設立
準備会及び業務代行予定者等と協力し、土地
区画整理組合の設立準備を進めました。ま
た、市街化区域への編入に向けて、農林調整
措置等に係る関係機関協議を行いました。
　根金井沼地区では、都市計画法第34条第12
号に基づく区域指定制度を活用し、民間企業
からの立地相談に対応しました。

b 一部達成

　高虫西部地区では、組合設立準備会及
び業務代行予定者等と協力し、継続して
市街化区域への編入及び土地区画整理事
業(組合施行)の認可取得に向けた国・県
等との協議を進めます。
　根金井沼地区では、引き続き都市計画
法第34条第12号に基づく区域指定制度を
活用し、企業の誘致を図ります。

3,023 2,771

建築指導課

　区域指定制度について、新たに手続きに
至った案件は無かったものの、窓口での説明
や相談票の受理･回答を行い、誘致の可否を
判断しました。

b 一部達成

　相談者に対して他課との協議や区域の
再検討等を促し、適切な事業について
は、区域指定制度を活用し、手続きを進
めていきます。

0 0

R3年度
決算額
（千円）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

ＰＬＡＮ
第５次総合振興計画 ＤＯ

（R3年度中に実施したこと）

R3年度
当初予算額
（千円）

主要事業
№

154
産業基盤整
備事業

　産業集積拠点に位置付けのある
高虫西部地区においては、産業団
地を整備するため、市街化区域へ
の編入と市の都市計画（用途地
域、防火・準防火地域、地区計画
等）を決定するために必要となる
手続きを行う。
　高虫西部地区土地区画整理組合
設立準備会及び業務代行予定者と
協力し、国・県等関係機関との協
議を加速させ、組合施行による土
地区画整理事業の認可取得を目指
す。
　根金井沼地区のうち国道122号
沿道周辺においては、都市計画法
第３４条第１２号に基づく区域指
定制度等を活用し、民間活力によ
る工業及び流通系企業の誘致を図
る。
　また、事業進捗を図るための優
遇制度や企業誘致を図るための事
業について、調査・検討を行う。

基本政策４ 地域の資源が活
い

きるまちをつくる
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政策１．産業の創出支援
施策（２）創業支援

主要事業名 内容（R3年度） 担当課 課別

創業支援事
業

　創業支援等事業計画に基づき、
商工会や埼玉県産業振興公社等と
連携し、創業希望者に対し、創業
に必要な支援を行う。また、潜在
的創業希望者を掘り起こすため、
創業に対する機運醸成を図る。

商工課

　8月から9月にかけて、商工会が近隣の市町
と共同で創業塾を開催しました。
　「蓮田市起業家支援事業補助金」の申請に
対し、3件補助しました。
　3月16日に蓮田市商工会、公益財団法人埼
玉県産業振興公社と共催で、オンライン形式
による「女性のためのプチ起業セミナー」を
開催しました。

a 達成

　引き続き商工会が実施する創業塾を支
援していきます。
　埼玉県産業振興公社と創業セミナーを
継続して実施していきます。
「蓮田市起業家支援事業補助金」を活用
し、創業支援を行っていきます。

600 600

基本政策４ 地域の資源が活
い

きるまちをつくる

主要事業
№

第５次総合振興計画
R3年度
決算額
（千円）

R3年度
当初予算額
（千円）

155

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

ＤＯ
（R3年度中に実施したこと）

ＰＬＡＮ
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政策２．産業育成・支援
施策（１）産業振興・経営基盤の強化

主要事業名 内容（R3年度） 担当課 課別

中心市街地
の活性化推
進事業

　地域に密着したイベント等を関
係団体と協働で行うことで、蓮田
駅周辺の賑わいを創出し、中心市
街地の活性化を図る。

商工課

　11月3日から5日までの3日間、JR東日本・
伊奈町観光協会・埼玉新都市交通（株）と連
携し、「駅からハイキング」を実施しまし
た。
　商工会が実施した「Go!Go!スタンプ蓮田」
（12月1日から31日）、蓮田駅東口・西口イ
ルミネーション事業（12月1日からR4年2月28
日）また、商工会が白岡市商工会と共同で実
施した「白岡・蓮田合同街バルパスポート」
（10月1日から31日）について広報誌、ホー
ムページで周知を行いました。
　4つの商店会（東口・椿山・緑町・閏戸）
に対し、街路灯電気料補助金を交付しまし
た。

a 達成

　新型コロナウイルス感染症対策を講じ
ながら、引き続き関係団体と連携したイ
ベントなどを実施していきます。また、
関係団体が実施する事業に対し補助金の
交付、運営の支援を行っていきます。

3,500 423

商工会との
連携支援事
業

　商工会法の定めるところにより
設立された蓮田市商工会に対し補
助金を交付するとともに、連携し
て事業を実施することにより商工
業の総合的な発展を図る。

商工課
　商工会に対し補助金を交付しました。ま
た、商工会が実施した様々な事業に対し支援
を行いました。

a 達成
　引き続き、様々な面で商工会と連携
し、市内の商工業の振興に努めていきま
す。

29,525 27,000

商業団体活
性化推進事
業

　雅楽谷の森フェスティバルをは
じめ、商業団体や商店街が自主的
に取り組む事業に対し補助金を交
付し、商業団体の活性化、まちの
活力やイメージアップを図る。
　出会いの場を提供するイベント
等については、関係団体と連携
し、地域の資源を活用しながら事
業を実施し、蓮田に興味を持ち、
愛着を感じる人を増やしていく。

商工課

　オンライン形式により実施された「第13回
雅楽谷の森フェスティバル」に対し、「商業
団体活性化推進事業補助金」を交付しまし
た。

b 一部達成
　引き続き、補助金の交付をするととも
に、まちの活力やイメージアップに向け
た取り組みを支援していきます。

1,428 600

基本政策４ 地域の資源が活
い

きるまちをつくる

R3年度
決算額
（千円）

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

主要事業
№

第５次総合振興計画
R3年度

当初予算額
（千円）

ＣＨＥＣＫ
（評価）ＤＯ

（R3年度中に実施したこと）

157

156

158

ＰＬＡＮ
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政策２．産業育成・支援
施策（１）産業振興・経営基盤の強化

主要事業名 内容（R3年度） 担当課 課別

基本政策４ 地域の資源が活
い

きるまちをつくる

R3年度
決算額
（千円）

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

主要事業
№

第５次総合振興計画
R3年度

当初予算額
（千円）

ＣＨＥＣＫ
（評価）ＤＯ

（R3年度中に実施したこと）

ＰＬＡＮ

農政課

　一般社団法人蓮田市農商工連携推進協議会
農産物部会が、新サービスエリア内にあるテ
ナントの青果店に地場産農産物を継続的に納
入しています。
　新型コロナウイルス感染症拡大防止のた
め、新サービスエリアで特産品フェアが開催
できずPRを行うことができませんでした。

b 一部達成

　新サービスエリアは特産品のPRに適し
た場所であるため、商工課と連携して、
特産品フェアの再開に向けて検討しま
す。
　また、新サービスエリアへ地場産農産
物を納入している、蓮田市農商工連携推
進協議会農産物部会の取組みを継続して
支援します。

0 0

商工課

　商業施設内の催事場で行われた「全国銘
菓・銘品フェア」（7月21日から8月30日、R4
年2月21日から3月25日）において、はすだ観
光協会がはすぴぃグッズの販売を行いまし
た。

a 達成

　蓮田に来てもらうための動機付けとな
るよう、ウォーキングイベント等で立ち
寄りスポットとする等の活用を図ってい
きます。
　「蓮田・埼玉フェア」で、はすぴぃ
グッズや市の特産品の販売を行っていき
ます。

0 0

都市計画課

　R3年7月に蓮田市都市計画マスタープラン
を改定し、蓮田スマートＩＣ周辺地区（土地
利用の方針）及び道路構想（交通体系整備方
針図）を位置づけました。

b 一部達成
　引き続き、蓮田スマートＩＣ周辺の土
地利用とアクセス道路について、関係者
と協議、検討を行っていきます。

0 0

159
新サービス
エリア活用
事業

　新サービスエリア内において、
市の特産品等を販売し、サービス
エリア利用者に蓮田市の特産品を
広く周知して産業の振興を図る。
市民に対してもサービスエリアを
利用してもらうことにより、地域
の活性化を図る。
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政策２．産業育成・支援
施策（２）就労支援

主要事業名 内容（R3年度） 担当課 課別

商工課

　埼玉県、ハローワークと共催でセミナーを
開催しました（9月28日蓮田地域合同就職相
談会）。
　ハローワーク、埼玉県、関係機関と連携
し、就労支援に関する情報を市役所専用コー
ナーに掲示するとともに、商工課窓口におい
てハローワークの求人情報を検索できるハ
ローワークオンライン提供を行いました。

a 達成

　引き続き、ハローワーク、埼玉県、関
係機関と連携し、就労支援に関する情報
を市役所専用コーナーに掲示するととも
に、商工課窓口においてハローワークオ
ンライン提供を行います。
　埼玉県と共催で就労支援セミナーの実
施を計画していきます。

298 2

福祉課

　蓮田市社会福祉協議会に業務委託を行うと
ともに、就労移行支援などの障がい福祉サー
ビスを活用し、必要な支援等を行った。福祉
課前パンフレットスタンドや窓口に、事業所
のパンフレットを置き、事業所情報の提供に
努めた。

a 達成

　利用者にとって適切な支援を検討して
いく。引き続き、自立支援協議会におい
て、関係機関と連携し、就労支援にかか
る課題等について研究を行っていく。

0 0

長寿支援課

　蓮田市シルバー人材センターは、1月から3
月に会員拡大キャンペーンを実施し、新規会
員の増強を図りました。
　4回の意見交換会及び関係各課との情報交
換会を実施し、連携を強化しました。
　蓮田市シルバー人材センターが実施する就
業支援事業等に対して、補助金を交付しまし
た。

a 達成

　引き続き四半期ごとの意見交換会、年1
回の関係各課との情報交換会を開催し、
連携を強化します。
　引き続きシルバー人材センターに、高
齢者の就業支援となる事業等への補助金
を交付していきます。

0 0

子ども支援
課

　窓口や広報紙、ホームページ等で制度の周
知に努めました。
　教育訓練給付金については、継続受給者に
対して給付しました。高等職業訓練促進給付
金については、継続受給者及び新規受給者に
給付しました。

a 達成

　引き続き、窓口や広報紙、ホ－ムペー
ジ等で制度の周知に努めるとともに、継
続受給者及び新規受給者への給付を滞り
なく実施します。

5,681 5,203

創業支援事
業

　創業支援等事業計画に基づき、
商工会や埼玉県産業振興公社等と
連携し、創業希望者に対し、創業
に必要な支援を行う。また、潜在
的創業希望者を掘り起こすため、
創業に対する機運醸成を図る。

商工課

　8月から9月にかけて、商工会が近隣の市町
と共同で創業塾を開催しました。
　「蓮田市起業家支援事業補助金」の申請に
対し、3件補助しました。
　3月16日に蓮田市商工会、公益財団法人埼
玉県産業振興公社と共催で、オンライン形式
による「女性のためのプチ起業セミナー」を
開催しました。

a 達成

　引き続き商工会が実施する創業塾を支
援していきます。
　埼玉県産業振興公社と創業セミナーを
継続して実施していきます。
「蓮田市起業家支援事業補助金」を活用
し、創業支援を行っていきます。

600 600

基本政策４ 地域の資源が活
い

きるまちをつくる

主要事業
№

第５次総合振興計画

155
（再掲）

160
あらゆる世
代の就業支
援事業

　ハローワーク、埼玉県、関係機
関と連携し、就労支援に関する情
報を市役所専用コーナーに掲示す
るとともに市役所商工課窓口にお
いてハローワークオンライン提供
を運営していく。また、埼玉県と
共催で就労支援セミナーを開催す
る。
　高齢者世代に対しては、蓮田市
シルバー人材センターが実施する
自らの生きがいや社会参加への就
業機会の増大を図るために行う事
業や活力ある社会づくりに寄与す
るために行う事業等に対して、補
助金を交付する。
　子育て世代に対しては、教育訓
練講座を受講した母子家庭の母ま
たは父子家庭の父に対し、教育訓
練給付金を支給する。また、看護
師等の養成機関に就業した母子家
庭の母または父子家庭の父に対
し、高等職業訓練促進給付金を支
給する。

R3年度
当初予算額
（千円）

R3年度
決算額
（千円）

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

ＣＨＥＣＫ
（評価）

ＰＬＡＮ
ＤＯ

（R3年度中に実施したこと）

-98-



政策２．産業育成・支援
施策（３）地域資源の活用

主要事業名 内容（R3年度） 担当課 課別

広報広聴課

　市公式インスタグラム及びはすぴぃ公式ツ
イッターで、商工会主催の駅前広場における
ウィンターイルミネーションなど、市内の話
題や見どころを発信しました。

a 達成
　農政課や商工課と連携して蓮田ブラン
ド等、産業振興や市の魅力をＰＲしてい
きます。

0 0

農政課

　地元産の大豆を利用した味噌づくり促進の
ため、女性農業者が活躍している団体に対
し、細菌検査の実施や学校給食への味噌の納
入を支援しました。

a 達成

　農産物加工品に関する情報提供など、
女性農業者が活躍している団体の活動を
支援します。
　また関係機関と連携を図りながら、学
校給食への食材納入に対する支援を継続
して行います。

0 0

商工課

　蓮田ブランドキャッチコピー「とかいなか
№1」の啓発のため、懸垂幕を作成し、蓮田
駅東口及び西口、市役所正面玄関前に掲げま
した。

a 達成

　キャッチコピーを活用した市のPRを行
います。
　蓮田ブランド推進協議会を開催し、蓮
田ブランドの発掘・活用について協議し
ていきます。

116 121

はすだ
Futureプロ
ジェクト支
援事業

　定住人口の増加や地域活性化を
目的に、はすだ観光協会と一体と
なって、映画製作や上映会等のイ
ベントを行うはすだFutureプロ
ジェクトに対し支援を行う。

商工課 ※事業終了

基本政策４ 地域の資源が活
い

きるまちをつくる

R3年度
決算額
（千円）

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

ＰＬＡＮ
第５次総合振興計画

R3年度
当初予算額
（千円）

主要事業
№

ＤＯ
（R3年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価）

162

161

地域資源の
活用による
蓮田ブラン
ドの発掘・
活用

　蓮田らしさを有する地域資源を
活用して「蓮田ブランド」の確立
を目指す。また「蓮田ブランド」
を積極的にＰＲしていくことによ
り、産業の振興と市のイメージ向
上を図る。あわせて、地域に対す
る愛着を深め、誇りを持てるよう
にする。
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政策２．産業育成・支援
施策（３）地域資源の活用

主要事業名 内容（R3年度） 担当課 課別

基本政策４ 地域の資源が活
い

きるまちをつくる

R3年度
決算額
（千円）

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

ＰＬＡＮ
第５次総合振興計画

R3年度
当初予算額
（千円）

主要事業
№

ＤＯ
（R3年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価）

農政課

　新型コロナウイルス感染症の拡大防止の観
点から、市内小学校3年生を対象とした選果
場見学会を中止とし、梨と梨に関する資料を
配布しました。
　また、9月22日と23日に開催された浦和競
馬場の協賛レースにおいて、蓮田の梨のPRを
行いました。

b 一部達成

　市内小学生へ梨の理解・関心を深める
ために選果場見学会は有効であることか
ら、関係機関と相談しながら開催手法を
検討します。
　新蓮田サービスエリア(上り線)でのイ
ベント開催に向けて、ネクスコ・商工課
と協議しながら準備を進めていきます。
また、国・県及び民間イベントへの参加
など、特産品の新たなPRを検討します。

900 448

商工課

　「蓮田ブランド推進協議会」で実施した、
「蓮田スープレシピコンテスト」で最終審査
に残った5レシピを、広報紙の5月号から毎月
掲載しました。
　蓮田サービスエリア（上り線）で7月21日
から8月30日まで開催された「全国銘菓・銘
品フェア」にて、商工会で開発した梨のコン
ポートの販売を行いました。

a 達成
　商工会が開発した梨のコンポート、梨
のアイス等を様々な機会を捉えてPRして
いきます。

0 0

産業振興支
援事業

　産業振興の促進を図るため、高
性能の農業機械の購入及び設備投
資等を行う農業団体等に対し支援
を行う。

農政課
　農業機械や多目的防災網を購入する農業団
体（3団体）に対し、費用の一部を補助し支
援しました。

a 達成
　農業の近代化や老朽設備の更新に対応
するため、農業機械の購入を希望する団
体に対して、支援を行います。

1,460 2,980

163
特産品振興

事業

　市内小学校３年生を対象にした
平野梨選果場見学会、蓮田サービ
スエリア（上り線）での特産品
フェアを実施する蓮田市特産品街
頭キャンペーン実行委員会に対し
て補助を行うとともに、特産品で
ある梨の栽培技術の研究事業に関
し支援を行う。
　また、地域資源を活用し、新た
な蓮田ブランドの構築を行い、特
産品の振興及び蓮田の知名度の向
上を図る。

164
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政策２．産業育成・支援
施策（３）地域資源の活用

主要事業名 内容（R3年度） 担当課 課別

基本政策４ 地域の資源が活
い

きるまちをつくる

R3年度
決算額
（千円）

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

ＰＬＡＮ
第５次総合振興計画

R3年度
当初予算額
（千円）

主要事業
№

ＤＯ
（R3年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価）

農政課

　農業活性化施設として、道の駅「はすだ」
の実現に向け、関係各課と打合せを行いまし
た。
　商工課、道路課とともに一般社団法人埼玉
県中小企業診断協会主催の埼玉「道の駅」
フォーラムにオンラインで参加しました。

b 一部達成
　道の駅「はすだ」の実現に向け、関係
各課と連携を図り、視察研修等を含めた
検討を継続して行います。

0 0

商工課

　古河市にある「道の駅まくらがの里こが」
への視察研修を2月4日に行う予定でしたが、
まん延防止等重点措置実施期間が延長となっ
たため延期しました。事前に送付した質問に
対する回答を関係課と共有しました。
　2月17日に（一社）埼玉県中小企業診断協
会主催の、埼玉「道の駅」フォーラム（オン
ライン形式）に参加しました。

b 一部達成
　道の駅先進地の視察研修を行います。
継続して関係課と情報連携していきま
す。

0 0

道路課

　商工課、農政課とともに一般社団法人埼玉
県中小企業診断協会主催の埼玉「道の駅」
フォーラムにオンラインで参加しました。
　先進地視察及び担当者へのヒアリングにつ
いては、新型コロナウイルス感染防止の観点
から中止としました。

b 一部達成

　道の駅「はすだ」の実現に向け、関係
各課と連携を図っていきます。
　視察研修等を含めた検討を継続してい
きます。

0 0

165
道の駅「は
すだ」推進
事業

　農業や観光の活性化施設を整備
するとともに、市の認知度や交流
人口の拡大を図るため、道の駅の
整備を検討する。
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政策３．農業の振興
施策（１）都市型農業の振興

主要事業名 内容（R3年度） 担当課 課別

土地改良基
盤整備推進
事業

　ほ場の大型化や用排水路・道路
等の農業生産基盤を総合的に整備
し、効率的な農業の展開と農地利
用集積等を進める。

農政課

　江ヶ崎・実ヶ谷土地改良区の清算結了総会
を10月23日に書面開催にて実施しました。
　江ヶ崎・実ヶ谷土地改良区及び閏戸土地改
良組合の土地改良竣工記念碑を建立しまし
た。
　閏戸地区のほ場整備事業で、蓮田市に所有
権移転した土地の地目変更を行うため、久喜
法務局へ提出する登記手続き資料の作成を行
いました。

b 一部達成
　閏戸地区のほ場整備事業について、蓮
田市に所有権移転した土地の地目変更手
続きを行います。

0 4,092

環境にやさ
しい農業へ
の取組

　安心・安全な農産物の生産と供
給を図るため、有機農産物栽培、
廃プラスチック等の収集処理、
米・梨・野菜の減農薬栽培等の事
業に対して支援を行う。

農政課

　農業用廃プラスチック等の収集処理事業を
支援しました。
　米・梨の減農薬栽培など、環境に配慮した
事業に取り組む農業団体の事業を支援しまし
た。

a 達成

　農業用廃プラスチック等の収集処理の
支援を行います。また、低農薬・減農
薬、有機栽培農産物等の生産に関する取
組を推進します。

2,000 1,998

地産地消の
推進事業

　地域で生産された農産物を地域
で消費する地産地消の取組とし
て、一般市民や親子を対象とした
地元農産物を利用した加工講習会
を開催するほか、農業体験事業、
学校給食への地元農産物の納入や
生産者直売を行う団体等を支援す
る。

農政課

　蓮田産の大豆を使ったみそや蓮田産の野菜
を学校給食へ納入する団体の支援を行いまし
た。
　また、蓮田南中・黒浜中・黒浜南小の3校
の農業体験事業（田植え・稲刈り）の支援を
行いました。

a 達成

　地元農産物を利用した農産物加工講習
会等の開催や学校給食への食材納入を行
う団体等に対する支援を行い、地産地消
の取組を推進します。

878 877

農産物直売
所の整備事
業

　地元農産物の生産振興及び販路
拡大のため、農産物直売所の整備
を検討する。

農政課
　No.159の『新サービスエリア活用事業』で
事業の進行管理を行いました。

　No.159の『新サービスエリア活用事
業』で事業の進行管理を行います。

0 0

166

167

R3年度
当初予算額
（千円）

基本政策４ 地域の資源が活
い

きるまちをつくる

R3年度
決算額
（千円）

168

169

主要事業
№

ＤＯ
（R3年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ
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政策３．農業の振興
施策（１）都市型農業の振興

主要事業名 内容（R3年度） 担当課 課別

R3年度
当初予算額
（千円）

基本政策４ 地域の資源が活
い

きるまちをつくる

R3年度
決算額
（千円）

主要事業
№

ＤＯ
（R3年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

ふれあい農
園管理運営
事業

　高齢化社会を背景にした生きが
いの創出や農業に対する関心の高
まりを受けて実施している市民農
園の適切な管理運営を行う。

農政課
　ふれあい農園の空き区画について、直営で
除草・異物除去・耕うんを行い、整備後に貸
出しを行いました。

a 達成
　利用者の方々には、今後も適切に利用
していただくよう周知を徹底し、良好な
市民農園として管理運営を行います。

544 550

交流ふれあ
い支援事業

　水田活用として、景観形成作物
のコスモス・そば等の栽培に合わ
せて地元農産物の直売等のイベン
トを行うことにより、各地域の農
業者と地域住民との交流を図る活
動の支援を行う。

農政課

　新型コロナウイルス感染症の拡大防止の観
点から、3地区のコスモスまつりと1地区のそ
ばまつりで開催が中止となりました。
　黒浜地区で行われた、そば栽培に合わせた
テイクアウト事業の支援を行いました。

b 一部達成

　新型コロナウイルス感染症対策等を考
慮した開催方法を検討していただくよう
周知し、農業者と地域住民との交流を図
る活動に対して、支援を行います。

2,000 56

新規就農総
合支援事業

　新たに農業を志すかたに対し、
農業を始めてから経営が安定する
までの最長５年間について、経営
の確立を支援する資金の交付を行
う。
　また、農業委員会、埼玉県春日
部農林振興センター、ＪＡ南彩等
と連携し、農業技術や農業経営の
指導・サポートを行う。

農政課

　新規就農についての相談があり、農業委員
会や県と連携しながら、支援しました。
　また、R2年度に新規就農した2名に対し、
経営確立を支援する農業次世代人材投資資金
の資金援助を行いました。

a 達成
　新規就農者の発掘・誘導を図り、県・
JAと連携し、新規就農者を支援します。

3,000 3,000

梨農家担い
手確保事業

　減少する市の特産品である梨農
家の担い手の募集や手放す梨畑の
あっせんに取り組む。また、農業
委員会、埼玉県春日部農林振興セ
ンター、ＪＡ南彩等と連携し、農
業技術や農業経営の指導・サポー
トを行う。

農政課

　果樹栽培を希望する新規就農について、相
談がありませんでした。
　また、農林水産省の「新規就農者育成総合
対策に係る都道府県等担当者会議」に参加
し、後継者対策等の支援策について情報収集
を行いました。

b 一部達成
　県や農協と連携しながら新規就農者の
確保・育成に努めます。

0 0

170

172

171

173
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政策３．農業の振興
施策（１）都市型農業の振興

主要事業名 内容（R3年度） 担当課 課別

R3年度
当初予算額
（千円）

基本政策４ 地域の資源が活
い

きるまちをつくる

R3年度
決算額
（千円）

主要事業
№

ＤＯ
（R3年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

貸農園事業

　民間事業者と連携し、貸農園事
業を行う。蓮田スマートインター
チェンジを活用して都市住民に訪
問してもらい、農業体験を提供す
る。

農政課
　スマートインターチェンジを活用した貸農
園事業に関する他市の事例について、情報収
集を行いました。

b 一部達成

　他市町村のスマートインターチェンジ
周辺を活用した貸農園の設置状況等の調
査研究を行い、引き続き実現性について
研究します。

0 0

農業経営の
法人化事業

　農業経営体の組織強化のための
法人化を推進するとともに、農業
の担い手の育成や企業の農業参入
を推進する。

農政課
　新規参入を検討している方に、個人経営者
の法人化に関する情報提供を行いました。

b 一部達成
　今後も農業経営の法人化への推進と農
業関連企業への農地の紹介を継続して行
います。

0 0

174

175
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潤いのある快適なまちをつくる
政策１．環境保全の推進

施策（１）地球温暖化対策の推進

主要事業名 内容（R3年度） 担当課 課別

自然エネル
ギー活用シ
ステム設置
費補助金交
付事業

　環境負荷の軽減、自然豊かな環
境にやさしいまちづくりを目指
し、市民の自然エネルギー利用を
積極的に支援するため、住宅用の
太陽光発電システム及び雨水貯留
設備の設置者に対して補助金を交
付する。

みどり環境
課

　住宅用太陽光発電システム設置費補助金に
ついては31件、雨水貯留施設設置費補助金に
ついては2件を交付しました。

a 達成

　住宅用太陽光発電システム設置費補助
金及び雨水貯留施設設置費補助金の交付
を継続します。また、制度普及のため、
パンフレットの関係機関窓口設置を継続
します。

1,560 1,550176

R3年度
決算額
（千円）

ＤＯ
（R3年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

基本政策５

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

R3年度
当初予算額
（千円）
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潤いのある快適なまちをつくる
政策１．環境保全の推進

施策（２）環境地域活動の充実

主要事業名 内容（R3年度） 担当課 課別

自治振興課

　蓮田市コミュニティづくり推進協議会の活
動として、新型コロナウイルス感染拡大防止
対策を図りながら、6月と11月に蓮田駅東口
及び西口花壇、市役所正面玄関前花壇に季節
の花を植えました。また、年間を通して、各
団体が交代で水遣り等を行いました。

a 達成
　今後も、蓮田市コミュニティづくり推
進協議会の活動の一環として、花植えと
維持管理を継続します。

0 0

みどり環境
課

　公園を管理している団体に花苗等の配布を
行うとともに、19団体に公園管理報奨金を交
付しました。また、アダプトプログラム協力
団体と定期的に意見交換を行い、公園の修繕
計画に反映させました。

a 達成

　公園を管理している団体への花苗等の
配布、公園管理報奨金の交付を継続しま
す。また、アダプトプログラム協力団体
と定期的な意見交換を継続し、公園の修
繕計画に反映させるとともに、新たなボ
ランティア団体を募るため、アダプトプ
ログラム制度等のＰＲを強化します。

103 101

自然環境保
全支援事業

　市内にある良好な自然環境を保
全するため、保存樹木と保存樹林
地の適切な維持管理に対して奨励
金を交付する。

みどり環境
課

　保存樹木21本、保存樹林5か所に奨励金を
交付しました。

a 達成
　引き続き保存樹木と保存樹林の適切な
管理をお願いし、奨励金の交付を継続し
ます。

268 268

黒浜沼周辺
整備事業

　黒浜沼（上沼）周辺の優れた自
然や貴重な歴史的環境を末永く後
世に残すため、緑のトラスト保全
第１１号地として土地の保全・整
備を行う。

みどり環境
課

　景観維持及び見学者の利便性確保のため、
駐車場、周辺道路、水田ゾーン周辺について
除草作業を行いました。また、原風景保存の
ため稲作を継続し、一部を蓮田白岡衛生組合
のフードドライブに提供、その他をＪＡ南彩
に納品しました。

a 達成

　景観維持及び見学者の利便性確保のた
めの除草作業、原風景保存のための稲作
を継続します。また、環境学習館の新築
工事も視野に入れ、トラスト地の維持管
理及び活用方法について、方向性を検討
します。

7,593 7,675

みどり環境
課

　R2年度に取得した用地について、管理のた
め樹木の伐採・抜根、除草、フェンス設置等
を行いました。

a 達成
　引き続き用地の適正な管理を行うとと
もに、環境保全や整備、維持・管理及び
活用方法について検討します。

0 31,000

農政課

　護岸や湿生植物園の除草や仮設トイレの清
掃を行いました。
　山ノ神沼敬愛会の役員と職員による清掃及
び除草作業を11回実施しました。
　山ノ神沼に設置されている仮桟橋が老朽化
したため、危険防止対策として撤去しまし
た。

a 達成
　除草や仮設トイレの清掃を定期的に行
います。また、山ノ神沼敬愛会と連携
し、清掃活動や除草作業を行います。

1,424 3,873

R3年度
決算額
（千円）

180
山ノ神沼周
辺整備事業

　山ノ神沼の水辺地やその周辺に
ついて、農業用水利施設として円
滑に機能するよう保全改修を行う
とともに、小動物等とのふれあい
の場、身近な水辺の自然環境とし
ての役割を果たしていくため、そ
の保全・再生を図りながら、散策
や釣りなどが気軽に楽しめるよう
な親水空間を創出する。

179

177

178

花と緑のま
ちづくり事
業

　市内各所に四季折々の花を植
え、市と市民、関係団体、企業等
が協働して花と緑のまちづくりを
行う。

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

ＤＯ
（R3年度中に実施したこと）

基本政策５

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

R3年度
当初予算額
（千円）
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潤いのある快適なまちをつくる
政策１．環境保全の推進

施策（３）環境教育の充実

主要事業名 内容（R3年度） 担当課 課別

環境教育・
環境学習推
進事業

　環境学習館を拠点とし、環境に
関する講座等を行い、環境への意
識の向上を図ります。また、施設
整備（新築工事等）についても推
進する。

みどり環境
課

　環境学習館の新築工事に向けて、「環境学
習館建設等検討委員会」を設置し、関係団体
等との意見交換を行い、基本設計・実施設計
に反映させました。また、新築工事予定地の
周辺住宅について、地盤変動影響事前調査を
実施しました。

a 達成

　環境学習館新築工事の着手に向けて、
説明会等を開催し、地域関係者等の理解
を得たうえで、工事用資材搬入道路の整
備から始め、順次、環境学習館新築工事
を進めます。

548 11,670

農地や林な
どを活用し
た環境教育
推進事業

　蓮田市に広がる身近な緑である
農地や林を自然環境教育の場とし
て活用し、自然と触れ合いながら
その大切さを学び、自然との共生
を図ることのできる人づくりを推
進する。
　また、将来の地域環境や自然か
らの恩恵を受ける子どもたちに対
し、環境に対する理解を深め、環
境に配慮した行動を実践できるよ
う環境教育を推進する。

学校教育課
　みどりの学校ファームの活用や農業体験や
自然体験が系統的、継続的な取組になるよ
う、年間指導計画の見直しを行いました。

a 達成

　引き続き、農業体験や自然体験が系統
的、継続的な取組になるよう、年間指導
計画の見直しを行い、自然との共生を図
ることができる人づくりを推進していき
ます。

0 0

基本政策５

主要事業
№

第５次総合振興計画
R3年度
決算額
（千円）

74
（再掲）

181

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

ＤＯ
（R3年度中に実施したこと）

ＰＬＡＮ
R3年度

当初予算額
（千円）
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潤いのある快適なまちをつくる
政策２．環境衛生の推進

施策（１）循環型社会の推進

主要事業名 内容（R3年度） 担当課 課別

資源リサイ
クル奨励金
交付制度

　ごみの減量化や資源の再利用を
進めるため、地域住民で組織する
団体の行う資源回収事業に対し、
奨励金を交付する。

みどり環境
課

　37団体に資源リサイクル奨励金を交付しま
した。

a 達成
　資源リサイクル奨励金の交付を継続す
るとともに、制度の見直しについても検
討します。

2,000 1,117

R3年度
決算額
（千円）

182

ＤＯ
（R3年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

基本政策５

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

R3年度
当初予算額
（千円）
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潤いのある快適なまちをつくる
政策２．環境衛生の推進

施策（２）ごみ・し尿処理体制の充実

主要事業名 内容（R3年度） 担当課 課別

蓮田白岡衛
生組合運営
事業

　蓮田市と白岡市の２市で構成し
ている衛生組合の効率的・効果的
な運営に努め、廃棄物の安全な処
理を行う。

みどり環境
課

　衛生組合の課長会議への出席、蓮田市・白
岡市・衛生組合の3者による事務研究会にお
いて、情報・意見交換等を行いました。

a 達成

　衛生組合の課長会議への出席、蓮田
市・白岡市・衛生組合の3者による事務研
究会での情報・意見交換等を継続しま
す。

659,277 660,507

農業集落排
水整備事業

　農業用水の水質を保全し、農業
生産環境の改善を図るとともに、
地域の生活環境の向上と元荒川や
綾瀬川等の公共用水域の水質保全
を図る。

下水道課

　農業集落排水の各施設について、定時点検
の実施結果等を参考に、適切な維持管理を継
続的に実施しております。
　駒崎・井沼地区及び根金・貝塚地区処理場
の通報装置を交換しました。また上平野地区
施設の機能診断調査業務を行いました。

a 達成

　各施設の維持管理については、定時点
検の実施結果等を参考に、これまでどお
り適切に実施していきます。
　継続的な下水道サービスの提供のた
め、最適化構想に基づく処理施設の更新
を行っていきます。

24,588 21,818

合併処理浄
化槽設置整
備事業

　「浄化槽設置整備事業補助金交
付要綱」により、し尿汲取り槽や
単独浄化槽から合併浄化槽へ転換
するための費用を補助すること
で、生活環境の改善を図るととも
に、適切な維持管理を啓発し、元
荒川や綾瀬川等の公共用水域の水
質浄化及び水質保全を推進する。

下水道課

　合併処理浄化槽への転換補助金を10件行い
ました。
　ホームページや広報はすだ、チラシの配布
を通じて、浄化槽を使用されている方に清
掃・保守点検・法定検査（水質）の啓発を行
いました。

a 達成

　引き続き、単独浄化槽及び汲み取り便
槽から合併処理浄化槽への転換を促進し
ていきます。
　浄化槽を使用している方に浄化槽の適
切な維持管理について啓発を行っていき
ます。

8,858 7,688

公共下水道
整備事業

　生活環境の向上、公共用水域の
水質浄化及び水質保全のため、公
共下水道の整備を行う。公共下水
道事業計画区域約１，６１６ヘク
タールのうち、事業認可区域約８
１９ヘクタールの整備率が９４．
５％となり、残り５．５％につい
て早期の完了を目指す。残りの全
体計画区域についても公共下水道
事業の健全な事業実施と経営に向
けた検討を進める。
　また、継続して公共下水道利用
者へサービスの提供を行うため、
適切な維持管理を行うとともに、
不明水対策を進める。

下水道課

 県道蓮田白岡久喜線の旧上りサービスエリ
アまでの汚水管、また蓮田松韻高校までの汚
水管について、それぞれ整備いたしました。
　蓮田駅東口黒浜線の汚水管整備に先立ち、
関連する受益者負担金条例を10月に改正いた
しました。
　ストックマネジメント計画に基づいて、ま
た不明水の対策として汚水管渠の調査点検を
実施しました。

a 達成

　埼玉県施工の蓮田駅東口黒浜線道路築
造に併せて、汚水管渠の工事を実施して
いきます。
　また、ストックマネジメント計画に基
づき汚水管渠の調査点検の実施と西新宿
汚水中継ポンプ場の設備の更新をしてい
きます。

352,603 290,422
115

（再掲）

185

184

183

ＣＨＥＣＫ
（評価）

ＰＬＡＮ
ＤＯ

（R3年度中に実施したこと）

基本政策５

主要事業
№

第５次総合振興計画
R3年度

当初予算額
（千円）

R3年度
決算額
（千円）

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）
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潤いのある快適なまちをつくる
政策２．環境衛生の推進

施策（３）環境美化活動の充実

主要事業名 内容（R3年度） 担当課 課別

環境衛生支
援事業

　毎年１２月の第１日曜日に市内
一斉でクリーン作戦を行うほか、
各団体で行っているクリーン作戦
の回収処分を行う。
　また、ごみ集積所の維持管理な
ど市民の自主的な事業活動に補助
金を交付することにより、環境保
全の推進を図る。

みどり環境
課

　各団体が実施したクリーン作戦の回収処分
を行うとともに、環境保全事業支援補助金を
31団体に交付しました。また、新型コロナウ
イルス感染症拡大防止に努めたうえで、市内
一斉クリーン作戦を実施しました。

a 達成

　各団体が行うクリーン作戦の回収処分
及び環境保全事業支援補助金の交付を継
続します。また、市内一斉クリーン作戦
については、新型コロナウイルス感染症
拡大の状況を勘案し、実施の可否を検討
します。

5,607 5,133

環境美化推
進事業

　道路等における喫煙のマナーと
環境美化意識の向上を図り、安全
で快適な生活環境を維持すること
を目的として、平成２６年４月１
日に『蓮田市路上喫煙の防止に関
する条例』を施行し、平成２６年
７月１日より東西の蓮田駅駅前交
通広場を喫煙禁止区域に指定し、
喫煙所を設置した。この蓮田駅東
口に設置している喫煙所等の維持
管理を行っていく。

みどり環境
課

　路上喫煙禁止区域内に指導員を配置し、注
意喚起を行うとともに、週3回、蓮田駅東口
喫煙所の灰皿清掃と月2回の吸い殻処分を行
いました。また、蓮田駅東口の整備事業とし
て、東口トイレ改修工事に着手しました。

b 一部達成

　路上喫煙禁止区域内での指導員による
注意喚起、週3回の蓮田駅東口喫煙所の灰
皿清掃と月2回の吸い殻処分を継続しま
す。また、蓮田駅東口の整備事業として
着手した東口トイレ改修工事を完了させ
ます。

2,935 17,386

基本政策５

主要事業
№

第５次総合振興計画
R3年度
決算額
（千円）

187

186

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

ＤＯ
（R3年度中に実施したこと）

ＰＬＡＮ
R3年度

当初予算額
（千円）

-110-



潤いのある快適なまちをつくる
政策３．安心・安全な生活環境

施策（１）空き家等対策の推進

主要事業名 内容（R3年度） 担当課 課別

危機管理課

　8月に、「第9回空き家対策連絡会議」が開
かれ、県内の空き家対策や蓮田市における前
年度実績について、主管課である建築指導課
から報告があり、庁内で情報の共有を図りま
した。

a 達成

　空き家対策計画の策定に向けて、庁内
関係各課の連携を深めていくとともに、
防災・防犯対策の立場から、空き家対策
に携わっていきます。

0 0

みどり環境
課

　空地等の管理状況について、苦情や意見を
もとに、管理依頼通知の送付等により適正な
管理を依頼しました。また、再度の苦情など
が寄せられる前に、前年度までの苦情箇所を
再調査し、適正管理を依頼しました。

b 一部達成

　空き家対策の推進に関する特別措置法
に基づき、建築指導課と協力して管理依
頼通知等による対応を継続します。ま
た、空閑地条例による除草依頼につい
て、取扱件数が増加するよう取り組みを
検討します。

0 0

建築指導課

　建物が保安上危険と思われる空き家に対
し、関係各課と連携して所有者等へ改善を促
しました。
　R2年度に設立した蓮田市空き家バンクを活
用し申請に基づき空き家物件の登録を行いま
した。

a 達成

　引き続き、建物が保安上危険と思われ
る空き家については、所有者等に改善を
促していきます。
　蓮田市空き家バンクを活用し、空き家
の利活用を図ります。

222 7

R3年度
決算額
（千円）

基本政策５

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

R3年度
当初予算額
（千円）

188
空き家等対
策事業

　近年、管理されていない空き家
が増加しており、倒壊や草木の繁
茂、防犯上の問題等の発生が危惧
されている。
　空き家の実態調査結果を基に、
関係団体や不動産関係業者等と連
携し、適正管理や利活用の推進を
図る。

ＤＯ
（R3年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価）
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潤いのある快適なまちをつくる
政策３．安心・安全な生活環境

施策（２）放射線対策の推進

主要事業名 内容（R3年度） 担当課 課別

みどり環境
課

　学校、保育園、公園、幼稚園の測定値を
ホームページに掲載し公表しました。また、
簡易測定器の貸し出しを行いました。

a 達成

　学校、保育園、公園、幼稚園の測定値
の公表及び簡易測定器の貸し出しを継続
します。また、測定値は基準値以下で安
定していることから、測定箇所、回数の
見直しを検討します。

68 54

学校教育課

　計数器による定時(午前10時)・定位置(地
上5cmと1mの地点)での測定を継続して実施し
ました。計測データは全学校閲覧可能な共有
サーバ内に記録し、情報の共有を図りまし
た。現時点では、除染が必要な0.23μSv/hを
超える高い数値の地点は観測されていませ
ん。

a 達成

　定時、定位置での放射線測定を継続し
て実施し、測定結果についても定期的に
公表を行っていきます。ホットスポット
(数値の高い場所)の残りはないか、再
度、各学校において確認作業を行いま
す。

166 66

保育課
　保育園の園庭において定期的に測定を行
い、調査結果をホームページや広報で公表し
ました。

a 達成

　引き続き保育園の園庭において測定を
行い、調査結果をホームページや広報で
公表します。測定値は基準値以下で安定
していることから、測定箇所、回数の見
直しを検討します。

2 0

消防課
　月1回市内幼稚園5箇所の放射線測定を実施
しました。

a 達成

　引き続き、月1回市内幼稚園5箇所の放
射線測定を継続し、市民の要請等に対応
するため、測定器の維持管理、取扱訓
練、対応訓練等を実施いたします。

0 0

R3年度
決算額
（千円）

189
放射線測定
事業

　福島第一原子力発電所事故によ
る放射性物質の蓮田市への影響の
調査を実施する。
　小・中学校、保育園等の公共施
設で定期的に測定を行い、大気中
の放射線量の把握に努めるととも
に、測定結果を公表する。数値の
高かった箇所については、除染作
業を行う。
　また、要望に基づき身近な生活
環境等の放射線量の測定を実施
し、希望により簡易測定器の貸出
しを行う。

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

ＤＯ
（R3年度中に実施したこと）

基本政策５

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

R3年度
当初予算額
（千円）
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潤いのある快適なまちをつくる
政策３．安心・安全な生活環境

施策（２）放射線対策の推進

主要事業名 内容（R3年度） 担当課 課別

R3年度
決算額
（千円）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

ＤＯ
（R3年度中に実施したこと）

基本政策５

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

R3年度
当初予算額
（千円）

教育総務課

　給食用食材品の90検査を実施したところ、
放射性物質は「検出せず」「基準値
（100Bq/kg）以下」という結果でした。検査
結果は、ホームページや広報誌にて公表しま
した。

a 達成

　給食用食材に対する不安は完全に解消
されていないため、引き続き放射性物質
検査を外部委託と自主検査で実施してき
ます。

362 355

保育課

　保育園の給食食材の安全性を確認するた
め、専門機関への委託による検査を月2回、
消費者庁貸与機器での検査を月3回実施し、
調査結果をホームページや広報で公表しまし
た。

a 達成

　今後も継続して、専門機関への委託に
よる検査を月2回、消費者庁貸与機器での
検査を月3回実施し、保育園の給食食材の
安全性を確認していきます。測定回数等
について慎重に検討をしていきます。

363 353

190
給食用食材
の放射性物
質検査事業

　小・中学校及び保育園で提供さ
れる給食用食材の安全性を確保す
るために、定期的に食材の放射性
物質検査を実施する。
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潤いのある快適なまちをつくる
政策４．魅力あるまちづくりの整備

施策（１）快適で暮らしやすいまちづくりの推進

主要事業名 内容（R3年度） 担当課 課別

土地利用計
画の見直し

　蓮田市の土地利用を促進するた
め、蓮田市都市計画マスタープラ
ンの改定を行うとともに、立地適
正化計画を策定する。

都市計画課

　都市計画マスタープランについては、R3年
3月から4月までパブリックコメントを実施
し、R3年7月に策定、公表を行いました。
　立地適正化計画についても、防災指針を策
定した上で、R3年12月から令和4年1月にかけ
てパブリックコメントを行い、庁内検討会議
（課長級）、庁内策定委員会（市長、副市
長、教育長、部長級）及び都市計画審議会を
経て、R4年3月に策定、公表しました。

a 達成

　今回策定した都市計画マスタープラン
と立地適正化計画を定期的に検証し、適
正な土地利用を促進していくとともに、
新たに策定した立地適正化計画について
は、内容及び計画に基づく届出制度の周
知を積極的に行っていきます。

6,134 11,163

地区計画の
策定

　住民の意見を反映させた地区計
画を策定し、建築物の用途や形
態、敷地等に関する規制や誘導を
行うことにより、住宅地の良好な
環境の維持・保全や建築物の用途
の集約化を図る。

都市計画課

　地区計画区域内の建築計画について相談対
応及び届出による確認を随時実施しました。
　高虫西部地区の産業団地整備に関し、新た
に作成する地区計画について、産業団地整備
課とともに関係機関との協議を実施しまし
た。

a 達成

　既存の地区計画が定められてから期間
が経過し、地域に設置してある地区計画
の届出看板が老朽化していることから、
順次更新を行うとともに、その計画内容
についても、必要な検討を行っていきま
す。
　高虫西部地区についても、引き続き地
区計画の都市計画決定及び条例化につい
て、準備を行っていきます。

1,381 313

ＤＯ
（R3年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

191

R3年度
決算額
（千円）

R3年度
当初予算額
（千円）

基本政策５

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

192
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潤いのある快適なまちをつくる
政策４．魅力あるまちづくりの整備

施策（２）魅力ある拠点づくりの推進

主要事業名 内容（R3年度） 担当課 課別

庶務課

市民課

子ども支援
課

保育課

政策調整課

　国指定史跡黒浜貝塚の供用を開始すること
に伴い「蓮田市史跡黒浜貝塚設置及び管理条
例」がR4年4月1日に施行されました。
　併せて、「市長の権限に属する事務の一部
を教育委員会に委任する規則」を改正し、黒
浜貝塚の使用料の徴収等を教育委員会に委任
しました。

b 一部達成
　都市計画課、文化スポーツ課、みどり
環境課、社会教育課にて実施。

0 0

みどり環境
課

※№225 東埼玉病院周辺の活用の検討へ統合

都市計画課

　蓮田市中心市街地地区都市再生整備計画
（まちなかウォーカブル推進事業）の計画変
更を実施し、堂山公園のトイレ整備及び中央
公民館の駐車場整備の用地買収費用を新たに
位置づけました。

a 達成

　引き続き、上町ふれあいの森整備、蓮
田駅東口トイレ整備、中央公民館の駐車
場整備等計画に位置付けられた事業を担
当課とともに進めていきます。

0 0

総合窓口管
理課

　R3年4月2日、西口再開発ビル「プレックス
蓮田」内に、行政窓口、子育て支援施設、高
齢者相談窓口、会議室等の貸出施設を集約し
た「蓮田駅西口行政センター」を開設し、住
民の利便性の向上に努めました。

a 達成

　市役所の各業務担当部署と緊密な連携
を図り、幅広い住民サービスの提供に努
めていきます。
　また、賑わいの創出に繋がるよう、
ホームページ等で積極的に施設のPRをし
ていきます。

0 0

文化スポー
ツ課

　「№148スポーツ施設整備事業」の進捗を
踏まえ、パルシー及びハストピアの周辺につ
いて、拠点づくりの整備について研究しまし
た。

a 達成
　引き続きパルシー及びハストピア周辺
の拠点づくりについて研究します。

0 0

R3年度
決算額
（千円）

194
拠点地域づ
くりの推進

193
西口再開発
ビル整備推
進事業

　令和２年１０月の西口再開発ビ
ルが完成し、各種行政手続きを行
う行政窓口等や子育て世代包括支
援センター等の子育て支援エリア
を備えた蓮田駅西口行政センター
の整備が終了するため、本事業は
令和３年３月末で終了した。

　蓮田駅周辺の中心市街地は、蓮田
駅や蓮田駅西口行政センターなどの
公共施設の利便性を向上させなが
ら、街なかにみどりの交流拠点を整
備し、賑わい促進を図る。また、道
路の高質化により中心市街地の回遊
性の向上を図るとともに、歩行者や
自転車が安全で円滑に移動できる
ウォーカブルな道路環境の改善を図
る。
　蓮田市役所周辺は、用途地域や地
区計画などの計画に基づき、公共施
設の集約化を図る。また、市民憩い
の広場、生涯学習の場として市役所
と一体的に国指定史跡黒浜貝塚を整
備し、市役所も含めた黒浜貝塚を活
用することで交流空間を確保するほ
か、市民の健康づくりの場の一つと
して活用する。
　総合市民体育館パルシー及び総合
文化会館ハストピア周辺は、スポー
ツや文化・芸術活動の拠点として整
備を推進する。
　黒浜公園及び独立行政法人国立病
院機構東埼玉病院の周辺は、新設道
路の整備に合わせたバス路線の拡充
について検討するほか、引き続き財
務省用地の払下げの交渉を進め、黒
浜公園の機能改修を進めるととも
に、周辺地域の特性を生かした文
化・スポーツ・憩いの場である総合
公園として整備を行う。

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

ＤＯ
（R3年度中に実施したこと）

※事業終了

基本政策５

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

R3年度
当初予算額
（千円）
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潤いのある快適なまちをつくる
政策５．道路・交通網の整備

施策（１）道路・橋りょう等の整備

主要事業名 内容（R3年度） 担当課 課別

都市計画課

　蓮田スマートＩＣ（上り線）供用開始に向
けて関係機関との調整を重ね、開通日につい
て地区協議会を開催し、4/24に開通すること
を記者発表しました。
　スマートＩＣ（下り線）事業用地取得に向
けて関係機関との協議を行いました。

b 一部達成

　蓮田スマートＩＣ（上り線）の供用を
開始し、スマートＩＣ（下り線）の道路
線形を決定し、用地事務に取り組みま
す。

39,026 586

道路課
　R4年4月の蓮田ＳＩＣ供用開始に向けて、
地質調査業務や構造計算業務を行い、案内標
識を設置しました。

b 一部達成
　ＮＥＸＣＯ東日本に引き続き排水整備
工事等を依頼していきます。

75,499 20,104

都市計画課

　県道蓮田鴻巣線歩道整備事業：埼玉県とR3
年度県道蓮田鴻巣線歩道整備事業委託契約を
締結し、用地交渉を進めました。
　県道蓮田白岡久喜線歩道整備事業：埼玉県
と蓮田スマートインターチェンジ建設事業に
伴う一般県道蓮田白岡久喜線の整備に必要と
なる用地の取得等に関する基本協定書を締結
しました。

a 達成
　引き続き用地事務を継続していきま
す。

105,000 133,917

道路課

　市道1472号線は、R4年6月の暫定供用開始
に向けて歩道舗装、表層工等の道路改良工事
を行いました。都市計画道路蓮田駅西口通線
は土地評価および物件調査を行いました。

b 一部達成

　市道1463号線は蓮田松韻高校等関係機
関との協議を進め、用地測量を実施し線
形を決定していきます。都市計画道路蓮
田駅西口通線は土地評価・物件調査の結
果をもとに地権者との交渉を進めていき
ます。

101,043 120,337

R3年度
決算額
（千円）

196
幹線道路の
整備推進

　都市計画道路蓮田駅西口通線等
の幹線道路の整備を推進する。
　また、独立行政法人国立病院機
構東埼玉病院敷地内に新たな道路
の整備等を進めるほか、地域の利
便性を高める自転車歩行者道の整
備を推進する。
　県道蓮田鴻巣線や県道蓮田白岡
久喜線の歩道整備事業を推進す
る。

195
スマートＩ
Ｃ整備推進
事業

　現在ハーフインター（２／４方
向・普通車以下）で運用している
蓮田サービスエリアに接続するス
マートインターチェンジのフルイ
ンター（４／４方向・大型車対
応）化を推進する。

第５次総合振興計画 ＤＯ
（R3年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

R3年度
当初予算額
（千円）

基本政策５

主要事業
№

ＰＬＡＮ
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潤いのある快適なまちをつくる
政策５．道路・交通網の整備

施策（１）道路・橋りょう等の整備

主要事業名 内容（R3年度） 担当課 課別

R3年度
決算額
（千円）

第５次総合振興計画 ＤＯ
（R3年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

R3年度
当初予算額
（千円）

基本政策５

主要事業
№

ＰＬＡＮ

橋りょう整
備事業

　蓮田市内の橋りょうについて、
橋長２メートル以上の橋りょうの
定期点検業務を継続的に実施し、
点検結果に基づき計画的に修繕工
事を進めていく。また、橋りょう
長寿命化修繕計画の策定を進め
る。
　その他、宿浦橋、桜ケ丘橋の人
道橋設置の事業を進める。

道路課

　宿浦橋人道橋はネクスコ東日本と協議を重
ねて詳細設計業務委託を完了しました。桜ヶ
丘橋人道橋は支障となる東電ケーブルの移設
の協議を進めながら詳細設計委託を完了しま
した。
　また、橋りょう点検については、防災安全
交付金を活用して市内53橋の点検を行い、合
わせて橋りょう長寿命化修繕計画を策定しま
した。

b 一部達成

　宿浦橋・桜ヶ丘橋人道橋の架設に向け
て引き続き業務を進めていきます。ま
た、橋りょう点検で健全性Ⅲと判定され
た八幡橋については改修に向けた基本設
計業務を行います。

30,000 55,356

生活道路整
備事業

　地域要望に基づき生活道路の道
路改良を進めていくほか、渋滞の
激しい交差点や見通しの悪い交差
点の改良を行う。

道路課

　市道210号線、市道380号線は工事完成後の
境界杭埋設が終わり、事業完了となりまし
た。また、市道842号線は工事が完成しまし
た。用地買収に関しても、契約及び土地登記
が終わりました。

b 一部達成

　道路改良工事が完成した路線について
は、早期に境界杭入れを行い、事業完了
に努めます。また、用地交渉・買収で停
滞している路線が散見されるので、関係
者・地権者と協議・交渉を行い、早期契
約に努めます。

16,072 18,880

道路補修・
排水整備事
業

　継続して蓮田駅東口駅前広場の
管理、市内道路の舗装修繕、緊急
補修、砂利道整正工事、安全対策
工事、道路排水整備工事、街路樹
の維持管理、道路の除草、側溝清
掃等を実施し、道路環境の安全
性・快適性の確保を図る。

道路課

　大陸団地・大山団地・平野団地の蓋掛け工
事を実施しました。市道15号線、市道28号線
の舗装修繕工事を実施しました。東口駅前広
場の歩道部をアスファルト舗装に換える市道
4号線舗装工事を実施しました。市道51号線
歩道整備工事は、西側歩道部において、植樹
の撤去、点字シートの設置、カラー舗装を実
施しました。

a 達成

　継続事業として、大陸団地・大山団
地・平野団地の蓋掛け工事を進めます。
市道51号線歩道整備工事については、東
側歩道部において、植樹の撤去、点字
シートの設置、カラー舗装を実施しま
す。同様に市道53号線歩道整備工事も実
施します。

127,080 226,084

197

198

199
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潤いのある快適なまちをつくる
政策５．道路・交通網の整備

施策（１）道路・橋りょう等の整備

主要事業名 内容（R3年度） 担当課 課別

R3年度
決算額
（千円）

第５次総合振興計画 ＤＯ
（R3年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

R3年度
当初予算額
（千円）

基本政策５

主要事業
№

ＰＬＡＮ

農政課

　県費単独土地改良事業である中田堀排水路
の改修工事について、年度内で事業を完了し
ました。
　貝塚悪水路について、台風8号、9号、10
号、14号の冠水対策として、仮設ポンプを設
置しました。

a 達成

　柵板の損傷など、構造物の経年劣化が
見受けられる貝塚悪水路について、県の
補助金を活用して改修工事を進めます。
　また同水路は、台風等の大雨の際には
隣接道路を含め冠水が発生する箇所であ
るため、仮設ポンプを設置し水害被害対
策を図ります。

11,308 8,893

道路課

　西新宿第一排水機場ゲートの改修について
は基本設計を基に地元自治会役員を対象に説
明会を開催しました。説明会において、水門
ゲートの改修方法を決定し、詳細設計業務委
託を発注しました。
　島田落とし切回し工事については、継続し
て施工延長約90ｍの工事を発注しました。
　市内各所にあるポンプ場の点検管理委託や
河川・排水路の維持管理事業として除草委
託、浚渫委託および排水路の蓋掛け工事を発
注しました。

b 一部達成

　西新宿第一排水機場ゲートの新設にお
いては引き続き河川法の許可に向けて埼
玉県総合治水事務所と協議を行っていき
ます。
　島田落とし切回し工事については、分
割で行ってきた最後の工区を早期発注を
行います。
　市内各所の水路の流れを阻害する雑
木・雑草の伐採、除草委託、サイフォン
や調整池の浚渫委託を発注し、大雨時の
浸水被害の軽減を図ります。

183,695 93,231

　準用河川の補修・改修や黒浜調
整池の整備、西新宿地区第一排水
機場のゲート改修、農業施設の用
排水路等の適正な整備と維持管理
を行うとともに、継続的に排水路
及び遊水池の除草や浚渫を実施
し、大雨による浸水被害の軽減を
図る。

117
（再掲）

排水路施設
等整備事業
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潤いのある快適なまちをつくる
政策５．道路・交通網の整備

施策（１）道路・橋りょう等の整備

主要事業名 内容（R3年度） 担当課 課別

R3年度
決算額
（千円）

第５次総合振興計画 ＤＯ
（R3年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

R3年度
当初予算額
（千円）

基本政策５

主要事業
№

ＰＬＡＮ

農政課

　農業活性化施設として、道の駅「はすだ」
の実現に向け、関係各課と打合せを行いまし
た。
　商工課、道路課とともに一般社団法人埼玉
県中小企業診断協会主催の埼玉「道の駅」
フォーラムにオンラインで参加しました。

b 一部達成
　道の駅「はすだ」の実現に向け、関係
各課と連携を図り、視察研修等を含めた
検討を継続して行います。

0 0

商工課

　古河市にある「道の駅まくらがの里こが」
への視察研修を2月4日に行う予定でしたが、
まん延防止等重点措置実施期間が延長となっ
たため延期しました。事前に送付した質問に
対する回答を関係課と共有しました。
　2月17日に（一社）埼玉県中小企業診断協
会主催の、埼玉「道の駅」フォーラム（オン
ライン形式）に参加しました。

b 一部達成
　道の駅先進地の視察研修を行います。
継続して関係課と情報連携していきま
す。

0 0

道路課

　商工課、農政課とともに一般社団法人埼玉
県中小企業診断協会主催の埼玉「道の駅」
フォーラムにオンラインで参加しました。
　先進地視察及び担当者へのヒアリングにつ
いては、新型コロナウイルス感染防止の観点
から中止としました。

b 一部達成

　道の駅「はすだ」の実現に向け、関係
各課と連携を図っていきます。
　視察研修等を含めた検討を継続してい
きます。

0 0

　農業や観光の活性化施設を整備
するとともに、市の認知度や交流
人口の拡大を図るため、道の駅の
整備を検討する。

道の駅「は
すだ」推進
事業

165
（再掲）
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潤いのある快適なまちをつくる
政策５．道路・交通網の整備

施策（２）公共交通の利便性の向上

主要事業名 内容（R3年度） 担当課 課別

ＪＲ宇都宮
線利便性向
上事業

　ＪＲ宇都宮線のさらなる利便性
の向上を図るため、関係機関と連
携し、東日本旅客鉄道株式会社へ
要望を行う。

都市計画課

　蓮田駅下り線ホーム簡易改札口の設置に向
けて、ＪＲ東日本大宮支社と協議しました。
市職員による駅西口乗降客数の調査を実施し
ました。
　蓮田駅西口行政センター設置に伴い、昇降
機管理用モニタ及び通信ケーブル等の移設を
実施しました。

b 一部達成

　ＪＲ宇都宮線整備促進連絡協議会を通
じて、引き続き要望活動を実施します。
　駅西口簡易改札の設置の可能性につい
て、引き続き、ＪＲ東日本への働きかけ
を進めていきます。

18 8

公共交通整
備事業

　公共交通の利便性向上を図るた
めの事業を推進する。
　路線バス事業者に超低床ノンス
テップバスを導入するための事業
費を補助する。

都市計画課

　新型コロナウイルス感染症の感染拡大を防
止するための対策を実施して営業を継続する
路線バス事業者及びタクシー事業者を対象に
経営を支援し、市内の公共交通の維持を図る
ため、蓮田市公共交通応援事業支援金を交付
しました。
　蓮田市バスガイドマップを更新し、全戸配
布しました。

b 一部達成
　今後も公共交通の利便性向上を図るた
めの事業を推進していきます。 0 9,318

基本政策５

主要事業
№

第５次総合振興計画
R3年度
決算額
（千円）

93
（再掲）

200

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

ＤＯ
（R3年度中に実施したこと）

ＰＬＡＮ
R3年度

当初予算額
（千円）
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潤いのある快適なまちをつくる
政策６．上水道の安定供給と下水処理の推進

施策（１）上水道の整備・充実

主要事業名 内容（R3年度） 担当課 課別

健全な上水
道事業の経
営

　水道ビジョンの実現を図るた
め、「資産の更新需要」と「財政
の見通し」を随時検討すること
で、「設備の健全化」と「財政の
健全化」の両立を図り、持続可能
な水道事業の運営を目指してい
く。

水道課

　9月議会に諮り、未処分利益剰余金を建設
改良積立金へ処分し、管路更新等の資金確保
を図りました。
　また、新型コロナウイルス感染症対策とし
て水道料金のうち基本料金とメーター使用料
を半額とする措置を実施しましたが、一般会
計から補助金の繰入があり水道ビジョンとの
大きな乖離には至りませんでした。

a 達成
　今年度決算での純利益相当額を建設改
良積立金へ処分し、今後の更新費用の資
金とします。

0 0

老朽管更新
事業

　水道ビジョンに基づき、災害に
強い上水道施設の実現と効率的な
マネジメントについて検討し、老
朽管路の更新事業を進めていく。

水道課

　R3年度は、重要管路更新事業の第4期工事
として国庫補助金を活用した市道55号線の老
朽管更新工事(口径400㎜・延長約260m）をは
じめ、その他市内4箇所の老朽管更新工事を
実施し、耐震化を図りました。
　また、R4年度の更新工事を予定している市
内4箇所の工事設計を行いました。

b 一部達成

　災害に強く安定供給できる上水道施設
の整備を行うため、管路耐震化計画に基
づき、老朽化した重要管路の更新工事を
継続して進め、耐震化を図ります。

407,924 224,825

基本政策５

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

R3年度
決算額
（千円）

R3年度
当初予算額
（千円）

114
（再掲）

201

ＤＯ
（R3年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）
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潤いのある快適なまちをつくる
政策６．上水道の安定供給と下水処理の推進

施策（２）下水道の整備・充実

主要事業名 内容（R3年度） 担当課 課別

公共下水道
整備事業

　生活環境の向上、公共用水域の
水質浄化及び水質保全のため、公
共下水道の整備を行う。公共下水
道事業計画区域約１，６１６ヘク
タールのうち、事業認可区域約８
１９ヘクタールの整備率が９４．
５％となり、残り５．５％につい
て早期の完了を目指す。残りの全
体計画区域についても公共下水道
事業の健全な事業実施と経営に向
けた検討を進める。
　また、継続して公共下水道利用
者へサービスの提供を行うため、
適切な維持管理を行うとともに、
不明水対策を進める。

下水道課

 県道蓮田白岡久喜線の旧上りサービスエリ
アまでの汚水管、また蓮田松韻高校までの汚
水管について、それぞれ整備いたしました。
　蓮田駅東口黒浜線の汚水管整備に先立ち、
関連する受益者負担金条例を10月に改正いた
しました。
　ストックマネジメント計画に基づいて、ま
た不明水の対策として汚水管渠の調査点検を
実施しました。

a 達成

　埼玉県施工の蓮田駅東口黒浜線道路築
造に併せて、汚水管渠の工事を実施して
いきます。
　また、ストックマネジメント計画に基
づき汚水管渠の調査点検の実施と西新宿
汚水中継ポンプ場の設備の更新をしてい
きます。

352,603 290,422

農業集落排
水整備事業

　農業用水の水質を保全し、農業
生産環境の改善を図るとともに、
地域の生活環境の向上と元荒川や
綾瀬川等の公共用水域の水質保全
を図る。

下水道課

　農業集落排水の各施設について、定時点検
の実施結果等を参考に、適切な維持管理を継
続的に実施しております。
　駒崎・井沼地区及び根金・貝塚地区処理場
の通報装置を交換しました。また上平野地区
施設の機能診断調査業務を行いました。

a 達成

　各施設の維持管理については、定時点
検の実施結果等を参考に、これまでどお
り適切に実施していきます。
　継続的な下水道サービスの提供のた
め、最適化構想に基づく処理施設の更新
を行っていきます。

24,588 21,818

合併処理浄
化槽設置整
備事業

　「浄化槽設置整備事業補助金交
付要綱」により、し尿汲取り槽や
単独浄化槽から合併浄化槽へ転換
するための費用を補助すること
で、生活環境の改善を図るととも
に、適切な維持管理を啓発し、元
荒川や綾瀬川等の公共用水域の水
質浄化及び水質保全を推進する。

下水道課

　合併処理浄化槽への転換補助金を10件行い
ました。
　ホームページや広報はすだ、チラシの配布
を通じて、浄化槽を使用されている方に清
掃・保守点検・法定検査（水質）の啓発を行
いました。

a 達成

　引き続き、単独浄化槽及び汲み取り便
槽から合併処理浄化槽への転換を促進し
ていきます。
　浄化槽を使用している方に浄化槽の適
切な維持管理について啓発を行っていき
ます。

8,858 7,688

基本政策５

主要事業
№

第５次総合振興計画
R3年度
決算額
（千円）

185
（再掲）

184
（再掲）

115
（再掲）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

ＰＬＡＮ
ＤＯ

（R3年度中に実施したこと）

R3年度
当初予算額
（千円）
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潤いのある快適なまちをつくる
政策７．公園の整備と緑地の保全

施策（１）魅力ある公園の整備

主要事業名 内容（R3年度） 担当課 課別

公園リノ
ベーション
事業

　子育て世代や多世代間交流の機
会が図れるふれあい活動となる場
の空間や子どもの体力、探究心及
び創造性を向上させることのでき
る公園を整備する。また、遊具や
設備について安全点検を行い、計
画的に魅力あるものに刷新するな
ど、誰もが利用しやすい公園整備
を推進する。

みどり環境
課

※№28 公園整備事業で実施

キッズパー
クはすだ事
業

　子育て世代や多世代間交流の機
会が図れるふれあい活動となる場
の空間や子どもの体力、探究心及
び創造性を向上させることのでき
る公園を整備する。また、遊具や
設備について安全点検を行い、計
画的に魅力あるものに刷新するな
ど、誰もが利用しやすい公園整備
を推進する。
　なお、多様化するニーズに対応
した総合公園の計画など、新たな
拠点地域づくりを推進する。

みどり環境
課

※№28 公園整備事業で実施

公園整備事
業

　子育て世代や多世代間交流の機
会が図れるふれあい活動となる場
の空間や子どもの体力、探究心及
び創造性を向上させることのでき
る公園を整備する。また、遊具や
設備について安全点検を行い、計
画的に魅力あるものに刷新するな
ど、誰もが利用しやすい公園整備
を推進する。
　なお、多様化するニーズに対応
した総合公園の計画など、新たな
拠点地域づくりを推進する。

みどり環境
課

　公園遊具等の施設安全点検を行い、事故を
未然に防ぐとともに、計画的な撤去・修繕・
更新が行えるよう努めました。また、黒浜緑
地の整備工事及び設計業務、上町ふれあいの
森の設計業務、西城沼公園駐車場予定地の高
木伐採等及び通学路支障木撤去を行いまし
た。

b 一部達成

　公園内事故ゼロを目指し、施設の点
検・修繕・更新を継続するとともに、黒
浜緑地については説明会等を実施し、住
民合意を図ったうえで進めます。
  また、堂山公園のトイレ更新工事の設
計業務及び公園トイレ洋式化等改修工事
を行います。

94,800 180,631

R3年度
決算額
（千円）

ＤＯ
（R3年度中に実施したこと）

203

202

28
（再掲）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

基本政策５

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

R3年度
当初予算額
（千円）
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潤いのある快適なまちをつくる
政策７．公園の整備と緑地の保全

施策（１）魅力ある公園の整備

主要事業名 内容（R3年度） 担当課 課別

R3年度
決算額
（千円）

ＤＯ
（R3年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

基本政策５

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

R3年度
当初予算額
（千円）

自治振興課

　蓮田市コミュニティづくり推進協議会の活
動として、新型コロナウイルス感染拡大防止
対策を図りながら、6月と11月に蓮田駅東口
及び西口花壇、市役所正面玄関前花壇に季節
の花を植えました。また、年間を通して、各
団体が交代で水遣り等を行いました。

a 達成
　今後も、蓮田市コミュニティづくり推
進協議会の活動の一環として、花植えと
維持管理を継続します。

0 0

みどり環境
課

　公園を管理している団体に花苗等の配布を
行うとともに、19団体に公園管理報奨金を交
付しました。また、アダプトプログラム協力
団体と定期的に意見交換を行い、公園の修繕
計画に反映させました。

a 達成

　公園を管理している団体への花苗等の
配布、公園管理報奨金の交付を継続しま
す。また、アダプトプログラム協力団体
と定期的な意見交換を継続し、公園の修
繕計画に反映させるとともに、新たなボ
ランティア団体を募るため、アダプトプ
ログラム制度等のＰＲを強化します。

103 101

黒浜沼周辺
整備事業

　黒浜沼（上沼）周辺の優れた自
然や貴重な歴史的環境を末永く後
世に残すため、緑のトラスト保全
第１１号地として土地の保全・整
備を行う。

みどり環境
課

　景観維持及び見学者の利便性確保のため、
駐車場、周辺道路、水田ゾーン周辺について
除草作業を行いました。また、原風景保存の
ため稲作を継続し、一部を蓮田白岡衛生組合
のフードドライブに提供、その他をＪＡ南彩
に納品しました。

a 達成

　景観維持及び見学者の利便性確保のた
めの除草作業、原風景保存のための稲作
を継続します。また、環境学習館の新築
工事も視野に入れ、トラスト地の維持管
理及び活用方法について、方向性を検討
します。

7,593 7,675

みどり環境
課

　R2年度に取得した用地について、管理のた
め樹木の伐採・抜根、除草、フェンス設置等
を行いました。

a 達成
　引き続き用地の適正な管理を行うとと
もに、環境保全や整備、維持・管理及び
活用方法について検討します。

0 31,000

農政課

　護岸や湿生植物園の除草や仮設トイレの清
掃を行いました。
　山ノ神沼敬愛会の役員と職員による清掃及
び除草作業を11回実施しました。
　山ノ神沼に設置されている仮桟橋が老朽化
したため、危険防止対策として撤去しまし
た。

a 達成
　除草や仮設トイレの清掃を定期的に行
います。また、山ノ神沼敬愛会と連携
し、清掃活動や除草作業を行います。

1,424 3,873

山ノ神沼周
辺整備事業

179
（再掲）

180
（再掲）

　山ノ神沼の水辺地やその周辺に
ついて、農業用水利施設として円
滑に機能するよう保全改修を行う
とともに、小動物等とのふれあい
の場、身近な水辺の自然環境とし
ての役割を果たしていくため、そ
の保全・再生を図りながら、散策
や釣りなどが気軽に楽しめるよう
な親水空間を創出する。

　市内各所に四季折々の花を植
え、市と市民、関係団体、企業等
が協働して花と緑のまちづくりを
行う。

177
（再掲）

花と緑のま
ちづくり事
業
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潤いのある快適なまちをつくる
政策７．公園の整備と緑地の保全

施策（２）農地・緑地の保全と創造

主要事業名 内容（R3年度） 担当課 課別

土地改良基
盤整備推進
事業

　ほ場の大型化や用排水路・道路
等の農業生産基盤を総合的に整備
し、効率的な農業の展開と農地利
用集積等を進める。

農政課

　江ヶ崎・実ヶ谷土地改良区の清算結了総会
を10月23日に書面開催にて実施しました。
　江ヶ崎・実ヶ谷土地改良区及び閏戸土地改
良組合の土地改良竣工記念碑を建立しまし
た。
　閏戸地区のほ場整備事業で、蓮田市に所有
権移転した土地の地目変更を行うため、久喜
法務局へ提出する登記手続き資料の作成を行
いました。

b 一部達成
　閏戸地区のほ場整備事業について、蓮
田市に所有権移転した土地の地目変更手
続きを行います。

0 4,092

ふれあい農
園管理運営
事業

　高齢化社会を背景にした生きが
いの創出や農業に対する関心の高
まりを受けて実施している市民農
園の適切な管理運営を行う。

農政課
　ふれあい農園の空き区画について、直営で
除草・異物除去・耕うんを行い、整備後に貸
出しを行いました。

a 達成
　利用者の方々には、今後も適切に利用
していただくよう周知を徹底し、良好な
市民農園として管理運営を行います。

544 550

交流ふれあ
い支援事業

　水田活用として、景観形成作物
のコスモス・そば等の栽培に合わ
せて地元農産物の直売等のイベン
トを行うことにより、各地域の農
業者と地域住民との交流を図る活
動の支援を行う。

農政課

　新型コロナウイルス感染症の拡大防止の観
点から、3地区のコスモスまつりと1地区のそ
ばまつりで開催が中止となりました。
　黒浜地区で行われた、そば栽培に合わせた
テイクアウト事業の支援を行いました。

b 一部達成

　新型コロナウイルス感染症対策等を考
慮した開催方法を検討していただくよう
周知し、農業者と地域住民との交流を図
る活動に対して、支援を行います。

2,000 56

貸農園事業

　民間事業者と連携し、貸農園事
業を行う。蓮田スマートインター
チェンジを活用して都市住民に訪
問してもらい、農業体験を提供す
る。

農政課
　スマートインターチェンジを活用した貸農
園事業に関する他市の事例について、情報収
集を行いました。

b 一部達成

　他市町村のスマートインターチェンジ
周辺を活用した貸農園の設置状況等の調
査研究を行い、引き続き実現性について
研究します。

0 0

基本政策５

主要事業
№

R3年度
当初予算額
（千円）

R3年度
決算額
（千円）

174
（再掲）

166
（再掲）

170
（再掲）

171
（再掲）

ＰＬＡＮ
第５次総合振興計画 ＤＯ

（R3年度中に実施したこと）

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

ＣＨＥＣＫ
（評価）
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地域活動が活性化されたまちをつくる
政策１．市民協働の推進

施策（１）地域コミュニティの活性化

主要事業名 内容（R3年度） 担当課 課別

コミュニ
ティ活動へ
の支援事業

　各分野にわたる市内の団体で構
成された「蓮田市コミュニティづ
くり推進協議会」が行う活動に対
し、補助金を交付する。

自治振興課

　蓮田市コミュニティづくり推進協議会の活
動として、6月と11月に「花いっぱい運動(駅
東西口及び市役所花壇)」を実施し、その活
動を支援するとともに補助金を交付しまし
た。
　新型コロナウイルス感染拡大防止を図るた
め、「ふるさと水辺ウォーク」、共助社会づ
くりのイベント、「やさしさいきいきフェス
ティバル」は中止となりました。実施できな
かった事業に対する補助金については、返還
していただきました。

a 達成
　「蓮田市コミュニティづくり推進協議
会」が行う活動を支援するとともに、活
動に対する補助金を交付します。

950 157

自治会の活
動支援事業

　協定に基づく行政協力の円滑な
実施を図るため、行政協力に対す
る交付金を自治会に交付する。
　また、自治会活動の活性化を図
るため、蓮田市自治連合会が行う
事業や自治会活動の拠点となる自
治会館等の施設の建築費、補修費
に対して、補助金を交付する。

自治振興課

　行政協力に対する交付金を各自治会に交付
しました。蓮田市自治連合会が行う事業に対
し補助金を交付しましたが、新型コロナウイ
ルス感染拡大防止を図るため実施できなかっ
た事業に対する補助金については、返還して
いただきました。
　自治会館等の施設補修は、申請のあった5
件（黒浜馬場自治会、蓮田桜台自治会、桜ヶ
丘自治会、大山団地自治会、城自治連合会）
について、事業が完了しました。

a 達成
　引き続き適正な補助金の交付に努めま
す。

25,134 23,571

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

ＰＬＡＮ

79
（再掲）

204

R3年度
決算額
（千円）

R3年度
当初予算額
（千円）

基本政策６

主要事業
№

ＤＯ
（R3年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価）第５次総合振興計画
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地域活動が活性化されたまちをつくる
政策１．市民協働の推進

施策（２）市民活動・NPO 活動の支援

主要事業名 内容（R3年度） 担当課 課別

ＮＰＯ・市
民活動支援
事業

　ＮＰＯ・市民活動の活性化を図
るため、西新宿会館内に活動拠点
として設置している「市民活動ひ
ろば」の運営等を支援する。

自治振興課

　市民活動ひろばについては、市民活動サ
ポーター団体の協力（2団体）により、管理
運営を行い、その支援を行いました。
　市民活動ひろばに設置している印刷機と複
合機の更新を行いました。利用登録団体が増
えたことにより、印刷機等の利用頻度が向上
しました。

b 一部達成
　市民活動サポーターの支援を行うとと
もに、協力いただける団体を増やすよう
努めます。

537 415

市民協働推
進事業

　市民が主体の新たな市民活動
が、市民と行政との協働事業につ
ながるよう、各種市民活動団体と
の協働を推進する。

自治振興課

　市民課において転入者に資料を配布する
際、「自治会加入案内」を印刷した封筒を使
用し自治会加入の啓発を行いました。
　「自治会への加入促進に関する協定」に基
づく市・自治連合会・宅地建物取引業協会の
3者による意見交換会は、新型コロナウイル
ス感染拡大防止を図るため、中止としまし
た。

b 一部達成

　市民課での「自治会加入案内」を印刷
した封筒の使用及び「自治会への加入促
進に関する協定」に基づく意見交換会を
継続して実施します。

0 0

市民イベン
ト等支援事
業

　蓮田ランタイズが自主的に開催
する「蓮田マラソン・スイーツバ
トル」等市民団体が自主的に開催
するイベント等を支援し、交流人
口の増加を図る。

政策調整課
　新型コロナウイルス感染症拡大防止のた
め、R3年11月27日（土）に予定されていた第
10回蓮田マラソンは延期となりました。

c 未達成

　新型コロナウイルス感染症への対策を
行った上で、第10回蓮田マラソンの開催
について、市民団体、民間企業、県、近
隣市町村など多様な団体と連携、協働に
より事業を支援します。

0 0

R3年度
決算額
（千円）

207

R3年度
当初予算額
（千円）

基本政策６

主要事業
№

206

205

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

第５次総合振興計画 ＤＯ
（R3年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価）

ＰＬＡＮ
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地域活動が活性化されたまちをつくる
政策１．市民協働の推進

施策（２）市民活動・NPO 活動の支援

主要事業名 内容（R3年度） 担当課 課別

R3年度
決算額
（千円）

R3年度
当初予算額
（千円）

基本政策６

主要事業
№

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

第５次総合振興計画 ＤＯ
（R3年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価）

ＰＬＡＮ

地域で支え
る子育て支
援事業

　地域に開かれた公立保育所を目
指し、地域住民との交流イベント
やサポーターを養成するイベント
を開催するほか、子育て支援セン
ターや子育て広場と連携し、子育
てを地域全体で支える。

保育課
　新型コロナウイルス感染症拡大防止のた
め、保育園と地域住民等との交流イベントは
実施を見合わせました。

d その他
　引き続き、新型コロナウィルス感染症
の状況を見ながら、交流イベントを実施
します。

0 0

子ども支援
課

　家庭教育支援チームにより、コロナ禍の中
においてもイベントができるように工夫し、
新たに「ちょっとほっとタイム～ソーシャル
ディスタンスでふれあいあそび」を開催し
た。参加者同士の情報交換や仲間づくりを促
し、サークル活動の芽になるように支援しま
した。

a 達成

　人との触れ合いを求める保護者からの
意見が多いので、引き続き新型コロナウ
イルスの感染拡大防止に配慮しながら、
事業を実施していきます。

0 0

保育課
　新型コロナウイルス感染症の状況により、
サークル活動の利用の希望がありませんでし
た。

b 一部達成
　引き続き、新型コロナウイルス感染症
拡大防止対策を講じながら、子育て支援
センターの利用者に声掛けを行います。

6 0

社会教育課

　元気になれる子育て講座を、6月7日、14
日、21日、28日、7月5日、12日の全6回開催
しましたが、コロナ禍等の事情があり、参加
者によるサークル結成には至りませんでし
た。

b 一部達成

　新型コロナウイルス感染症対策を講
じ、工夫をしながら、講座を実施してい
きます。また、引き続き子育てサークル
を支援することにより、子育て世代の悩
み・不安等が解消されるよう、さらに
サークルや交流活動につながるよう講座
を開催していきます。

30 30

43
（再掲）

子育てサー
クルの育成
支援事業

　子育てサークルに対して、子育
てに関する講座を実施し、活動の
場や情報の収集・提供の充実を図
る。子育て支援センターや児童セ
ンター等に来所した親子に対し、
サークルづくりの声掛けを行うと
ともに、会議室の団体利用等子育
てサークルの活動支援を行う。
　また、子育てサークル活動の活
性化を図るための研修を充実し、
サークルの指導者の育成を図る。

42
（再掲）
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地域活動が活性化されたまちをつくる
政策１．市民協働の推進

施策（２）市民活動・NPO 活動の支援

主要事業名 内容（R3年度） 担当課 課別

R3年度
決算額
（千円）

R3年度
当初予算額
（千円）

基本政策６

主要事業
№

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

第５次総合振興計画 ＤＯ
（R3年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価）

ＰＬＡＮ

子ども支援
課

　家庭教育学級を支援するほか、親子ふれあ
い村のイベントでは、家庭教育支援チームや
ゆずりっこ、まろにえ会などといった子育て
支援団体のほか、包括連携協定を生かし、民
間会社にもボランティアとして手伝っていた
だき、地域の子育てネットワークの強化につ
なげることができました。

a 達成

　引き続き家庭教育学級を支援するほ
か、地域で活動する子育て支援団体の
ネットワークを強化できるイベントの開
催に引き続き取り組みます。

15 15

社会教育課

　蓮田市子ども会育成連絡協議会に対して、
「蓮田市社会教育関係団体に対する補助金」
を交付しました。R3年度は新型コロナウイル
ス感染症の影響で団体の事業が縮小となり、
補助額の残額について返還処理を行いまし
た。

a 達成

　蓮田市補助金等交付申請書を必要な添
付資料ともに提出するよう案内し、内容
を審査のうえ交付決定します。事業完了
後は実績報告書を提出するよう案内し、
交付額を確定させます。事業の実施のた
め、団体に支援・相談を行っていきま
す。

720 436

母子愛育会
活動支援事
業

　地域での母と子の健康づくりと
子育て支援を目的に活動している
母子愛育会の活動を周知し、支援
を行う。

子ども支援
課

　愛育会全体としては、新型コロナウイルス
の感染拡大を防止するため、総会や班長会な
どを中止したが、各地区では、クリスマス会
やハロウィン等の様々なイベントを実施し、
地域での交流を図りました。各地区担当保健
師が支援を行いました。

a 達成

　妊娠届出時や乳幼児健診、新生児訪問
等あらゆる機会を捉えて母子愛育会のPR
に努めていきます。また、子育てコン
シェルジュなど関係機関等とも連携して
事業を実施していきます。
　事務局として、愛育会へのフォロー体
制を継続していきます。

839 672

社会教育課
　蓮田市子ども会育成連絡協議会に対して、
「蓮田市社会教育関係団体に対する補助金」
を交付しました。

a 達成
　引き続き蓮田市子ども会連絡協議会に
対して補助金を交付し、活動の支援を行
います。

0 0

文化スポー
ツ課

　新型コロナウイルス感染症の影響で規模縮
小となりましたが、ハストピアの自主事業な
ど、一部事業を実施しました。

b 一部達成

　新型コロナウイルス感染症の状況を鑑
み、安全に地域交流機会を提供できるイ
ベントや、子育て世代が楽しむことがで
きるイベントを検討・実施していきま
す。

0 0

47
（再掲）

地域交流機
会の創出

　親子で参加できるイベントの開
催や子ども会などの地域活動を支
援し、交流機会の充実を図る。

45
（再掲）

44
（再掲）

子育て活動
促進事業

保護者同士の交流を図ることがで
きるよう、家庭教育学級活動を支
援する。
　また、子ども会活動等、地域で
活動する関係機関を支援すること
で、地域の絆の深まりや教育力の
向上につなげていく。
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地域活動が活性化されたまちをつくる
政策１．市民協働の推進

施策（２）市民活動・NPO 活動の支援

主要事業名 内容（R3年度） 担当課 課別

R3年度
決算額
（千円）

R3年度
当初予算額
（千円）

基本政策６

主要事業
№

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

第５次総合振興計画 ＤＯ
（R3年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価）

ＰＬＡＮ

地域ぐるみ
の子ども安
全推進事業

　登下校時の児童・生徒の安全を
確保するため、学校とスクール・
ガード・リーダーを中心とした見
守り活動の組織等との連携によ
り、地域防犯体制を確立する。

学校教育課
　登下校時における児童・生徒の安心・安全
のために、スクールガードリーダーを中心と
した地域の見守り活動を行いました。

a 達成

　引き続き、各小学校区でスクールガー
ドリーダーを委嘱し、児童・生徒の安全
を確保し、地域の防犯体制を強化・確立
させていきます。

50 50

福祉課

　新型コロナウイルス感染症予防を徹底した
上で、施設等へのボランティア派遣を約15
回、「はすだ地域支えあいサービス」のサー
ビス提供は約200回実施しました。「ひとり
暮らし高齢者等見守り事業」では、協力員が
直接訪問できない時は、職員による訪問や民
生委員による電話訪問で見守りを実施しまし
た。

a 達成
　引き続き、地域福祉事業の実施、地域
活動・ボランティア活動の推進等を支援
していきます。

0 0

健康増進課

　新型コロナウイルス感染症の拡大を受け、
活動の方法・内容等が制限されることもあり
ましたが、活動の方向性を確認しながら、役
員会に出席し、助言や支援を行いました。
　また食生活改善推進員協議会設立50周年の
節目にあたり、記念誌を作成する際、情報提
供や助言を行いました。
食生活改善推進員養成講座である「いきいき
食生活教室」を開催しました。

a 達成

　引き続き食生活改善推進員の役員会等
に参加し、会の運営等に関する助言や支
援を行い、活動を支援していきます。
　具体的には、本部活動としての伝達講
習会や研修会、地域推進活動として、男
性の厨房教室、親子料理教室、楽しく歩
こう教室、男性のための料理教室等の実
施に際し、助言や支援を行います。
　また、食生活改善推進員養成講座であ
る「いきいき食生活教室」を開催し、新
規会員数の増加につなげます。

148 148

長寿支援課

　コロナ禍において、中止となる事業が多い
中、老人クラブが実施する清掃活動や防犯パ
トロール等の地域活動に対して、側面的な支
援を行うことにより、地域福祉の向上に努め
ました。

a 達成
　引き続き、老人クラブが行う地域活動
を支援していきます。

0 0

69
（再掲）

81
（再掲）

地域活動・
ボランティ
ア活動の推
進事業

　地域を基盤に活動するさまざま
な団体やボランティア等が活動し
やすい環境を整備し、活動を推進
する。
　地域の老人クラブにおいては、
「健康」「友愛」「奉仕」の精神
に基づき、身近な仲間と支え合い
ながら実施する自主的な清掃活動
等に対する支援を行い、地域福祉
の向上を図る。
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地域活動が活性化されたまちをつくる
政策１．市民協働の推進

施策（２）市民活動・NPO 活動の支援

主要事業名 内容（R3年度） 担当課 課別

R3年度
決算額
（千円）

R3年度
当初予算額
（千円）

基本政策６

主要事業
№

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

第５次総合振興計画 ＤＯ
（R3年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価）

ＰＬＡＮ

福祉課
　手話を広く周知していくため、手話通訳者
養成講座Ⅰ課程（合計35回）を実施し、7名
が修了しました。

a 達成

　引き続き、手話を広く周知していくた
めに、手話奉仕員養成講座（入門及び基
礎）、手話通訳者養成講座Ⅰ課程を開催
します。

660 660

長寿支援課

　R1年度までは、地域敬老会や寿大学（老人
クラブ連合会と共催）を実施し、地域活動
リーダーの育成に努めてきましたが、新型コ
ロナウイルスの影響で、地域敬老会及び寿大
学が中止となり、R3年度は地域の人材育成が
困難な状況でした。
　地域敬老会については、地域敬老会事業推
進本部会議において現行の地域敬老会をR3年
度で終了することを決定しました。

b 一部達成

　感染症の流行状況を見ながら、寿大学
の実施を検討し、引き続き、地域の人材
育成に努めます。
　R5年度以降の敬老会事業の方向性等に
ついて、協議・調整を行います。

0 0

学校教育課

 　例年、福祉体験を市内小・中学校で行っ
ております。R3年度は新型コロナウイルス感
染症の影響で実施しない学校もありました
が、小学校8校、中学校3校で体験学習を実施
しました。

b 一部達成

　社会福祉協議会と連携し、福祉体験活
動を軸とした福祉教育が児童・生徒に正
しく理解されるよう、引き続き支援して
いきます。

0 0

ハストピア
サポーター
ズ事業

　総合文化会館が行う事業を市民
組織であるハストピアサポーター
ズと協働で推進するととともに、
人材の育成・支援等を行う。

文化スポー
ツ課

　自主事業イベントの再開とともに、サポー
ターズの活動も再開し、3事業について協働
で実施しました。

b 一部達成

　新型コロナウイルス感染症の状況を鑑
み、ハストピアサポーターズと協働によ
る事業を検討します。また、サポーター
ズ養成講座等を開講し、人材育成を行い
ます。

400 221
138

（再掲）

82
（再掲）

地域活動の
担い手の育
成事業

　地域活動の担い手や地域のリー
ダーとなる人材の育成を図る。
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地域活動が活性化されたまちをつくる
政策１．市民協働の推進

施策（２）市民活動・NPO 活動の支援

主要事業名 内容（R3年度） 担当課 課別

R3年度
決算額
（千円）

R3年度
当初予算額
（千円）

基本政策６

主要事業
№

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

第５次総合振興計画 ＤＯ
（R3年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価）

ＰＬＡＮ

スポーツ・
レクリエー
ション普及
事業

　スポーツ推進委員・スポーツ協
会・スポーツ少年団・レクリエー
ション協会等によるスポーツ振興
や、各種団体等と協力・連携して
実施しているはすだスポーツフェ
スタ等のスポーツイベント、ま
た、各種スポーツ教室の実施など
により、市民のスポーツ参加の機
会をつくる。

文化スポー
ツ課

　新型コロナウイルス感染症拡大防止のた
め、スポーツフェスタなど大きなイベント等
は中止となりましたが、一部事業を実施しま
した。

b 一部達成
　新型コロナウイルス感染症の状況を鑑
みて、スポーツ・レクレーションの普及
事業を推進していきます。

9,185 3,564

はすだ
Futureプロ
ジェクト支
援事業

　定住人口の増加や地域活性化を
目的に、はすだ観光協会と一体と
なって、映画製作や上映会等のイ
ベントを行うはすだFutureプロ
ジェクトに対し支援を行う。

商工課 ※事業終了

自治振興課

　蓮田市コミュニティづくり推進協議会の活
動として、新型コロナウイルス感染拡大防止
対策を図りながら、6月と11月に蓮田駅東口
及び西口花壇、市役所正面玄関前花壇に季節
の花を植えました。また、年間を通して、各
団体が交代で水遣り等を行いました。

a 達成
　今後も、蓮田市コミュニティづくり推
進協議会の活動の一環として、花植えと
維持管理を継続します。

0 0

みどり環境
課

　公園を管理している団体に花苗等の配布を
行うとともに、19団体に公園管理報奨金を交
付しました。また、アダプトプログラム協力
団体と定期的に意見交換を行い、公園の修繕
計画に反映させました。

a 達成

　公園を管理している団体への花苗等の
配布、公園管理報奨金の交付を継続しま
す。また、アダプトプログラム協力団体
と定期的な意見交換を継続し、公園の修
繕計画に反映させるとともに、新たなボ
ランティア団体を募るため、アダプトプ
ログラム制度等のＰＲを強化します。

103 101

177
（再掲）

花と緑のま
ちづくり事
業

　市内各所に四季折々の花を植
え、市と市民、関係団体、企業等
が協働して花と緑のまちづくりを
行う。

162
（再掲）

146
（再掲）
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地域活動が活性化されたまちをつくる
政策２．情報共有・情報発信

施策（１）情報公開の充実・個人情報の保護

主要事業名 内容（R3年度） 担当課 課別

情報公開制
度の充実

　行政運営を健全かつ安定に推進
していくためには、市民のかたの
市政に対する理解と信頼を深め、
知る権利を保障していくことが重
要である。知る権利の行使である
公文書の情報公開請求に対して
は、個人情報保護の徹底とのバラ
ンスなど考慮すべき事項も多い
が、時代の変化に応じた積極的な
公開を行う。
　職員全員が情報公開、個人情報
保護の理解を深め、有効な情報提
供を行う。また、情報公開請求に
迅速に対応できるよう文書管理面
の強化を図る。

庶務課

　R3年度における「行政資料目録」を作成
し、行政資料コーナーに設置しました。
　また、情報の公開を求めて窓口に来た来庁
者には、開示を望んでいる情報の具体的内容
を聞き、該当所管課と調整するとともに、個
人情報の保護を図りながら積極的な情報提供
の案内を行いました。
　なお、R3年度の情報公開請求の請求件数は
82件で、決定の内訳は、開示59件、部分開示
20件、不開示3件であり、不開示決定した理
由は、請求に係る公文書が存在しなかったこ
とによるものでした。また、R3年度の個人情
報の開示請求は39件でした。

a 達成

　引き続き、市民の利用しやすい行政資
料コーナーを目指し、充実を図ります。
　情報公開及び個人情報保護制度につい
て、職員に啓発等を行い、さらなる理解
の促進を図ります。

447 44

情報セキュ
リティ対策
の整備

　市の情報資産を安心・安全に管
理するため、最新の情報通信技術
の動向等を的確にとらえ、情報セ
キュリティ対策を進める。
　情報セキュリティ基本方針及び
情報セキュリティ対策基準の見直
しを随時行うとともに職員の情報
セキュリティ意識の向上を図るた
め、情報セキュリティ研修を実施
する。

電算課

　埼玉県自治体情報セキュリティクラウドに
参加し、インターネットと庁内ネットワーク
の分離や、メール及びファイルの無害化処理
等の高度なセキュリティ対策を行いました。
総務省及び地方公共団体情報システム機構が
提供する情報セキュリティ研修を、eラーニ
ングにより全職員が受講し、修了しました。
　また、ＩＴアドバイザーを講師に招き、講
義形式の研修会も実施しました。

a 達成

　引き続き、埼玉県自治体情報セキュリ
ティクラウドに参加し、インターネット
と庁内ネットワークの分離やメール及び
ファイルの無害化処理等の高度なセキュ
リティ対策を行います。総務省及び地方
公共団体情報システム機構の提供する情
報セキュリティ研修を、ｅラーニングに
より実施します。
　また、ＩＴアドバイザーを講師に招
き、講義形式の研修会も開催する予定で
す。

6,407 3,625

R3年度
決算額
（千円）

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

基本政策６

主要事業
№

第５次総合振興計画
R3年度

当初予算額
（千円）

121
（再掲）

208

ＰＬＡＮ
ＤＯ

（R3年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価）
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地域活動が活性化されたまちをつくる
政策２．情報共有・情報発信

施策（２）地域情報化の推進

主要事業名 内容（R3年度） 担当課 課別

蓮田市都市
計画図基本
図作成事業

　蓮田市都市計画基本図を修正す
るほか、用途地域を含む地域地区
の変更や地区計画の決定等に伴
い、都市計画図を修正印刷する。

都市計画課
　R3年12月に蓮田白岡衛生組合のごみ処理場
等の区域の都市計画変更について、変更の告
示を行いました。

a 達成

　ごみ処理場の区域の変更や、高虫西部
地区産業団地の市街化区域への編入な
ど、都市計画変更にあわせて、適宜都市
計画図の変更を行っていきます。

1,038 0

公開型地理
情報システ
ム整備事業

　市民サービスの向上を図るた
め、蓮田市地図情報システムに情
報を追加する。

都市計画課

　3月策定の立地適正化計画に基づく居住誘
導区域・都市機能誘導区域情報を本番環境へ
の追加準備を行うとともに、既存情報（都市
計画情報、指定道路網図等）の更新を行いま
した。

a 達成

　国が進める3Ｄ都市モデルの整備事業を
活用し、蓮田市の3Ｄ都市モデルを作成し
ます。
　また、引き続き、システムの適切な管
理運営を行い、市民に有益な情報を追加
していきます。

2,605 2,585

情報化推進
事業

　全ての児童・生徒が情報を主体
的に収集・選択・活用・発信し、
豊かな創造性と応用力を育成でき
るようにするために、情報通信技
術（ＩＣＴ）を活用した教育の充
実に努める。

学校教育課

　国のＧＩＧＡスクール構想に基づき、蓮田
市におけるＩＣＴを活用した授業改善を図り
ました。一人一台端末等を利活用し、アク
テｨブラーニングを充実した学習環境の整備
を図ります。

a 達成
　年に3回以上研修会（外部講師も含む）
を開催し教職員の資質向上を図ります。

88,706 94,355

情報伝達体
制整備事業

　災害時における情報伝達体制の
整備として、防災行政無線の維持
管理を行うとともに、新規の防災
行政無線の増設には設置場所等の
課題があるため、防災行政無線の
内容や緊急情報等をメールで配信
する「安心安全メール」を周知徹
底し、登録者の増加を図ることで
難聴区域の解消につなげていく。
　また、デジタル化を実施した移
動系防災行政無線等のあらゆる情
報機器を活用して、情報伝達体制
の強化を図る。

危機管理課

　ＩＰ無線機を15台追加整備し、合計45台の
配備とすることにより、災害時の情報伝達体
制の充実を図りました。
　また、防災行政無線の戸別受信機10台を消
防庁から借り受けました。
　安心安全メールについては、市広報等で周
知し、登録者数の増加につながりました。

a 達成

　ＩＰ無線機について、整備計画に基づ
き、R4年度に50台体制とし、情報連絡体
制の一層の充実・強化を図ります。
　防災行政無線の戸別受信機の効果を検
証するとともに、その他の情報伝達手段
についても調査・研究を行っていきま
す。

10,977 11,912
120

（再掲）

67
（再掲）

31
（再掲）

209

ＣＨＥＣＫ
（評価）

ＰＬＡＮ
ＤＯ

（R3年度中に実施したこと）

基本政策６

主要事業
№

第５次総合振興計画
R3年度

当初予算額
（千円）

R3年度
決算額
（千円）

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）
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地域活動が活性化されたまちをつくる
政策２．情報共有・情報発信

施策（３）広聴・広報の充実

主要事業名 内容（R3年度） 担当課 課別

政策調整課

　9月17日から新たにふるさと納税ポータル
サイト「さとふる」での寄附受付を開始しま
した。
　「さとふる」に対応し新たな記念品の追加
に協力をいただくために、全ての事業者を訪
問し、説明と交渉を行いました。
　11月4日から新協力事業者として、河野製
紙㈱のティッシュペーパーやトイレットペー
パーを記念品に追加しました。

a 達成

　市の特産品を全国に発信するために、
ふるさと納税の記念品の充実を図りま
す。
　記念品の安定供給と新商品の開拓及び
新規協力事業者の確保を行います。
　ふるさとチョイスにおける電子感謝券
の導入を検討します。

5,670 4,019

広報広聴課

　ＳＮＳ，公式ホームページ、テレビ埼玉
データ放送等の媒体を活用して、市政情報、
イベント情報、市の様々な情報や魅力を発信
することができました。

b 一部達成
　各種事業やイベント等に関することに
ついて、今後も様々の媒体を活用し、多
角的に市の魅力を発信していきます。

982 950

広報広聴課

　人気のはすぴぃキャラクターグッズは、R3
年度売上額121,800円です。新規に、はす
ぴぃ付箋を作成しました。
　また、はすぴぃお散歩隊は、保育園イベン
ト、パラリンピック聖火リレーイベント等へ
参加しました。R3年度のお散歩隊出動回数は
12回、はすぴぃ結婚記念撮影サービス1件、
着ぐるみ貸出し4回を行いました。また、テ
レビ埼玉とＴＢＳテレビの情報番組におい
て、市内の様々な魅力をＰＲをしました。

b 一部達成

　引き続き、はすぴぃ及び広報大使を活
用したイベント等への積極的な参加、Ｓ
ＮＳでの発信、人気グッズの開発、各種
メディアへの露出、その他の発案をもっ
て、市のＰＲに勤しんでいきます。

1,259 933

商工課

　Pasar蓮田内の旬撰倶楽部にてはすぴぃ
グッズを販売し、はすぴぃを活用したシティ
セールスを行いました。
　はすだ観光協会が製作したはすぴぃグッズ
を、ふるさと納税ポータルサイトの「さとふ
る」に返礼品として登録しました。

a 達成

　市内外のイベント等において、はす
ぴぃグッズの販売を行うとともに、シ
ティセールスを行います。
　観光協会が実施する事業の支援を行っ
ていきます。

1,000 550

R3年度
決算額
（千円）

210

211

マスコット
キャラク
ターや広報
大使を活用
したシティ
セールス推
進事業

　マスコットキャラクター「はす
ぴぃ」の着ぐるみ、グッズ、デザ
インやはすだ広報大使「にゃんた
ぶぅ」を活用し、市のＰＲを市内
外で積極的に行う。
　また、はすだ観光協会が製作し
ているはすぴぃグッズをふるさと
納税返礼品として登録し、市及び
観光協会のＰＲを行う。

シティセー
ルスの推進

　ふるさと納税の記念品の充実を
図り、市の特産品を全国に発信し
ていく。
　ＳＮＳや公式ホームページを活
用した情報発信、蓮田駅オリジナ
ル発車メロディへの変更や蓮田探
検ガイドツアーの実施、テレビ埼
玉のデータ放送を活用した情報発
信など、より広く市のＰＲ、魅力
発信を行っていく。

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

ＤＯ
（R3年度中に実施したこと）

基本政策６

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

R3年度
当初予算額
（千円）
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地域活動が活性化されたまちをつくる
政策２．情報共有・情報発信

施策（３）広聴・広報の充実

主要事業名 内容（R3年度） 担当課 課別

R3年度
決算額
（千円）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

ＤＯ
（R3年度中に実施したこと）

基本政策６

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

R3年度
当初予算額
（千円）

パブリック
コメント制
度の充実

　市民と行政の協働によるまちづ
くりを推進するため、引き続き関
係する各課にパブリックコメント
の実施を働きかけ、市の基本的な
施策に関する計画や条例の策定段
階で市民から意見を募集する。
　また、パブリックコメントの意
義、手法などについて、庁内に周
知する。

広報広聴課

　R3年度に策定された計画(案)11件に対し
て、4名から意見が寄せられました。当制度
は、その対象となる計画及び条例に影響する
重要な制度のため、担当課が制度の趣旨及び
ルールを順守し、しっかりと実施するため、
庁内への啓発の事務連絡を3回実施しまし
た。

b 一部達成

　「庁内ウェブ」内のパブリックコメン
トが策定担当課にとって、有益となるよ
う内容の点検や修正等を継続的に実施し
ていきます。また、当制度のルールにつ
いて誤解したり、実施しないことのない
よう、啓発の回数を増やしていきます。

0 0

政策調整課 ※広報広聴課にて実施 b 一部達成 ※広報広聴課にて実施 0 0

広報広聴課

　定住の促進及び子育てを応援することにつ
ながるホームページ内の各種事業を当サイト
において発見しやすいよう内容の更新、情報
提供を行いました。

b 一部達成

　当サイトについて、各種事業の進捗状
況に合わせた内容や興味を引くようなレ
イアウトの変更など、臨機応変に構築可
能なサイトとなるよう、次期契約(R5年
度)に向けて検討します。

1,652 1,652

6
（再掲）

定住・子育
て応援促進
サイトの運
営事業

　公式ホームページについて、次
期システムの検討、構築を行う。
並行して、定住促進サイト「ちょ
うどいい蓮田」について、アクセ
ス数の増加を図るため、内容を充
実させていく。

212
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地域活動が活性化されたまちをつくる
政策３．健全・効果的な行財政運営

施策（１）計画的・効率的な行財政運営

主要事業名 内容（R3年度） 担当課 課別

政策調整課

　第1回行政改革推進委員会を7月6日に開催
しました。
　R2年度実績報告並びに令和3年度事業内容
について説明し、委員から意見等をいただき
ました。

a 達成

　引き続き、第七次行政改革大綱及び実
施計画の進行管理を行い、効率的・効果
的な行政運営を推進していきます。
　第8次行政改革大綱及び実施計画の策定
を行います。

133 43

関係各課
（社会教育
課）

　公民館では、近隣市町の使用料について変
更がないか確認するとともに、R6年度の駐車
場有料化に向けてのタイミングに合わせて使
用料の見直しを図っていくこととしました。

a 達成

　公民館ではR4年度に「市営駐車場整備
調査測量設計等業務委託」を予定してお
り、周辺の駐車料金の状況調査を行うと
ともに、近隣市町村の状況も踏まえなが
ら、関係各課と調整を図り、使用料の見
直しについて検討します。

0 0

人材育成推
進事業

　人づくり広域連合研修や三市一
町共同研修への参加を通じて、市
職員としての意識改革を図り、接
遇・資質の向上を目指す。
　職場環境づくりの方策として、
メンタルヘルス相談・ストレス
チェックを行い、健康的に働ける
職場づくりに努める。
　人事評価研修を実施し、人事評
価システムを推進する。

秘書課

　新規採用職員研修、三市一町共同研修会の
応対能力養成研修や選択研修に職員を派遣し
ました。
　毎月1回、産業医による健康相談を実施し
ました。
　メンタルヘルスについて、電話及びメール
による相談を常時実施するとともに、毎月1
回の面接相談を実施しました。
　ストレスチェックの実施結果に基づき、高
ストレス者に対し、希望により産業医による
面談を実施しました。

a 達成

　引き続き計画的に研修を実施し、職員
の能力向上及び意識改革に取り組みま
す。
　職場環境づくりの方策として、産業医
健康相談やメンタルヘルス相談を継続し
て実施するとともに、メンタルヘルス不
調の未然防止を目的にストレスチェック
を実施します。
　心の病が原因で休職する職員につい
て、主治医との面談や専門家への相談を
実施し、復職に向けたアドバイスを受け
られるよう取り組みます。

6,109 5,705

R3年度
決算額
（千円）

ＤＯ
（R3年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

213
行政改革推
進事業

　平成３０年度から令和４年度を
計画期間とする第七次行政改革大
綱及び蓮田市第七次行政改革実施
計画に基づき、効率的・効果的な
行政運営を推進していく。

ＰＬＡＮ
R3年度

当初予算額
（千円）

基本政策６

主要事業
№

第５次総合振興計画

214
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地域活動が活性化されたまちをつくる
政策３．健全・効果的な行財政運営

施策（１）計画的・効率的な行財政運営

主要事業名 内容（R3年度） 担当課 課別

R3年度
決算額
（千円）

ＤＯ
（R3年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

ＰＬＡＮ
R3年度

当初予算額
（千円）

基本政策６

主要事業
№

第５次総合振興計画

財政健全化
事業

  総合振興計画を着実に推進でき
るように、財政健全化に努める。
将来負担比率と実質公債費比率の
バランスを考慮し、借入れをする
場合には、借入れの利率と償還年
数、年度ごとの償還額に留意する
とともに、できる限り交付税措置
のある起債を選択するなど、次世
代へ過度の負担にならないように
努める。

財政課

　借入利率は、民間と比べて利率が低い公的
資金から借入れができるよう、全て県との協
議を行いました。また、償還年数について
は、借入額に応じて、後年度負担を考慮して
設定することで、財政の健全化に努めまし
た。
　R3年度の最終借入日は5月30日、借入総額
は1,342,877千円となり、全て交付税措置の
あるものを選択しました。

a 達成

　第5次総合振興計画を着実に推進すると
ともに、財政健全化を図ります。借入れ
を行う場合は、借入利率や償還年数、年
度ごとの償還額に留意するとともに、で
きる限り交付税措置のある地方債を選択
するよう努めます。

0 0

総合行政シ
ステム整備
事業

　標準パッケージソフトのノンカ
スタマイズ運用を堅持することに
より、制度改正やシステム更新時
の人的・経済的負担を最小限に抑
え、低コストかつ効率的な運用を
推進する。
　令和３年度から行田市と自治体
クラウドに移行し、安定したサー
ビスとコストの削減を図る。

電算課

　ノンカスタマイズ運用を堅持し、効率的な
総合行政システムの運用を行いました。ま
た、行田市との埼玉県自治体共同利用システ
ム連絡会を定期的に開催し、構成団体との強
化を図っております。自治体情報システムの
標準化、ＤＸ計画の策定状況など意見交換を
行いました。

a 達成

　引き続き、ノンカスタマイズの方針を
継続します。また、自治体共同クラウド
の構成団体である行田市との連携を密に
し、総合行政システムの安定した運用と
コストの削減を図ります。

158,355 164,800216

215
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地域活動が活性化されたまちをつくる
政策３．健全・効果的な行財政運営

施策（２）施設の計画的な管理

主要事業名 内容（R3年度） 担当課 課別

庶務課
　計画の進行管理を行うため、施設所管課に
対し、計画に基づく実績の収集を行いまし
た。

a 達成

　引き続き蓮田市総合管理計画及び蓮田
市公共施設個別施設計画が計画通り運用
が行えるよう、各関係課と連携を図り、
進行管理を行っていきます。

0 0

関係各課
（長寿支援
課）

　老人福祉センターでは自動水栓設置工事、
浴室ろ過ポンプ修繕、浴室外壁及び内部タイ
ル修繕、老化した桜の伐採及び消毒等を行い
ました。

a 達成

　利用者の安全配慮、利便性向上のた
め、指定管理者と連携しながら、計画的
に修繕等を行い、施設の維持管理に努め
ます。

0 0

関係各課
（教育総務
課）

　蓮田市立小中学校施設長寿命化計画に基づ
き、黒浜中学校東校舎長寿命化改修工事を実
施しました。

a 達成
　蓮田市立小中学校施設長寿命化計画に
基づき、学校施設の総合的かつ計画的な
維持管理に努めます。

0 0

関係各課
（文化ス
ポーツ課）

　「蓮田市総合市民体育館サブアリーナ建設
等検討会議」を開催し、蓮田市総合市民体育
館大規模改修及びサブアリーナ建設基本計画
を策定しました。

a 達成

　総合市民体育館については、大規模改
修及びサブアリーナ建設工事について、
設計を進めていきます。
　総合文化会館については、総合管理計
画等に基づき、施設の良好な維持管理に
努めます。

0 8,176

基本政策６

主要事業
№

第５次総合振興計画
R3年度
決算額
（千円）

　蓮田市公共施設等総合管理計画
及び蓮田市公共施設個別施設計画
の方針に基づき、総合的かつ計画

的な維持管理を行う。

インフラ維
持管理の効
率的なマネ
ジメントの

実施

217

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

ＰＬＡＮ
ＤＯ

（R3年度中に実施したこと）

R3年度
当初予算額
（千円）
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地域活動が活性化されたまちをつくる
政策３．健全・効果的な行財政運営

施策（３）民間活力の導入

主要事業名 内容（R3年度） 担当課 課別

中央公民館
パーキング
システム導
入・活用事
業

　民間活力の導入による効率的な
行財政運営実現のため、中央公民
館駐車場のパーキングシステム導
入を推進する。

社会教育課

　6月補正予算にて、7月に用地買収のための
用地測量を行い、動産鑑定評価書が作成され
ました。これをもって8月に公共用地取得・
処分調整会議に臨み、取得価格は鑑定価格通
りとの結果を得ました。その後地権者から土
地買取希望申出書の提出がありました。9
月、地権者宛て買取り協議および公民館宛て
買取協議機関の指定が通知されました。10月
地目変更（畑から宅地へ）の手続きが完了し
ました。11月関東信越国税局との公有地の拡
大の推進に関する法律に基づく事前協議が完
了しました。また、社会資本整備総合交付金
（まちなかウォーカブル推進事業）につい
て、事業および事業費の変更の手続きを行
い、12月に書類の正式提出となりました。こ
れをもって地権者と土地売買の契約を締結
し、所有地移転登記の手続きを行いました。
1月に地権者から土地引渡書および請求書を
いただき、9月補正予算にて得た土地購入費
にて支払い（振込）を行いました。2月、関
東信越国税局に「事前協議に係る事業の完了
について」の書類を提出しました。同時に被
買収者および税務署へ各種証明書を発行しま
した。3月に地積更正登記が完了しました。
その後、買収地を暫定的に駐車場として供用
するための準備を開始しました。

a 達成

　R4年度は「市営駐車場整備調査測量設
計等業務委託」を予定しており、民間活
力導入調査、標高測量、また、消防から
依頼された防災のための貯水槽を埋める
ことも含めた設計を行います。

279 50,357

小・中学校
水泳指導民
間連携事業

　学校における水泳の授業につい
て、民間施設の使用、バスによる
送迎、水泳授業における補助指導
などを行う。

教育総務課
　黒浜中学校において、水泳指導民間連携事
業を実施しました。

a 達成
　引き続き、黒浜中学校において水泳指
導民間連携事業を実施するほか、実施校
拡大に向けた検討を行います。

2,882 2,805

R3年度
決算額
（千円）

53
（再掲）

第５次総合振興計画
ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

ＰＬＡＮ
R3年度

当初予算額
（千円）

基本政策６

主要事業
№

ＤＯ
（R3年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価）

218
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地域活動が活性化されたまちをつくる
政策３．健全・効果的な行財政運営

施策（４）行政組織の効率化・人材育成

主要事業名 内容（R3年度） 担当課 課別

政策調整課
　定員適正化計画の目標数値495人に対し
て、R4年4月1日時点の実績は491人であり、4
人不足していました。

c 未達成
　計画に沿った人員配置を行うことによ
り効率的な行政運営を図ります。

0 0

秘書課

　定員適正化計画に沿った職員採用を実施し
ました。
　女性活躍推進法に基づき策定した「蓮田市
特定事業主行動計画」に基づき、女性職員の
活躍を継続して推進しました。
　次世代育成支援対策推進法に基づき策定し
た「蓮田市特定事業主行動計画」に基づき、
子育てしやすい職場環境づくりを推進しまし
た。

a 達成

　引き続き、定員適正化計画に沿った職
員採用を実施します。
政策調整課と連携を図りながら、定年延
長を見据えた定員適正化計画の見直しを
行います。
　再任用職員及び会計年度任用職員の適
正な配置を行います。
　各特定事業主行動計画の進行管理を
行っていきます。

35,425 32,985

R3年度
決算額
（千円）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

ＰＬＡＮ

　社会情勢等の変化に迅速に対応
できる執行体制を目指し、定員適
正化計画や特定事業主行動計画の
進行管理を行う。
　令和３年度から令和７年度まで
を計画期間とする第４次蓮田市定
員適正化計画に基づき、適正な任
用を行う。
　令和２年度から適用の会計年度
任用職員制度について、適正な任
用を行う。

ＤＯ
（R3年度中に実施したこと）

R3年度
当初予算額
（千円）

基本政策６

主要事業
№

第５次総合振興計画

219

蓮田市定員
適正化計画
及び蓮田市
特定事業主
行動計画の
進行管理
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地域活動が活性化されたまちをつくる
政策４．関係自治体・関係機関との連携

施策（１）関係自治体との連携

主要事業名 内容（R3年度） 担当課 課別

政策調整課

　第28回から第34回の利根地域の未来を考え
る政策プロジェクト会議が開催され、「新た
な地方創生 調査・分析・企業連携事業」の
取組方針について協議を行いました。

b 一部達成

　新型コロナウィルス感染症の状況を見
極め、引き続き、近隣市町や利根地域振
興センターと連携し、地域活性化事業を
推進します。

0 0

広報広聴課
　コロナ禍のため、従来のような事業の実施
やそのための検討会議等は行いません。

c 未達成

　コロナ禍での対策を徹底しながら、近
隣市町とのイベント等の開催の際には、
協力して各市町の魅力発信を行っていき
ます。

0 0

広報広聴課

　コロナ禍のため、自治体相互の行き来を伴
う交流を行うことはできませんでしたが、友
好と親善の絆を絶やさぬようズーム会議を3
回実施し、近況報告やコロナ禍明けの交流に
ついて話し合いました。また、庁舎内にて松
川町の観光ＰＲ台を設置していることから、
先方のＭＭＭ事業に基づく木工台をR4年6月
までに寄贈していただくこととなりました。

b 一部達成

　コロナ禍で直接交流はなくとも、相互
に懇談等の接触の機会を尊重し合ってい
るため、引き続き直接交流再開後の活動
等に向けて話し合いをしていきます。

65 6

学校教育課

　R3年度は、新型コロナウイルス感染症の影
響により、松川町との交流事業は中止となり
ました。
　R4年度のオンライン交流について打ち合わ
せを実施しました。

b 一部達成
　R4年度に向け、事業実施の計画をもと
に、松川町との連絡調整を行い、学校へ
情報提供を行います。

0 0

R3年度
決算額
（千円）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

基本政策６

主要事業
№

ＤＯ
（R3年度中に実施したこと）

ＰＬＡＮ
R3年度

当初予算額
（千円）

第５次総合振興計画

221

長野県松川
町（遠隔地
自治体）等
との友好交
流

　友好姉妹都市の盟約を締結して
いる長野県松川町と、友好と親善
の絆を深め、将来に向けて両自治
体が協調した発展を目指し、官民
問わずさらなる交流を深めてい
く。
　また学校関係でも、小学生の視
野を広げリーダーとなる人材を育
成することを目的に毎年お互いの
まちを訪れ、さまざまな体験を通
しながら親交を深めていく。

220
近隣市町連
携事業

　埼玉県利根地域振興センターや
同管内市町、その他近隣市町と連
携して、地域活性化事業を推進す
るとともに、市外でシティセール
スのイベント等を合同で行い、人
口増加策の推進を図る。
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地域活動が活性化されたまちをつくる
政策４．関係自治体・関係機関との連携

施策（１）関係自治体との連携

主要事業名 内容（R3年度） 担当課 課別

R3年度
決算額
（千円）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

基本政策６

主要事業
№

ＤＯ
（R3年度中に実施したこと）

ＰＬＡＮ
R3年度

当初予算額
（千円）

第５次総合振興計画

障がい者支
援体制の確
立（地域生
活支援事
業）

　障害者の日常生活及び社会生活
を総合的に支援するための法律に
基づき、障がい者が自立した日常
生活または社会生活を営むことが
できるよう、相談支援事業、コ
ミュニケーション支援事業、日常
生活用具給付事業、移動支援事
業、日中一時支援事業等を実施す
る。

福祉課

　地域生活支援事業にかかるサービスの給付
状況に注意し、適正な予算執行を行いまし
た。手話通訳者養成講座Ⅰ課程（合計35回）
を実施し、7名が修了しました。
　人工呼吸器用自家発電機・外部バッテリー
など日常生活用具給付等事業の対象種目を拡
大し、支援の充実を図りました。

a 達成

　障害サービスのニーズを把握するとと
もに、給付状況を精査し、適正な予算執
行に努めます。
　地域生活支援拠点が円滑に運営される
よう、3市2町（蓮田市、幸手市、白岡
市、宮代町、杉戸町）、圏域内の事業所
と連携を強化し、8050問題等に適切に対
応していきます。

61,583 60,455

在宅医療・
介護の連携
体制の充実

　医療と介護の両方を必要とする
状態の高齢者が、住み慣れた地域
で自分らしい暮らしを人生の最期
まで続けることができるよう、在
宅医療と介護を一体的に提供する
ため必要な支援を行う。
　事業の推進にあたっては、独立
行政法人国立病院機構東埼玉病
院、医師会、歯科医師会、薬剤師
会及び介護事業所などの医療・介
護関係機関や関係市町村などと緊
密に連携し、多職種連携・協働に
よる包括的かつ継続的なサービス
の提供を可能とする環境整備を推
進する。

在宅医療介
護課

　在宅医療・介護地域資源実態調査を実施
し、一体的なサービス提供のための情報冊子
として在宅医療連携ガイドを作成しました。
　地域包括ケア推進代表者会議を書面で2回
開催し、在宅医療・介護における新型コロナ
ウイルス感染症対策を中心に課題の抽出と対
応策の検討を行いました。
　在宅医療・介護関係者研修会をウェブで3
回開催し、関係者の資質向上と情報の共有を
図りました。
　住民への在宅医療と介護の普及啓発とし
て、在宅医療と介護の市民講座（全4日間）
を1回開催（参加者延49人）、出前講座9回
(受講者165人）実施、エンデイングノート配
布と説明会（10回開催、参加者171人）、市
民特別講座1回（参加者39人）実施しまし
た。
　在宅医療連携拠点に、在宅医療相談窓口を
設置し専門的な相談に対応しました。

b 一部達成

　南埼玉郡市医師会に委託して進めてい
る在宅医療連携拠点の機能を強化するた
め、医師会、協定市町（久喜市、白岡
市、宮代町）との連携をさらに進めま
す。特に、コロナ禍で見合わせていた在
宅療養患者の急変時の切れ目のない医
療・介護体制構築の取り組みを具体的化
します。
　医療・介護関係者との連携強化のた
め、感染予防策を講じ、可能な方法で研
修会等を実施します。
　住民への在宅医療の普及啓発として、
市民講座や出前講座を開催します。特に
エンディングノートを活用したACPの普及
啓発を行うことで、多くの方が関心を持
ち、在宅医療や介護について考えていた
だく機会となる事業を展開します。

5,123 3,778

蓮田白岡衛
生組合運営
事業

　蓮田市と白岡市の２市で構成し
ている衛生組合の効率的・効果的
な運営に努め、廃棄物の安全な処
理を行う。

みどり環境
課

　衛生組合の課長会議への出席、蓮田市・白
岡市・衛生組合の3者による事務研究会にお
いて、情報・意見交換等を行いました。

a 達成

　衛生組合の課長会議への出席、蓮田
市・白岡市・衛生組合の3者による事務研
究会での情報・意見交換等を継続しま
す。

659,277 660,507
183

（再掲）

92
（再掲）

84
（再掲）
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地域活動が活性化されたまちをつくる
政策４．関係自治体・関係機関との連携

施策（２）関係機関との連携

主要事業名 内容（R3年度） 担当課 課別

彩の国ロー
ドサポート
制度の推進

　埼玉県管理道路の歩道部分にお
いて、住民と行政が協力して、快
適で美しい道路環境づくりを推進
する。

道路課

  ロードサポート制度・活動団体・支援者募
集チラシおよびロードサポートニュースを配
布し、制度のPR・参加団体募集に関して周知
に努めました。

a 達成
  引き続き、制度のPR・参加団体募集に
関して周知を行っていきます。

0 0

政策調整課

　新型コロナウィルス感染症防止のためイベ
ント等の事業は実施できませんでしたが、第
5次総合振興計画審議会に委員として出席し
ていただきました。

b 一部達成
　引き続き、教育関係機関との連携事業
を行います。

0 0

関係各課
（商工課）

　蓮田ブランド推進協議会の委員を、人間総
合科学大学、日本薬科大学から選出していた
だいています。

c 未達成

　引き続き、蓮田ブランド推進協議会の
委員として活動していただきます。
　新型コロナウイルス感染症の状況に応
じて、相互にイベント等に参加するなど
交流を図っていきます。
　市民まつり等のイベントが実施された
際には、両大学や蓮田松韻高校にボラン
ティアスタッフとしての参加を依頼して
いきます。

0 0

関係各課
（社会教育
課）

　子ども講座「科学マジックの世界」（サイ
エンスと錯覚のふしぎを楽しもう）を、日本
薬科大学との連携により、R3年8月1日から9
月30日までオンライン配信しました。11月12
日市民大学「東洋医学に基づく栄養の摂り
方」について日本薬科大学から、12月10日市
民大学「生活習慣病を予防する健康な食事」
について、人間総合科学大学から講師を招き
開催しました。また、日本薬科大学に依頼し
た「薬膳料理教室」および人間総合科学大学
に依頼した「子ども料理教室」飾り寿司等の
動画について、配信の準備を行いました。

b 一部達成
　新型コロナウイルス感染症対策を考慮
しながら、引き続き、大学等との連携を
図っていきます。

60 63

R3年度
決算額
（千円）

　大学等と連携して事業を推進す
ることで、多様化する市民ニーズ
に応じる。
　包括協定を締結している人間総
合科学大学及び日本薬科大学と連
携事業を推進する。
　また、蓮田松韻高校や市内の教
育機関等とも同様に積極的に交流
を進めていく。

教育機関等
連携事業

223

222

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

ＤＯ
（R3年度中に実施したこと）

基本政策６

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

R3年度
当初予算額
（千円）
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地域活動が活性化されたまちをつくる
政策４．関係自治体・関係機関との連携

施策（２）関係機関との連携

主要事業名 内容（R3年度） 担当課 課別

R3年度
決算額
（千円）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

ＤＯ
（R3年度中に実施したこと）

基本政策６

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

R3年度
当初予算額
（千円）

政策調整課

　6月11日（金）にメットライフドームにて
開催された西武ライオンズのフレンドリーシ
ティ感謝デーのイベントに参加し市のPRを行
いました。
　6月23日（水）に「ＳＤＧｓ推進に関する
連携及び相互協力について包括連携協定」、
8月5日（木）に「蓮田市と第一生命保険株式
会社との包括連携協定」、8月23日（月）に
「蓮田市と明治安田生命保険相互会社との包
括連携協定」、「蓮田市と大塚製薬株式会社
との包括連携協定」を締結しました。
　連携事業について、各連携先との取り組み
メニューを庁内に周知し民間活力を活用し、
ゼロ予算で行うことができる事業の拡大を図
りました。

a 達成

　新型コロナウィルス感染症の状況を見
ながら、引き続きフレンドリーシティに
基づく事業を実施します。
　民間企業との包括連携協定を活用し
て、連携事業を進めていきます。

0 0

関係各課
（危機管理
課）

　ヤフー（株）との情報発信等による協定に
基づき、「ヤフー防災アプリ」を活用し、新
型コロナウイルス感染症に関する情報などに
ついて、年間を通して発信を行いました。
　また、ネッツトヨタ東埼玉（株）から貸与
されている、新型コロナウイルス感染症に対
応した飛沫循環抑制車両について、借用期間
をR5年3月31日まで1年間延長する措置を受け
ました。

a 達成

　民間企業等の技術やノウハウを生か
し、市の災害対策の充実化が図れるよ
う、様々な分野の協定について、研究や
検討をしていきます。

0 0

関係各課
（商工課）

　市内の銀行等に、「中小企業者等新型コロ
ナウイルス感染症拡大防止対策事業支援補助
金」のチラシを設置していただきました。
　11月3日から5日までの3日間、JR東日本・
伊奈町観光協会・埼玉新都市交通（株）と連
携して「駅からハイキング」を実施しまし
た。

a 達成
　引き続き、民間企業等との連携事業を
行っていきます。

0 0

　民間企業と連携することで民間
企業の長所を生かした事業を推進
し、時代に合った行政サービスの
提供に努める。
　市、商工会、金融機関の３者で
締結した「企業支援に係る包括連
携協力に関する協定」を活用し、
企業支援にとどまらずまちづくり
についても連携を図っていく。

民間企業等
連携事業

224
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地域活動が活性化されたまちをつくる
政策４．関係自治体・関係機関との連携

施策（２）関係機関との連携

主要事業名 内容（R3年度） 担当課 課別

R3年度
決算額
（千円）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

ＤＯ
（R3年度中に実施したこと）

基本政策６

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

R3年度
当初予算額
（千円）

政策調整課

　5月31日に、道路工事、バス路線延伸、バ
ス転回場の進捗状況について、情報の共有を
図るため、関連各課が集まり会議を開き6月2
日に東埼玉病院を訪問しました。
　7月27日に関東財務局国有財産管理官を訪
問し、東埼玉病院周辺整備の近況報告を行い
ました。
　10月28日と3月28日に東埼玉病院周辺地域
整備の進捗状況や今後のスケジュールや課題
について情報共有するため、庁内関係各課の
会議を開きました。

d その他

　東埼玉病院敷地内財務省用地に関し、
引き続き関東財務局と協議及び情報収集
を行います。
　同病院敷地の活用範囲を病院側と協議
し、その使用方法等を含め検討します。

0 0

関係各課
（みどり環
境課）

　バス路線の延伸に向け、バス転回場を整備
するため、東埼玉行院と打合せを行いまし
た。また、計画地の測量及び設計業務委託に
着手し、設計内容等について東埼玉病院及び
バス事業者と打合せを行いました。

b 一部達成
　早期のバス転回場供用開始のため、計
画地の測量及び設計業務を完了させま
す。

0 0

小・中学校
水泳指導民
間連携事業

　学校における水泳の授業につい
て、民間施設の使用、バスによる
送迎、水泳授業における補助指導
などを行う。

教育総務課
　黒浜中学校において、水泳指導民間連携事
業を実施しました。

a 達成
　引き続き、黒浜中学校において水泳指
導民間連携事業を実施するほか、実施校
拡大に向けた検討を行います。

2,882 2,805

社会福祉協
議会との連
携強化によ
る福祉サー
ビスの充実

　社会福祉サービスの拠点である
社会福祉法人蓮田市社会福祉協議
会と市が連携を強化し、迅速かつ
効率的な福祉サービスの充実を図
る。

福祉課

　蓮田市社会福祉協議会の運営について、補
助金を交付しました。
　それにより、社会福祉協議会では、様々な
事業を実施し、福祉サービスの推進及び充実
を図ることができました。
　就労支援センター事業について、社会福祉
協議会に委託し、関係機関と連携して障がい
者の就労支援を行いました。

a 達成

　今後も運営費補助金を交付し、実施予
定の事業の確認や情報共有を図り、密接
な連携や協力をすることで、地域福祉の
推進に努めていきます。
　引き続き、社会福祉協議会に就労支援
センター事業を委託し、適切な就労支援
を行います。

82,500 76,500

53
（再掲）

80
（再掲）

225
東埼玉病院
周辺の活用
の検討

　独立行政法人国立病院機構東埼
玉病院周辺地域の有効な活用に向
けて、関東財務局等との関係機関
と調整し検討を行う。
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